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テキストＲａｄｉｏグロリアスドーン

ラヴィーさんで遊ぼう！

あとがき







本作の主なる登場人物の紹介　ラヴィーさん編




ラヴィー・スプレンディッドペンデュラム


　自じ称しようｂｉｏビオクラフトの姫ひめ。正体は本編をお楽しみに。

　珊瑚色コーラルピンクのツインテール。性格はツンデレ、構ってちゃん。突とつ然ぜん、しょうぶ沼ぬま高校に現れ、大おお空ぞら広こう大だいを気に入ったのか強ごう引いんに契けい約やくを求めてくる。

　ちっちゃくてちょろちょろしてる（ティオ談）ので、よくジャンガリアンハムスターに間ま違ちがえられる。

　ｂｉｏクラフト形態は不明。

　ｂｉｏクラフト認にん識しきコードは暫ざん定てい的てきに「ＵＸ００１６」が与あたえられている。






ヴィーア・ラッキースプリングス


　ペンデュラム財団に所属するラヴィーお付きのメイドにしてルーク級ｂｉｏクラフト。

　１０８のメイド技を使いこなす（嘘うそ）完璧パーフエクトメイド。自分のテリトリーが汚よごれている事が許せず、限界を越こえると暴走する。

　さらに天才的なギャンブラーでもあり、世界中の有名カジノで一晩に何百万ドルも稼かせぐ事もあるとかないとか。

　ｂｉｏクラフト形態ではドリルを清せい掃そう用ブラシに変形させる事が出来る。

　ｂｉｏクラフト認識コード「ＲＭ０７７７」。







ヴァッチ・シンクレイ

ヴィッス・シックロック

　ラヴィーのお供の黒服二人。痩やせている方がヴァッチ・シンクレイ。太っている方がヴィッス・シックロック。しかし特に区別する理由はない（爆）。

　性格は広大は曰いわく「いい人らしい」のだがそれ故ゆえにいつもラヴィーに振ふり回されている。

　ｂｉｏクラフト形態はポーン級。シンクレイは細長い鉛えん筆ぴつ形。シックロックは直径の太いコマ形。

　ｂｉｏクラフト認識コードはシンクレイ「ＰＭ０１７６」。シックロック「ＰＭ０１７７」。











ドリ取り占いの遊び方







●サイコロを用意します。

●正六面体の美しさをしばし観賞します。ドリルには敵いませんが、正六面体も充分に美しいものです。

●振ります。おもむろに。

●サイコロの目のページを参照します。



　1＝こちら

　2＝こちら

　3＝こちら

　4＝こちら

　5＝こちら

　6＝こちら





「項目の読み方」



　大吉　[image: ][image: ][image: ][image: ]　：良いことがありそうです。

　中吉　[image: ][image: ][image: ]　　：人並みの人生。

　小吉　[image: ][image: ]　　　：小さな幸せ。

　凶　　[image: ]　　　　：気にしない。

　大凶　　　　　　：ご愁傷さまです。

　ドリル[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]：素晴らしいですね。





「ティセさまのお言葉」



本作品のメインヒロインであるティセ子さん（公式愛称）がコメントしてくださいます。なんとなく有り難いような気がします。

ティセ子さん以外の人もコメントしてますが仕様です。




註：科学的根拠はありません。
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ｔｕｒｎ　２―１／５　「遊園地に行きましょう。みんな一いつ緒しよです」







「まったく……」

　先さき程ほど、届いたばかりの封ふう筒とうをテーブルに放ほうり出だすと、ラヴィーは憤ふん然ぜんとした様子で言った。

「ようやく邸てい宅たくが完成したばかりというのに、忙せわしない連中だな」

「申し訳ありません、姫さま。どうも財団との連れん絡らくがうまくいっていなかったようです」

　封筒をラヴィーに届けに来たヴィーアが深々と頭を下げる。

「気にするな。ヴィーアのせいではない。いいだろう。戻って来いと言うのなら行ってやる。こうなったら一度、私が赴おもむいて話をつけてやらねばならんようだからな」

「姫さま、自らがですか？」

「しかし、それは危険では？」

　二人の黒服、ヴァッチとヴィッスは心配げな顔でそう言うが、ラヴィーは不ふ機き嫌げんそうな顔のまま勢いをつけて椅い子すから立ち上がる。そのまま厚い絨じゆう毯たんを踏ふみしめ、窓の方へ歩み寄って行った。

　窓の外に見えるのは私立しょうぶ沼高校。ちょうど昼休みの時間帯という事もあり、校庭で遊んだり、昼食を摂とったりしている生徒たちの姿が見える。

　ラヴィーは無言のまましばしその光景を見ていたが、思い出したように突とつ然ぜん尋たずねた。

「ところで、例の件。どうなっているのだ？　まだ回答はないのか」

「はい？」

「例の件と言われますと？」

　黒服二人は怪け訝げんな顔だが、さすがにパーフェクトメイド、ヴィーアの反応は早かった。

「あの件につきましては、私の方で引ひき継つぎました。再度、要望書を提出いたしましたが、今のところ先方から誠意有る回答はありません」

　ヴィーアがそう言ってはじめて、二人の黒服はあの事かと合が点てんがいったようだ。

「姫さま……」

　昼休みで賑にぎやかな校庭を見るラヴィーの表情はどこか寂さびしげだ。しかしそれもごくわずかの間だけ。すぐに怒いかりにまかせて当たり散らす。

「ええい！　この私がこんなに気苦労を抱かかえ込んでいるというのに、あの連中と来たら!!私の手を煩わずらわせるだけの代だい償しようは払はらえと伝えておけ!!」




「遊園地？　招待状だろう。来ていたよ」

　翌日、登校した大おお空ぞら広こう大だいはホームルームの前にみんなから聞かれて答えた。

「千せん住じゆ遊園なんて、小学校の頃ころに行ったきりだもんね。最近、工事しているからつぶれたかと思ったらリニューアルしていたんだ」

　高たか科しな恵けい子こはわざわざ学校まで持ってきた招待状を机の上に置いてそう言った。

　千住遊園というのは、北きた千せん住じゆの少し先にある小さな遊園地。テーマパークのような大規模なものではなく、普ふ通つうの公園に観覧車やメリーゴーランドがある昔ながらの遊園地といった施し設せつだ。

　広大や恵子のように、この辺りで生まれ育った人間なら、小中学生の頃までには必ず一度は行っているほど親しまれている典型的な地元の遊園地。その一方で高校生や大人になってからは、まず行かないという場所でもある。

　北千住から都心に向かう電車の中から園内が見て取れるのだが、確かに恵子の言うとおり、ここしばらく休園して工事をしていたのだ。

「でもアトラクションは増えたけど、別に広くなったわけでもないよな」

　広大は招待状に印刷されたイラストを見てそう言った。招待状にはリニューアル後の園内想像図がＣＧで描えがかれている。イラストの隅すみには新しくデザインされたマスコットキャラも描かれていた。どうやらなにかの花を擬ぎ人じん化かした四人組のようだ。

「でも私はこういう遊園地の方がいいですわね。最近のテーマパークなどにはどうにもなじめません」

　アイシャがそう言うのを耳ざとく聞きつけた男がいた。後うしろ崎ざき孝たか郎おである。

「あ、じゃあ一緒に行きましょうか？」

　やにわにそう言ってくる孝郎に、広大たちは怪訝な視線を送る。孝郎はそんな広大たちに自じ慢まんげに同じ招待状を指し示した。

「俺おれの所にも来ているんだよ」

「私のところにも来てるっすヨ～～!!」

　今度は下しも条じよう藍あお留るが横から首を突っ込む。こうなるとそれまで無関心だった先せん場ば兵ひよう衛えも話に参加せざるを得ない。

「ほう、奇き遇ぐうだな。俺の所にも来ていたぞ」

　そればかりではない。次から次へと教室内で声が上がった。

「あ～～、私の家にも来た。千住遊園の招待状でしょ？」

「なんだお前もか。俺の家にも来たぜ」

「うちなんて俺と兄貴と二枚も来たよ」

「え～～!?」

　次から次へと名乗りを上げるクラスメートに孝郎は少し嫌いやそうな顔をする。

「なんか配りまくってるみたいだな。だけどそんなに配って大だい丈じよう夫ぶなのか？　一日限定、ペアチケットとはいえ……」

　広大は恵子の招待状を手に取り、もう一度よく確かく認にんする。招待日はリニューアルオープン直前の土曜日一日だけ。招待状一枚につき入場できるのは二人だけ。しかし広大のクラ

スだけでもほぼ全員に送りつけられているようだ。

　それを考えるとかなり枚数が配られているはずだが、それだけの人数を捌さばききれるのかどうか。園内の施設やアトラクションについては有料のようだが、入場料を無料にして採算が合うのかどうか。広大は他ひ人と事ごとながら心配であった。

「で、どうするの」

　やにわに恵子からそう尋たずねられて広大は聞き返す。

「なにが？」

「だから行くのかどうかって事。こういうチャンスでもないと、わざわざ千住遊園なんかに行かないでしょう」

「それはまぁそうだけど……」

「いや、是ぜ非ひ来てくれ。来てくれないと俺が困るんだ」

　突然、横からくちばしを突っ込む人間がいた。確認せずともシトラスノートの男性用コロンの香かおりからして誰だれだか予想はつく。

　狭はざ間ま駿しゆん輔すけだ。

　駿輔はアニメで美形キャラがやるように、はらりと髪かみを払うと芝しば居いがかった態度で言った。

「当日は素す晴ばらしいものをお目に掛かけよう。期待してくれていいと思うよ」

　そんな事を言う駿輔に、アイシャはうさんくさげな視線を送る。

「学生の本分は勉強ですわ。遊んでいるわけにも……」

　その時だ。今まで黙だまって事の成り行きを見守っていたティセが言った。

「遊園地については具体的に知ってます」

　いつものように手を差さし伸のべ、身を乗り出すような独特の仕草で続ける。

「回るものがたくさんある所ですね」

「はい……？」

　いきなり『回るもの』である。慣れてきたとはいえ、広大もティセの感覚にはついていけず、間ま抜ぬけ顔をするのみだ。

「ええと、まぁ回るよな。観覧車とかメリーゴーランドとか……」
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　ようやくそうとだけ答える。

「うんうん、回るぞ。ティーカップとかな。ジェットコースターも園内一周してるぞ」

　駿輔は肯うなずきながらそう言った。

「そう言われてみると回る物が多いわよね、遊園地って。他にもバイキングがあるみたいね。帆はん船せんみたいなのがぐるぐる回るのが」

　招待状のイラストを見ながらそう言う恵子に、ティセは興奮気味に両手をぱたぱたさせはじめる。

「ぐるぐる、ぐるぐるですね。実に素晴らしいと思います」

「……で、行くの？」

　広大がそう尋ねるとティセは両手をぱたんと降ろしてアイシャへと視線を向ける。

「みんな一緒でないとつまらないと思います」

　アイシャがティセのその視線と言葉に耐たえられるわけもない。速そつ攻こうで陥かん落らくする。

「わ、分かりました。それではお供いたしますわ」

「よぉし、じゃあ当日の待ち合わせはどこにしますか、貴た風かぜさん！」

　横から飛び出して、手を握にぎろうとする孝郎を、アイシャは華か麗れいな身のこなしでスルーした。

　ティセは機き嫌げん良よくぱっと両手を広げると言った。

「それではみんな一緒ですね」




「えへへへ、楽しみ～～」

　自分の席に着いて笑え顔がおを絶やさないティルに、冷ひや水み川がわ玲れい佳かは冷たい視線を送りながら言った。

「いつもに増してだらしないお顔ですのね」

　ティルは念願叶かなって上かみ温おん湯ゆ静しず花かと同じ桃ももヶが枝え学園中等部に転入。静花もそれを機会に出来るだけ学校へ来るようにしている。いわゆるお嬢じようさま学園の中で、活発なティルは目立ちまくってしまっているが、屈くつ託たくがない分、短期間でみんなから好かれるようになっていた。面おも白しろいもので静花もティルを通して徐じよ々じよに友達も増えていったのである。

　冷水川玲佳はティルに冷たく当たる事が多いが、ティル本人はあまり深く気に病やんでいないようである。

「あのね、今度の土曜日に静花と一緒に遊園地に行くんだよ！」

　授業時間前に珍めずらしく机に着いている事を皮肉ったつもりだった玲佳に、ティルは喜色満面といった様子で答えた。

「へえ、どこ行くの。ディズニーランド？　ＵＳＪ？」

　ティルと同じくお嬢さま学園の生徒には似つかわしくない、ボーイッシュなルックスの生雲いくも倖さちが興味を持ったようで、自分の席から振り返かえるとそう尋ねた。

「いえ、そんな遠くじゃないんです。都内の小さな遊園地で、ティルのお姉さんから誘さそわれたもので」

　静花がそう説明する。

「都内の小さな遊園地？」

　その言葉に倖と玲佳は一緒に首を傾かしげる。最初に尋ねたのは倖の方だった。

「ひょっとして千住遊園？　招待状来たんでしょう。私の所にも来たよ」

　倖が口にした千住遊園の単語に、教室内がざわめく。

「ほんと!?　じゃあ倖も一緒に行こうよ!!」

　ティルは身を乗り出してそう言う。

「う～～ん、そうだなあ。上温湯さんがいいって言うなら……」

「いえ、私の方からもお願いします。生雲さん。みんな一緒の方が楽しいですから」

「そうだよね！」

　ティルがそう言うと他のクラスメートも周囲に集まって来た。どうやら他のみんなにも招待状が届いていたらしい。ティルと静花、そして倖のやり取りで、迷っていた生徒たちも行く気になったようだ。

「まったく、あんな小さな遊園地に行く人間の気が知れませんわ」

　ティルたちに背を向け、次の授業の準備をしながら玲佳はぶつくさとそうつぶやく。そんな玲佳にティルが声を掛けた。

「ねぇねぇ、ひゃみがーも行くんでしょ!?」

　ひゃみがーというのは玲佳のあだ名。但ただし本人はそのあだ名を酷ひどく嫌きらっている。

「だからそのひゃみがーというのはやめて下さいません事!!」

　しかしティルは一向に気にしない。

「一緒に行こうよ、ひゃみがー。みんな一緒だと楽しいよ!!」

　そんなティルに倖も同意する。

「そうそう、たまにはこういう所もいいんじゃないの？　歩くだけで疲つかれるなんて事もなさそうだし」

「私もお願いします。冷水川さん。私、冷水川さんと余りお話しした事ありませんから、これを機会にしてもっと親しくなりたいんです」

　静花にもそう言われる。

「そこまで言われて行かないのでは、まるで私がひねくれ者みたいじゃありませんか」

「違うの？」

　すかさずそう言う倖をじろりと睨にらんでから玲佳は続けた。

「行けば宜よろしいのでしょう。行けば」

「わ～～い、ひゃみがーも一緒だー！」

　喜ぶティルに玲佳は怒ど鳴なる。

「あ～～、もう!!　だからそのあだ名はやめて下さいと言ってるでしょう!!」




「これなに？」

　キッチンのテーブルに置かれたそれに、ティオはさっそく興味を示した。

「昨日、話したでしょう。遊園地の招待状よ」

　奥おくの部屋で着がえてきた逢おう瀬せ桜さくら子こがそう答えた。

「ほら、大空さんが一緒に行かないかってメールしてきたあの話。うちにも来ていたのよ」

　クラス全員が行けるわけでもなく、当日、用事があって参加できないクラスメートから招待状を譲ゆずって貰もらった広大は、静花と桜子にも誘いをかけてみたのだ。もっとも目的はティセと妹たちを一緒に遊ばせてあげたいという思いからだった。

　桜子もそれは承知していたが、どうにも遊園地のような場所は性しように合わない。同じ物が来ている事を伝えただけで、実際に行くかどうかは返答していない。

「ふ～～ん」

　ティオは気のない風を装よそおいながらも、やはりその招待券が気になるようだ。テーブルの周囲をうろうろしながら、ちらちらと招待券へ視線を送っている。

「それで、行くの？」

「私はそういう所は苦手なのよ、知ってるでしょ。それにいい加減、遊園地という歳としでもないでしょう」

　桜子はそう答えた。

「それもそうよねえ。所しよ詮せんは子供だましだし……」

　ティオは桜子の答えに肯きながらも、テーブルの上にある招待券を手に取り、目より少し上の高さに掲かかげるようにして、じっと見つめている。

　その視線を追った桜子は、ティオが見ているものに気付いた。

　リニューアルした遊園地の新しいマスコットキャラ、何かの花をモチーフにした四人組だ。興味の無かった桜子はろくに目を通していなかったのだ。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしいわよねえ」

　そうは言うものの、ティオの視線は招待券から離はなれようとはしない。そのままじっと動かないティオを、これまたじっと見つめていた桜子だが、一つ嘆たん息そくすると改めて尋ねた。

「行きたいの？」

　言われた途と端たん、ティオは慌あわてふためく。招待券を取り落としそうになりながら、桜子の方へ振ふり返ると言った。

「そ、そんな事あるわけないでしょ！　私だって興味ないわよ、こんなの!!　でも、その……。あの……。桜子がどうしてもと言うんなら、一緒について行ってやらない事もないわよ」

「別に私は行きたくないわ」

　即そく答とうする桜子に、ティオは一いつ瞬しゆん、手にした招待状へ視線を戻もどす。その表情からは、あからさまなくらい、落らく胆たんの色が見て取れた。だがそれもわずかの間だけ。すぐにティオは強気を装ってみせる。

「そうよね。馬鹿馬鹿しい。時間の無む駄だだわ。ティセやティルと顔を合わせるのも願い下げだし……」

　そう言うと指の間に挟はさんだ招待券を、背中越ごしにゴミ箱へ放り込んでしまおうとする。しかしその直前でティオは手を止める。

　そして意味ありげに桜子を見る。桜子は桜子で、その意図に気付いていない振りをして言った。

「捨てるのならシュレッダーにかけるなり、ばらばらに破くなりしてちょうだい。住所も名前も入ってるから不用心だわ」

「う、うん……」

　答えたものの、ティオはまだ招待券を手にしたまま逡しゆん巡じゆんしている。その場をしばし右往左往した挙句、桜子に向かってまた尋ねる。

「ねえ、桜子。本当は行きたいんでしょう？」

「どこに？」

「だから、その……。この遊園地……」

「ティオは行きたいの？」

「行きたいわけないじゃないの！」

　桜子の問いにティオは声を荒あららげた。

「でも、桜子が行きたいんなら……」

　駄だ目めだこれは。このままじゃ堂どう々どう巡めぐりね。少し意地悪しすぎたかしらね……。

　結局は桜子の方が折れた形になってしまった。

「別に遊園地に行く訳じゃないけど、進学先の事で大空さんたちに聞きたい事があるからね。それに静花さんに借りていた本も返さなきゃならないから」

「じゃあ行くの？」

　パッと顔を輝かがやかせかけたティオだが、すぐにそっぽを向いて付け加えた。

「まったく桜子も物好きね。そういう事なら、ついていってあげるわよ」

　まったく、この子は……。桜子はティオに気づかれぬよう、笑えみを浮うかべた。




「あーちゃん司令の所にも来ましたか？」

　北ほく綾りようグラウンドの地下。そこにあるＵＮｂＡＲ特別分室の司令室へ入ってきた王子さま先生こと内うち山やま田だ王おう司じは、テーブルの上に置いてある招待状に目を留とめて言った。

「おお、来たぞ来たぞ。どうやらこの辺り一帯に配りまくっているようだな」

　古めかしい筐きよう体たいに押おし込んだスパコンをいじくり回していたアーネチカは、内山田の言葉に顔を上げて答えた。

「僕ぼくの所にも来ましたよ。でもちょっと気になりますね。千住遊園がこれだけのキャンペーンを行うほど経営状態がいいとは思えないんだけどなあ」

　内山田は内ポケットから自分宛あてに来た招待状を出だしながら言った。

「それに僕やあーちゃん司令の住所や名前をどこで調べたんでしょうねえ」

「そういやそうさな。学校宛てに来たんだが、私がしょうぶ沼高校の臨時講師になってるのは、学校関係者以外は知らないはずだ」

「まぁ最近はインターネットや何かで、情報はダダ漏もれですからねえ」

　そう言うと内山田は苦く笑しようする。

「あれじゃあないか、ほら学校の前にあるペンデュラム財団の……」

「まぁ先日の文化祭にもあの子やお供も来てますからね。調べがついていてもおかしくない。それにこんなイベントは好きそうですから」

「まぁ注意しておいた方がいいな。ところで王子さまよ。その自じ称しようｂｉｏビオクラフトのお姫ひめさまの事なんだが、結局ＵＮｂＡＲはあの子をどうしたいのさ？」

「さて、僕もよく分かりません」

　そう言うと内山田は肩かたをすくめてみせた。

「学校の方にはまだ転入願が出ているみたいですけどね。あーちゃん司令はイモータルヌーンから何か聞いていませんか？」

　尋ねられたアーネチカは頭を振る。

「いんや。いっそ転校を認めてこちらの手元で監かん視ししても良いんじゃないか」

「まぁそれを判断するのは僕らじゃあありませんけどね」

　内山田はそう言って笑うと、テーブルの上にあったアーネチカの招待状を手に取る。

「それで行くんですか？　千住遊園」

「お、ナンパか？　王子さま。言っておくが、私を誘うと世間的に君はロリコンだぞ」

　なにやら妙みように大人びた言動のアーネチカだが、これでも十四歳なのである。

「いやいや、僕は僕で他に用事がありますから。でもまぁ顔は出そうと思ってます。さっきも言ったように、ペンデュラム財団が関かかわってる可能性がありますからね」

「そうだな。私もちょっと覗のぞいてみるつもりだ。実は面白い話を小耳に挟んだもんでね」

「面白い話？」

　その言葉に内山田は怪け訝げんな顔をするが、アーネチカは一人で悦えつに入いるだけ。

「にゅふふふ、あやつとはいつか雌し雄ゆうを決しなければならないと思っていたのさ。これはいい機会さね」




「遊園地」

　そしていよいよ当日。入場ゲートで招待状を渡わたしたティセは、広大たちよりもいち早く遊園地に駆け込んだ。

「遊園地、遊園地」

　両手をぱたぱたさせ、ティセは遊園地内を物もの珍めずらしげに見回している。

「へえ、ほんと綺き麗れいになったわね～～」

　恵けい子こは周囲を見回して言った。

「そうだな。結構、アトラクションも増えたし、ちゃんと遊園地らしくなってるな」

　広大や恵子が前に千住遊園に来たのは小学校の頃ころ。もう四、五年は経たっている。その頃は普ふ通つうの公園に、子供の目でも古めかしいと分かるアトラクションがぽつぽつと点在しているような、見るからに寂さびれた所だったのだ。

　連れてきてくれた母の広ひろ海みは、昔デパートの屋上にあった遊園地を思い出すと言っていたが、さすがに広大たちの年ねん齢れいではそんな記き憶おくはない。

　しかしリニューアル後の千住遊園は、こぢんまりとしたところは変わりないものの、アトラクションも増え大がかりになり、そして何よりも園内が綺麗に飾かざり付つけられ華はなやかになっている。

　その印象をさらに後あと押おししているのが入場者の人数だ。案の定、招待状を配りまくったと見えて、園内は人でごった返している。招待状はペアチケットの他、ファミリーチケットもあったようで家族連れも多い。

「ありゃあ、これはどれに乗るのも大変そうっスね」

「だからもっと早めにくれば良かったんすヨ！」

　藍留、朱あか璃りの姉妹が言うように、入場ゲートのすぐ前にある掲けい示じ板ばんでは、人気アトラクションの待ち時間が三〇分、一時間と表示されている。

「これじゃ、あんまり数は乗れないな」

　そうぼやく広大に横から孝郎が言った。

「まあいいじゃないの。園内を歩き回るだけでも。ねえ、貴風さん……」

　孝郎はそう言って振り返るが、その先にはすでにアイシャの姿はなかった。

「ティセさま、一人で歩き回っては危険です。ティセさま～～！」

　両手をぱたぱたさせ園内を駆かけ回まわるティセを追いかけるだけで精せい一いつ杯ぱいのようだ。

「ふむ、孝郎のいう事も道理だな。まずは一通り回ってみるか」

　兵衛は同意してくれたが、孝郎としてはまったく有あり難がたくない。

「とほほほ、そうしますか……」

　取とり敢あえず広大たちはティセたちを追いかけていく事にした。

　園内を駆け回っていたティセだが、その場所でぴたりと足を止めると、上を見上げ両手をリズミカルにぱたぱたさせ始めた。

「広大」

　広大たちが来た事に気付くと、ティセは振り返って言った。

「ぐるぐるですよ、ぐるぐるです。ぐるぐる」

「ぐるぐるか」

「はい、ぐるぐるです。ぐるぐる。ドリルには敵かないませんが、実に素晴らしいと思います」

　そう言うとティセはまたそれを見上げる。その視線の先には観覧車があった。もともと千住遊園に観覧車はあったが、新しいものはさらに大きくなり、そして綺麗に飾り付けられていた。

「おお、なかなかご立派になったすね」

　ティセならずとも藍留も感心するほどだ。それだけに園内では目立ち、順番待ちの客がずらりと並んでいる。

「これは三〇分は待つなあ。どうするティセ？」

「なにがですか？」

　広大の言葉にティセは振り返り、首を傾げる。

「いや、観覧車に乗るまで結構待ちそうだけど、どうするかって事なんだけど？」

「乗るのですか？」

「乗らないのか？」

「乗りません」

　妙にきっぱりとティセは言った。

「乗ってしまったら、立派なぐるぐるを見る事が出来ません」

「まあ乗ったところで、周りに見えるのはせいぜい荒あら川かわだもんねえ。横よこ浜はまやなんかとは違ちがうもの」

　恵子は妙な所で現実的な発言をしてティセに同意する。しかしこのままではティセが観覧車の下から動きそうにない。

「ティセちー、あっちにもぐるぐるがあるっスよ！」

「あっちのぐるぐるは小さいけど、もっと綺麗で可愛かわいいっすヨ！」

　気を利きかせたのか藍留、朱璃姉妹がそう言って来る。二人が指さす先にはメリーゴーランドがあった。アイシャもティセに声をかける。

「ティセさま、あちらは水平に回転してますよ」

「水平にぐるぐる」

「興味があるのは回り方のほうか」

　呆あきれる広大に構わずティセはメリーゴーランドの方へ急ぐ。そのティセに声をかけるものがいた。
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「あ、お姉ちゃんだ。おねーちゃん!!」

　その声にティセは足を止め、両手をぱたぱたさせながら答えた。

「ティル、遅おそかったですね」

「お姉ちゃんが早すぎるんだよ～～」

　そんな事を言いながらティルは人ひと垣がきの間から抜ぬけ出してくる。ティセに追いついた広大も尋たずねる。

「ティル、静花ちゃんも一いつ緒しよ？」

「うん、静花。こっちだよ、こっち～～！　ひゃみがーも倖もこっち!!」

　ティルに声を掛かけられ、静花たちも顔を出してくる。

「こんにちは、大空さん。あ、皆みなさんもご一緒なんですね」

　ぺこんと頭を下げて静花は挨あい拶さつする。そんな静花の後ろからついてきた玲佳と倖の姿に、恵子と藍留、朱璃は妙に盛り上がる。

「あら、同級生？　可愛い～～！」

「うきゃ～～、さすがは名門中学の生徒っすね」

「ほんと、私らの中学時代とは違うっスね～～」

　そんな恵子たちに玲佳は引き、倖は少し照れたように笑う。その仕返しのつもりか、倖は広大に目を留めて言った。

「へえ、格かつ好こいい人だね。ひょっとして上温湯さんの彼かれ氏し？」

「な!?」

「か、か、か、彼氏だなんて……」

　静花はともかく、何な故ぜか横にいた玲佳の方がいち早く赤くなる。

「そ、そうですわ！　中学生なのに彼氏なんて、不健全すぎます!!」

　そんな玲佳にまた恵子たちが盛り上がる。

「お～～、絵に描かいたような名門中学生だ」

「『そうですわ』なんて言葉、うちらは素で出てきたりはしないっすもんねえ」

　相変わらず妙な所に感心している。

「ええと、その……。大空さんはティルのお姉さんのティセがお世話になってる家の方です」

「それじゃティセさんの彼氏？」

　ｂｉｏクラフトは名前に敬けい称しようを付けられるのを好まない。倖の言葉にティセが両手をぱたぱたさせたのは、敬称の方で、彼氏という言葉ではない。しかしここでそれを指し摘てきしては、ｂｉｏクラフトとばれてしまう。ティセは一時、考え込み、そして広大の方へ向き直ると尋ねた。

「広大は私の彼氏ですか？」

「は？」

　虚きよを衝つかれたのは広大の方である。一瞬、当とう惑わくした顔をしてから、少し照れくさそうに答えた。

「い、いや、その。違うとは思うけど……」

　そんな広大にティセは一つ肯うなずくと、倖の方へ手を差さし伸のべるようにして言う。

「違うそうです」

「へえ、そうなんだ」

　広大とティセの態度の違いに、いささか疑念を覚えながらも、倖は引き下がってみせる。

「それじゃみんなで回りましょうか！」

　そう言って仕切り始める恵子に、玲佳はいささか面おも白しろくなさそうな顔をする。その時である。やにわに聞き覚えのある声が上がった。

「だから、誰だれがジャンガリアンハムスターだ！」

「ジャンガリアンハムスター」

　その単語にいち早くティセが反応した。そしてティルが続く。

「お姉ちゃん、ジャンガリアンハムスターだって！」

「そうです。ジャンガリアンハムスターです。もしかしたら、また誰かがジャンガリアンハムスターと間ま違ちがえたのかも知れません」

「大変だよ、お姉ちゃん！」

「大変ですね、ティル。それでは急ぎましょう」

　ぽかんとして見守る周囲に構わず、ティセとティルは勝手に納なつ得とくすると声が聞こえた方にかけ出していく。

「ああ、お待ち下さい。ティセさま!!」

「……ティセ、さま？」

　ティセを追いかけていくアイシャの言葉に玲佳と倖は顔を見合わせた。

「広大、あの声……」

　そう言う恵子に広大も肯く。

「ああ、間違いないな」

「すると今回の仕し掛かけ人にんもあのお姫さまか」

「ありそうな事っすヨね」

　孝郎の言葉に藍留だか朱璃だかも肯いた。

「静花ちゃん、ちょっと様子を見てくる。携けい帯たいで連れん絡らくするから、みんなとその辺を見ていてくれ」

　広大たちは静花にそう言うと、ティセを追って人垣を掻かき分わけていった。

「ティル、ちょっと待って。私も行きます」

　静花はそう言って広大の後を追いかける。

「どうしよう？」

　倖は横目で玲佳に尋ねた。

「関係ありませんわ」

　そうは言ったもののティルや静花が気になるようだ。わざとらしく髪かみを払はらってみせてから付け加える。

「でもあの犬キャラがトラブルを起こすと学校の迷めい惑わくになりますわね。放置してはおけませんわ」

　それを聞いて藍留、朱璃姉妹が色めき立つ。

「うわっ、ツンデレっすヨ！　ツンデレ!!」

「さすがお嬢じようさまっスね！　ツンデレにも磨みがきがかかってるっス！」

「だから、そのお嬢さまはやめてください!!」




「私はジャンガリアンハムスターではない。ラヴィーだ！　ｂｉｏクラフトの姫、スプレンディッドペンデュラムことラヴィーなのだ!!」

　ラヴィーはどんどんと足を踏ふみならしながらそう抗こう議ぎする。

「あら、御ご免めんなさい。ちっちゃくて、ちょろちょろしているからてっきりジャンガリアンハムスターかと思って」

　そう言ってラヴィーをからかっているのはティオであった。

　ティオもラヴィーも、お互たがいついてきていた桜子や黒服とはぐれた所で遭そう遇ぐうしたのである。

　ラヴィーはティオとは初対面。しかしティオは直接、会って話をするのは初めてだが、ラヴィーの事は知っていた。一人でうろうろしているラヴィーを見て、わざわざからかう為ために声をかけたというわけである。

「ティオ」

「なにやってるの、ティオ!!」

　二人の声にティオは舌打ちして振り返かえる。人ひと混ごみの間から現れたのはティセとティルであった。

「ティセ、ティル！　何しに来たのよ!!」

　来ている事は予想できていたが、反射的にそんな言葉がティオの口をついて出る。

「んとね、招待状貰もらったから、静花たちと遊びに。あ、そうだ。友達紹しよう介かいするよ、倖とひゃみがー。ひゃみがーって子がね、凄すごく面白いんだ。で、倖は格好いいの！」

　しかし素す直なおにそう説明してしまうティルであった。

「なんだ、愛あい玩がん鳥類に愛玩犬類。この女はお前たちの知り合いか？」

　そう尋ねるラヴィーの前に来るとティセは言った。

「やはり危き惧ぐしたとおりですね」

「何をだ」

　怪訝な顔のラヴィーに構わず、ティセはティオの方へ向き直ると言う。

「ティオ、この人はラヴィーです。ジャンガリアンハムスターに似てますが、ジャンガリアンハムスターではありません。間違えてはいけませんよ」

「あら、もっと早く言ってくれれば良かったのに。さっきちょっと間違えちゃったわ」

「それは仕方ありませんね」

「それは仕方ないね」

「それは仕方ないわよね」

「はい、仕方ないと思います。ラヴィーはそれほどまでにジャンガリアンハムスターに似てますからね」

　三人の姉妹はうんうんと肯き合い納得している。

「お前たち！　なにしに現れた!!」

　勝手に納得してるティセたちに、ラヴィーはつま先で地面を叩たたきながら、苛いら立だたしげにそう言う。

「大体、この妙に派手な女は何ものだ！」

「派手はないでしょう！」

　むきになって言い返すティオとラヴィーの間に入ってティセは答える。

「ティオは私の妹です」

　慌あわててティルも続けた。

「そうそう、ティオはティルの妹なんだよ！」

「…………はい？」

　ラヴィーが呆あつ気けにとられたその時だ。ようやく広大たちが追いつく。後から追いかけてきた静花や玲佳、倖も一緒だ。

「ちょっと待て、セキセイインコにポメラニアン！　どう見てもこっちのデカい方が姉だろう!!」

　確かにティセ、ティルよりもティオの方が背が高い。ラヴィーはもっともな疑問を口にしたはずだが、ティオはそれに猛もう然ぜんと抗議する。

「失礼ね、私のどこがティセやティルより年上に見えるのよ。誰がどう見ても、私の方が妹でしょ？」

　ティオのその言葉を耳にした玲佳や倖も、さすがに呆気にとられる。

「ええ!?　あの人が葉は月づきさんの妹ですの!?」

「どう見てもお姉さんだよねえ」

　そう言う二人にティルはティオを紹介する。

「あ、ひゃみがーに倖。紹介しておくね、この子がティオ。ティルの妹だよ！　ティオ、こっちの面白い子がひゃみがー、格好いい子が倖」

「面白いって、あなた……!!」

　抗議する玲佳の横で倖は当然のことに気付く。

「あれ、葉月さんの妹って事は私たちより年下だよね。……え？」

　横でその話を聞いていた広大は口を開きかけるが、恵子はにやにや笑いながら黙だまっていろと唇くちびるの前で指を立てる。

「そうだよ、ティオは11歳!!」
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　さすがにそのティルのひと言は強きよう烈れつだった。玲佳に倖、そしてラヴィーの周囲には、木こ枯がらしでも吹ふいたかのようだ。

（11歳……、11歳……、あれで11歳……）

（年下、年下、私より年下……）

（小学生、小学生、あれで小学生……）

「まぁそりゃそうよねえ」

　横で見ていた恵子が笑いをかみ殺しながらそう言った。

「なにしてるのよ、ティオ。勝手に動くなって言ったでしょう。……あら、大空さんに静花さん」

　そう言いながら人混みの中から桜子が現れた。両手にはティオの大好物であるチョコミントアイスを持っている。

「なによ、桜子がアイスを買ってるのが遅いんじゃないの」

　そんな事を言いながらティオは桜子からチョコミントアイスを受け取る。

「うわ、今度は美人ですわ！」

「本当、素す敵てきな人だね」

　そういう玲佳と倖を桜子は不思議そうな顔で見る。

「名門中学の生徒って、思おもい浮うかんだ事をいちいち口にしなきゃいけないって決まりでもあるんスか？」

「いえ、別にそういうわけでは……」

　藍留のもっともな質問に、静花はぎこちなく笑って誤ご魔ま化かす。

「こちらはティオの友達の桜子です」

　改めてティセから紹介された玲佳と倖は、桜子に憧あこがれの眼まな差ざしを送っている。

「桜子ちゃんもすっかり年下百ゆ合りジゴロぶりが板に付いてきたわねえ」

　呆れたような顔の恵子に広大は言った。

「年下って、桜子ちゃんと静花ちゃんたちは、一つしか違わないだろう」

「教えてあげた方がいいかしらね？」

「……いや、別の機会にした方がいいな」

　一方、ようやく気を取り直したラヴィーは、じっとティオを観察している。その視線はティセ、ティルと巡めぐり、またティオに戻もどる。

「なによ、ジャンガリアンハムスター？」

　桜子が買ってきてくれたアイスをなめるのをやめ、ティオはそう尋ねる。そんなティオにラヴィーは出だし抜けに言った。

「猫ねこ」

「……は？」

　当惑するティオに構わずラヴィーは繰くり返す。

「うむ、猫だ。猫。愛玩鳥、愛玩犬に続いて、愛玩猫だ。それならお前たちが姉妹というのも納得できる」

「どういう納得の仕方だ」

　横から突っ込む広大だが、玲佳と倖は妙みように納得できたようで肯き合っている。そして恵子と桜子、そして静花は笑いをかみ殺すので必死だ。

「セキセイインコ、ポメラニアン。そしてお前はアビシニアンだな。うむ、ちょうどいいではないか。小動物姉妹！」

「ティルは犬じゃないもん！」

「私のどこが猫だって言うのよ！」

　抗議する妹二人と一緒に、ティセは無言のまま両手を激しくばたばたさせて抗議している。

「ああ、姫ひめさま。ここにおいででしたか」

「アトラクション用のチケットが入手できました」

　その時、黒服二人がアトラクション用チケットの束を握にぎりしめ姿を現した。

「遅かったではないか。まぁちょうどいい。お前たち、今日は私の奢おごりだ。アトラクション代は、こちらで負担してやろう。思う存分楽しむがよい！」

　ラヴィーのその言葉に広大は怪け訝げんな顔をする。

「あれ、今回の千住遊園の招待状、あれはラヴィーの仕し業わざじゃないのか？」

「いや、私がやった事ではない。まぁ誰がやったか察しはつくがな。少なくとも私がやった事ではない」

　そう言うとラヴィーは少し寂しげな顔をする。しかしすぐさまけろりとして続けた。

「さて、今日はみんなで楽しもうではないか！」

「それは素す晴ばらしいですね」

　ティセも機き嫌げんを直したのか満足げに両手をぱたぱたさせた。




　一方その頃ころ、ヴィーアは園内のコインゲームエリアにいた。

「楽しんでこいと言われましても……。まぁ姫さまは姫さまなりにお気を遣って下さっているのでしょうが……」

　そんな事をぼやきながらもヴィーアの指は手て際ぎわよくスロットマシンにコインを投入している。

「やはりギャンブルは現金をかけてこそ花！　このような場所でいくら稼かせいでも今ひとつ楽しくありませんわね。まぁ絶ぜつ叫きようマシンなどよりは私に向いていますが」

　ヴィーアの足あし下もとには、コインを入れたバケツがいくつも積み重なっているのは言うまでもなかった。




「ねぇねぇ、静花！　あれ乗ろうよ、あれ！　ぐるぐる回ってるよ!!」

　そう言ってティルが指さす先には、回転する空中ブランコ形式のアトラクションがあった。

「え、ええ……」

　そう答える静花は少し青い顔だ。

「元気だなあ、葉月さん」

　割と体力があるはずの倖も少し疲つかれた顔だ。その横にいる玲佳に至っては、もはや歩くのもやっとという感じ。それもそうだろう。さっきから絶叫系アトラクションばかりハシゴさせられているのだ。

「それにしても、上温湯さん。あなた体力ないと思ったら、意外とタフですのね」

「そうですか。でもティルとお友達になってから、割と色んな所に出かけるようになったので、少し体力はついたかも知れませんね」

　さすがに六千万光年彼方かなたまで行ったとは言えないが、静花はそう説明した。

「じゃあ、ひゃみがーも体力つけなきゃね」

「ちょ、ちょっと待ってください、生雲さん。私は別にあれに乗るとは……」

「死なばもろともって言うじゃないの。最後まで付き合ってあげましょ」

「いやぁああ～～っ」

　そう言うと倖は、アトラクションに乗る前から絶叫する玲佳を引きずっていった。




「とても恐おそろしかったですね」

　お化け屋や敷しきから出てくるなりティセは広大に手を差し伸べるようにして言った。もっともその表情はいつもと変わらず、恐ろしかったようには思えない。事実、一緒に中に入った広大も余り恐こわいとは言えないアトラクションだった。

「思ったよりもちゃちだったなあ。お化けも人間が扮ふん装そうしていただけだし」

「でも私は機械仕じ掛かけよりも、人の手が入ってる方が好きですわ」

　広大とティセの後から出てきたアイシャがそう言った。

「まあ機械仕掛けだと、決まったパターンになるからな。あれ、孝郎は？」

　広大に尋ねられたアイシャは後ろを振ふり返り首を傾かしげる。

「そういえばいませんわね。途と中ちゆうまでは一緒でしたのに」

　お化け屋敷に入ろうと言ったのは孝郎だ。魂こん胆たんは見え見えなのでアイシャと二人で行けと広大は言ったのだが、誘さそいにくいと孝郎が言うので、広大とティセも同行したというわけである。その時、転がるようにして孝郎がお化け屋敷の中から出てきた。

「出た出た出た～～!!」

「何だよ、そんなに恐いアトラクションでもなかっただろう？」

「違う違う！　出たんだよ、本物が!!　あれは幽ゆう霍れいというよりは妖よう怪かいだ！」

　孝郎の表情からするとあながち冗じよう談だんを言っているとも思えない。

「遊園地の人も逃にげ回まわっていたから、あれは本物だぜ。不気味な人ひと影かげが大おお鎌がま振ふり回して、幽霍の格好をしていた人を追いかけ回していたんだ！」

「大鎌……」

　そのひと言で何が起きたかおおよそ予想はついた。それを肯こう定ていする声が背後で上がる。

「あの馬ば鹿か！」

　振り返るとそこには桜子の姿があった。桜子はうんざりした顔で言う。

「面白そうって言って、ティオが大空さんたちの後から一人で入ったのよ。面白そうって、こういう意味だったのね……」

　広大たちは合が点てんがいった様子だが、孝郎だけは桜子の言葉の意味がわからずぽかんとするだけだった。




「なにをしている、セキセイインコ」

　ちょうど時刻は昼過ぎ。興味のあるアトラクションも大体回り終えたラヴィーは、園内の売店を背せ伸のびするように覗のぞき込んでいるティセを見つけ声をかけた。

「あれです」

　ティセは売店の奥おくに飾かざってある一ひと際きわ大きなぬいぐるみ四つを指さす。どうやらこの遊園地のマスコットキャラクターのようだ。花を擬ぎ人じん化かしたキャラで『あさがお』『ひるがお』『ゆうがお』『よるがお』の四人姉妹という設定になっているらしい。

「あれが欲ほしいのですが、売ってくれないそうです」

　売店のおばさんはそんなティセに申し訳なさそうに言った。

「御免なさいね、これはこのあとでやるイベントの景品なの」

　確かに特別プレゼント、非売品という札がかかっている。

「仕方がないので、これを買いました」

　そう言ってティセが差し出すのは、やはり同じキャラをあしらった携帯ストラップだ。

「私たちも四人姉妹なので、やはり気になります」

「四人？　セキセイインコにポメラニアンにアビシニアンの三人姉妹ではないのか？」

「いえ、もう一人。一番上に姉がいます」

「ほう、そいつはどんな小動物なのだ？」

　ティセは首を傾げ、律りち儀ぎに答えた。

「あまり小動物ぽくはありません。むしろ恐い人です」

「恐いのか!?」

「はい、具体的に恐い人です。でも私の姉です」

　そういうとティセはストラップを目より少し上に掲かかげる。

「今はちょっとケンカしているのですが、またみんな一いつ緒しよに仲良くできたらと思います」

「そうか。お前はいいな、姉妹がいて……」

　そう言うラヴィーの表情は、どこかうらやましげだった。

「レディース＆ジェントルマン！」

　突とつ然ぜん、園内全体に大きな声が響ひびき渡わたる。千住遊園の中央には、一際高いタワーがあり、それは普ふ段だん、垂直落下式のアトラクションになっているのだが、その途中にある階段の踊おどり場ばに人影が現れる。ティセはそれに見覚えがあるようだ。何か台詞せりふを、それも棒読みにするように言った。

「あ、紋もん付つき仮面さま」




「あれ、内山田先生じゃないの？」

　恵子が指さしてそう言うが、確かにそれは内山田が着ていた文化祭の衣装、タキシードに紋付きの裃かみしもという珍ちん妙みようなものと一緒だった。そして今しがた園内に響いた声も内山田のように聞こえた。

「ありゃま、王子さま先生っスよ」

　タワーの階段にすっくと立つその勇ゆう姿しをカメラのズームで確かく認にんした藍留がそう言った。

「なにやってるんだ、先生があんな所で」

「王子さまの所にも招待状が来たんじゃないの？」

　恵子は平然としてそう言うが、広大は首を傾げる。

「だからって、あんな格好であんな場所に現れる事はないだろう」

　そんな教え子たちの疑問に構わず、紋付き仮面さまの格好をした内山田はマイクを握り言った。

「これより千住遊園リニューアル記念イベントを開かい催さいします！　園内に隠かくされたマスコットキャラ四姉妹のマーク四枚を集めた方に、先着で四姉妹の大型ぬいぐるみをプレゼント！　ルールブックと商品の見本は園内の売店にありますのでそちらをご覧下さい！」




「四姉妹のぬいぐるみプレゼント」

　それを聞くなり、ティセはルールブックを求めて売店へととって返す。そんなティセを追いかけながらラヴィーは言った。

「ま、待て。セキセイインコ！　そういう事なら私も手伝うぞ！」

　ラヴィーはそう言うとティセの手を握った。ラヴィーの言葉が意外なようで、ティセは小首を傾げている。

「い、いやなに……。ちょうどアトラクションにも退たい屈くつしていたところだ。ちょうど良い暇ひまつぶしになるだろう。しかしやるからには手を抜ぬかぬぞ！」

　ラヴィーのその言葉にティセも肯うなずき、強く手を握りかえした。

「それは心強いですね」
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ｔｕｒｎ　２―２／５　「さよなら。楽しかったぞ」







「なになに、遊園地のどこかにマスコットキャラのマークが入ったシールが隠されています。ヒントが紋付き仮面さまからアナウンスされるので、それを参考に探しましょう」

　案内所でルールブックを受け取った広こう大だいはその文面を読み上げる。

「四人姉妹それぞれのマークが入ったシールを四枚見つけた人に豪ごう華か景品をプレゼントいたしますか」

　ルールブックには四枚のシールを貼はるページも用意されていた。

「うわ、紋付き仮面さまメジャーデビューじゃん」

「でも教師が遊園地でアルバイトしていいのかよ？」

　首を傾げる孝たか郎おに恵けい子こは言った。

「いいのよ、アルバイトしてるのは王子さま先生じゃなくて、あくまで紋付き仮面さまなんだから」

　一等賞はマスコットキャラ四姉妹の大型ぬいぐるみをワンセットにして先着一名様にプレゼント。他ほかにも各種ぬいぐるみや携けい帯たいストラップ、キーホルダー等のグッズも景品になっているが、非売品は一等賞の大型ぬいぐるみセットだけだ。

　ティル、ティオも受け取ったルールブックを目から少し上の高さに掲げ持つようにして見入ってる。ティセもよくやる仕草で、さすがに姉妹だなと思う広大だが、そのティセの姿が見えない。アイシャもそれに気づいたようだ。周囲を見まわしていると、人ひと混ごみの間からティセとラヴィーが駆かけ寄よってきた。

「広大、ぬいぐるみです。ぬいぐるみ。ぬいぐるみを手に入れるには、マークの入ったシールを集めなければなりません」

　すでにルールブックを手にしていたティセは、興奮気味に両手をぱたぱたさせながら言った。

「是ぜ非ひとも一等賞の四姉妹大型ぬいぐるみセットを手に入れたいと思います」

「うむ、私も手伝うぞ。お前も手伝うんだ、分かってるな。大おお空ぞら広大！」

　いつもはティセに突つっかかる事の多いラヴィーだが、今日に限っては妙に意気投合しているようだ。面食らう広大だが、手伝えと言われて拒きよ否ひする理由もない。

「いやまあ、そう言うなら手伝うけど……」

　それを聞いたティルが、元気よく声を上げた。

「よぉ～～し！　じゃあティルも負けないよ！　頑がん張ばろう、静しず花か、倖さち、ひゃみがー！」

「うん、頑張ろうね」

「一等賞は一人だけだからね。お姉さんには負けられないよ」

「ちょ、ちょっと待ってください！　私は別に……」

　そんな玲れい佳かにティルはにっこり笑って言った。

「静花に倖にひゃみがーが居れば、絶対に負けないよね！」

　うっと小さく呻うめいて玲佳は口ごもる。そしてそっぽを向いたままで言う。

「と、当然ですわ。私が付いていれば、ぬいぐるみの百や二百……」

「わ～～い、さすがひゃみがー!!」

「だから、そのひゃみがーはやめてくださいと言ってるでしょう！」

　そんな二人のやり取りに静花と倖は笑う。

　一方ティオはさっきからじっとルールブックを見つめたままだ。

　ああ、そうか……。ようやく桜さくら子こは合点がいった。ティオは送られてきた遊園地の招待券そのものに興味を示したわけではなかったのだ。そこに描えがかれていた四姉妹のマスコットキャラに惹ひかれていたのだろう。

「桜子はこういうのには興味ないわよね」

　ルールブックから桜子へ視線を向けるとティオはそう言った。

「え、ええ。まぁ、そうだけど……」

　シール集めを手伝ってくれと言われれば、そうするつもりになっていた桜子は、いささか面食らってそう答えた。ティオはその答えに一つ肯き、またルールブックに目を戻すと言った。

「じゃあ、私が桜子の為ためにマークを集めてぬいぐるみを貰もらってあげるわ」

「……はぁ？」

　唐とう突とつなティオの言葉に桜子も呆あつ気けにとられる。ティオはそんな桜子の方へ向き直ると言った。

「だってティセやティルに取られるのも癪しやくじゃないの。だったら私が手に入れるわ。持っていても仕方ないし、ぬいぐるみを貰ったら桜子にあげるわよ」

　なんともはや回りくどいが、自分から欲しいとは言えないのがティオの性格なのだ。そんなティオに桜子は少し笑って答えた。

「まぁ頑張りましょう」

　その時だ。また園内のスピーカーから内うち山やま田だの、いや紋付き仮面さまの声が響いた。

「レディス＆ジェントルマン！　それでは最初のヒントです！」

　落下式アトラクションのタワーを見上げても、そこに紋付き仮面さまの姿はない。他の場所からマイクを通して喋しやべっているようだ。

「一枚目、マスコットキャラあさがおちゃんのシールは、現在ヒーローショーが行われている野外劇場のどこかに有ります!!」

「急ぎましょう」

　言うなりティセは返事を待たずに駆け出した。このイベントに参加する気になっている、他の客たちも野外劇場へ移動を始めている。

「待て、愛あい玩がん鳥類！　大空広大！　お前もちゃんと付いてこいよ！」

　ばんと一つ大きく足を踏ふみならしてから、ラヴィーは慌あわててティセの後を追いかける。

「どうしたの、あの二人？　今日は妙に仲がいいじゃないの」

　怪訝な顔の恵子にアイシャも肯く。

「単に仲がよいだけならばいいのですが……」

「とにかく、こうしていても仕方ない。追いかけよう」

　広大たちは慌ててティセの後を追いかけた。




「仮面チェイサーバキ！　バキッと登場!!」

　野外劇場では、特とく撮さつヒーロー『仮面チェイサーバキ』のショーが行われている所だった。子供たちの歓かん声せいとヒーローショーのアナウンスが響く中、ティセとラヴィー、そして広大たちはシールを探し回るが、それらしいものはない。他の参加者もまだ見つけていない様子だ。

「そう言えば、恵子。仮面チェイサー好きだろ？　この会場には来てなかったのか」

「だってバキつまんないもの。その前の『艇王』や今やってる『デカログ』は面おも白しろいんだけど」

　尋たずねる広大に恵子は頭を振ってそう答えた。しかし広大はそれでも引っかかるものがあった。

　待てよ、特撮？　そういえば駿しゆん輔すけが妙な事を言っていたな。それに紋付き仮面さまで内山田が現れたのに、アーネチカが姿を見せないのも何か気になる。

「おい、こら！　大空広大!!　あれが目に入らないのか!!」

　ヒーローショーの舞ぶ台たいを見ながら両手を激しくぱたぱたさせるティセの横でラヴィーが大声を上げた。舞台の上ではヒーローと怪かい人じんの戦いが終結。続いて握あく手しゆ会かいと記念撮さつ影えいの準備が進んでいる。ラヴィーが指さすのは、舞台の上に出てきた『仮面チェイサーバキ』の着ぐるみだ。先さき程ほどまで舞台の上で戦っていたものとは違ちがう、綺き麗れいなメタリック処理がされたもの。アクション用とは別に準備された撮影専用の着ぐるみなのだろう。その背中には何枚かのシールのようなものが何枚も貼ってあった。

「あ、あれ。マークの入ったシールじゃないか!?」

　ルールブックの写真にあったマーク付きシールが、着ぐるみの背中に貼ってあったのだ。

「差さし詰ずめコンプリートフォーム前後反転版ねえ」

　恵子がよく分からない突っ込みを入れる。

　どうやらシールを手に入れるには、ヒーローに近づいてさらに背中に回り込まなければならないようだ。しかしすでに握手会と記念撮影の列は出来ており、シールの枚数以上の人数は並んでいると見える。

　しまった、いきなり出で遅おくれたか？

　広大が歯がみしたその瞬しゆん間かんだ。時ならぬ爆煙がセットの上であがった。スタッフが右往左往している所を見ると予定の演出ではない事は確かだ。そして爆煙の向こうから銀色に輝かがやくメタリックな着ぐるみが姿を現す。

「若さってのは迷わぬ事なのさ!!　『宇宙経理』、ただいま推参！」

　銀色に輝くその着ぐるみは、二〇年以上前に大ヒットした特撮ヒーロー『宇宙経理』をモチーフにしたものだった。ぽかんとする子供たちとは裏腹に、同行していた父親たちがその勇姿に歓声を上げていた。

「通りすがりの仮面チェイサーが、ついに『宇宙経理』の世界へも来たのね！」

　ついでに恵子も無む駄だに盛り上がっている。

『宇宙経理』の着ぐるみはよく出来ているものの、ある点がオリジナルと大きく違う。それは番組を知らない広大でもすぐに気づいた事だ。

　声がアーネチカその人なのだ。

「ところでさ、広大、あの中の人の声って……」

　背中を突く恵子に広大はうんざりした顔で答えた。

「いや、分かってる……」

　しかしそんな広大をさらに呆あきれさせる展開が待っていた。

「ふふふ、待っていましたよ。宇宙経理あーちゃん先生!!　今こそ、雌し雄ゆうを決する時です!!」

　この声は……？　広大にはまた聞き覚えがある声だ。

「駿輔かっ!?」

　無駄にイケメンな特撮オタクのクラスメート。狭はざ間ま駿輔の声に間ま違ちがいない。ヒーローショーは予あらかじめ録音された台詞に合わせて演じられていたが、今の声は間違いなく『仮面チェイサーバキ』の着ぐるみから聞こえてきた。先日、なにやら意味ありげな事を言っていた駿輔だが、どうやらこの一件を指していたようだ。

「ふふふ、安易にイケメン俳優に頼たよる平成特撮とは、いずれ決着をつけなければならないと思っていたのさ！」

　その台詞に主にお父さんの間から同意を表す歓声が上がる。その歓声の中、宇宙経理あーちゃんは身軽にセットの上から飛び降りてきた。

「望むところです。昭和の残ざん滓しに今こそ引導を渡して差し上げましょう!!」

　仮面チェイサーバキ（中の人狭間駿輔）は舞台の上で決めポーズを取る。最初、制止しようとしていた舞台スタッフだが、観客の盛り上がりに押おし切きられたようで、成り行きを見守っているだけだ。これだけでも広大たちには頭が痛い所なのに、さらに追い打ちをかける事態が生じる。

「まぁ私はどっちが勝っても別に構わないんだけどね……」

　そう言いながら舞台の上空から舞まい降りてきたのは、なんとティオだったのである。

「でもあんたの背中に貼ってあるシールはいただくわ」

　大鎌を『仮面チェイサー』に突きつけるその姿は、舞台の上で繰くり広ひろげられているヒーローショーに妙みような具合に似合っていた。

「うわぁ、べたべたな悪の女幹部ね。でもどっちかというとスーパーレンジャーシリーズっぽいけど」

　恵子が思わず感心するほどだ。新キャラクター登場かと沸わき返かえる観客だが、ティオは舞台の袖そでから駆け上がってきた桜子に手を引かれてさっさと退場してしまった。

「ちょっと、桜子！　何するのよ」

「みっともないからやめなさいって言うの！」

　そんな二人の会話に観客から笑いが漏もれる。

「変な邪じや魔まが入ったが、勝負の続きをするさね。仮面チェイサー!!　いくぞ、あーちゃんレーザー乙おつビーム！」

「なんの！　ギガグバスター！」

　舞台では仮面チェイサー（中の人狭間駿輔）と宇宙経理（中の人アーネチカ）の激げき闘とうが始まったのである。

「シール」

　ティセがそう言いながら会場を駆け出す。我に返った広大が視線を巡めぐらせると、『仮面チェイサー』の着ぐるみに貼ってあったシールが、大立ち回りで剥はがれ宙に舞っている。ティセはそれを追いかけて行ったのだ。頭上を飛ぶシールに手を伸のばすが、それは指先を掠かすめるだけ。

「私に任せろ！」

　ラヴィーは椅い子すに駆け乗り跳とび上がる。伸ばしたその手は見事にシールを掴つかんでいた。

「お～～、さすがに高い所が好きなだけあるわね」

　そう言う恵子をラヴィーは横目で睨にらんだが、何を言い返すわけでもなく、ティセの方へ向き直りシールを渡した。

「喜べ、愛玩鳥類。これでまずは一枚ゲットだぞ!!」

　そんなラヴィーをティセは小首を傾げ、不思議そうに見ているだけだった。




「ただでプレゼントするんじゃなくて、ちゃんとお金を遣つかわせるようになってるわけだ」

「そりゃそうよ。向こうだって商売だもん」

　恵子は当然と言わんばかりだが、それを見まわして広大はため息をつくばかりだ。

「しかしこれを落とすには、随ずい分ぶんメダルが必要になりそうだなぁ」

　二枚目のシール、ひるがおちゃんのマークが入ったシールがあるのは、ゲームコーナーにあるメダルゲームの中。紋付き仮面さまのアナウンスに従ってゲームコーナーに向かった広大やティセたちだが、そのメダルゲームの姿に圧あつ倒とうされるだけだった。

　ゲーム機そのものはよくあるメダルプッシャー式のもの。前後左右にスライドするプッシャーでメダルを押し出して取り出し口に誘ゆう導どうするタイプだ。しかしゲーム機そのものがとてつもなく巨きよ大だいなのだ。

　この遊園地専用に特注されたそのゲーム機は、並のメダルゲーム機の数倍はある。まるでガラスの向こうにメダルの海と山が広がっているようだ。

　シールは透とう明めいのケースに入れられて、ゲーム機の中に収められているのだが、一番奥の方にまとまって置いてある。メダルを投入してそれを押し出して行かなければならないのだが、広大の言う通り手元に引き寄せるには、ちょっとやそっとの枚数では済みそうにない。

　こうなると誰だれかがメダルを入れてくれるのを待った方が得策だ。しかしそう考えるのもみな同じで、結局は誰もがゲーム機の周囲で様子をうかがっているだけなのだ。

「あ、お姉ちゃん！　このゲーム機の中にシールがあるんだよね」

　先にゲームコーナーに着いていたティセを見つけると、ティルがそう声をかけてきた。

「はい、そうです。しかしシールを手に入れるには、たくさんのメダルが必要になりそうです」

　両手を忙せわしなくぱたぱたさせながらティセはそう答えた。その答えにティルはしばし考え込み、近くのゲーム機の陰かげに隠れてすぐに戻もどってくる。戻ってきた時にはその手にハンマー形のサテライトを握にぎっていた。

「それじゃこうすればいいと思うよ」

　言うなりティルはハンマーを振り上げる。それを見た静花は慌てて止めに入った。

「ティル！　ゲーム機を壊こわすのはいけないのよ」

「平気、平気。壊したりしないから」

　そう答えティルはゲーム機側の床ゆかにハンマーを振り下おろした。なにしろ普ふ通つうのハンマーではない。ｂｉｏビオクラフトのサテライトだ。どういう原理かは分からないが、振り下ろした瞬間、大きく周囲の床が振しん動どうする。単なるハンマーの重量だけではここまでの振動は起きないだろう。

　その振動でゲーム機の中にあるメダルが、音を立てて下の段へと流れ落ちて来た。

「おお、でかしたポメラニアン！」

　ラヴィーは歓声を上げるが、それでもシールの入ったケースは、まだかなり奥の方にある。

「よぉし、じゃあもう一発!!」

「ちょっと待ってください。お客さん。ゲーム機を揺ゆらすのは反則です！」

　さらにハンマーを振り上げようとするティルを、慌てて遊園地の係員が止めに入った。

「まったく、葉は月づきさんは力押しばかりで困りますわね。メダルが無ければ買えばよろしいでしょう」

　玲佳はそう言うと黒地に金色のロゴがあしらわれたクレジットカードを悠ゆう然ぜんと取り出す。それを見た藍あお留る、朱あか璃り姉妹が思わず色めき立った。

「おお、それは使用金額無制限のＶＩＰカードっスね！」

「さすがはお嬢じようさまっすヨ！　超お金持ちっす！」

「ほほほほ、さぁ葉月さん。これで思う存分メダルを買ってくると良いですわ！」

「凄すごいや、ひゃみがー！」

　喜ぶティルの隣となりでは、静花と倖が何とも決まりの悪い笑えみを交かわし合っていた。

「あのぉ、冷ひや水み川がわさん。残念なんですけど……」

「うん、メダル販はん売ばい機きでカードは使えないよ。ひゃみがー」

「はい……？」

「やっぱりお嬢さまっすヨ！」

「超ちよう世せ間けん知らずっスね！」

　玲佳はそう言う藍留、朱璃姉妹を睨み付けてから、周囲を慌てて見まわす。

「どこかにキャッシュディスペンサーがあるはずですわ。まずは現金を引き出せば宜よろしいのでしょう!?」

「うん、まぁそうだけど……」

　苦く笑しようする倖に構わず玲佳はキャッシュディスペンサーを探し回り始めた。

「ひゃみがー、ティルも探すの手伝う～～！」

　ハンマーを手にしたまま、ティルも玲佳を追いかけて行った。

「あんなカードが使えるキャッシュディスペンサーが園内にあるかなぁ」

　そうつぶやく広大にラヴィーが答えた。

「あるわけないだろう。あったらすでにペンデュラム財団の財力にものを言わせてメダルを買い集めている」

　ラヴィーがそう言うと無駄に説得力がある。

「しかし困ったな。これでは手持ちの金を全部つぎ込んだ所で、まだ足りそうにないな」

「うむ。これにギャンブル要素はないからな。ヴィーアでも無理だろう」

　広大に肯いてそう言ったラヴィーの背後から、当の本人が声をかけてきた。

「あの、姫ひめさま。どうやらお困りのようですが……」

　ラヴィーが振ふり返るとそこにはヴィーアの姿があった。しかも一人ではない。後ろに黒服二人、そして遊園地の職員たちが、バケツが山のように積まれたカートを押している。

「おお、ヴィーア。何をやっていた。実はメダルゲーム機が……」

「大体の事情はヴァッチ、ヴィッスから聞きました」

　そう言いながらヴィーアはカートの方へ頭こうべを巡らせる。

「こちらのメダル、宜しければお使い下さい」

　その言葉にラヴィーだけではなく、広大たちも思わず目を丸くする。

「このバケツ、全部メダルが入ってるんですか？」

　広大の問いにヴィーアはにっこり笑って肯く。

「はい。少しばかり稼かせがせていただきました」

「少しばかりって、一体何枚有るのよ？」

　恵子が尋ねても首を傾かしげるだけ。

「さぁ？　千枚から先は数えておりません。数えられるうちは、稼ぐと言いませんから」

　平然と答えるヴィーアに恵子は声もない。念ねんの為、広大は重ねて尋ねる。

「でもこれみんな貰っちゃってもいいんですか？　折せつ角かく稼かせいだんでしょう」

「いずれにせよ換かん金きんは出来ませんからね。すべて皆みなさんのご自由にお使い下さい」

「よし、でかした。ヴィーア！　愛玩鳥類、大空広大！　がんがんメダルを投入するのだ!!　がんがんだぞ!!」

「がんがんですね」

　肯くティセを合図に、広大たちはバケツからメダルを取り出し、次から次へとゲーム機へ投入していった。

「メイドとはいえ、よくもここまで尽つくせますわね」

　感かん嘆たんしてそう言うアイシャにヴィーアは答えた。

「いえ、メイドですからここまで尽くせるのですわ。姫さまに尽くす事がメイドの喜びですから」

　そして前まえ髪がみの下からちらりとアイシャに視線を送りながら付け加えた。

「お互たがいの役目こそ違いますが、貴女あなたならば私の心情を理解できると思うのですが……」

　その言葉にアイシャは不思議そうにヴィーアを見つめる。しかしペンデュラム邸ていのメイドは、その心情を長く伸ばした前髪の下に隠かくして、それ以上は何も言わなかった。




　ヴィーアのメダルが何枚あったかは分からないが、半分も使わぬうちにティセたちは無事にシールを獲かく得とく。残ったメダルは他の参加者にプレゼントして、次のヒントが出るのを待つ。

　そして三枚目。ゆうがおちゃんのマーク入りシールが隠された場所はミラーハウス。そう説明する紋もん付つき仮面さまのアナウンスが遊園地に響ひびき渡わたった。

　ミラーハウスとはガラスと鏡で出来た迷めい路ろだ。珍めずらしくないアトラクションだが、この遊園地のミラーハウスはかなり広大なのだ。普通のミラーハウスがこぶりな一いつ軒けん家やほどしかないのに対して、地上三階地下一階とちょっとした屋や敷しき並みである。

　さらに内部はガラスや鏡だけではなく、ハーフミラーや液えき晶しようスクリーン、ホログラフィなども使用され、おそろしく複雑になっている。なにしろ出られなくなった時の為、各所に救きゆう援えん用の係員呼び出しボタンが設置されているほどだ。

　やはりこの遊園地の目玉の一つらしい。

「きらきらしてますね」

　広大たちと一いつ緒しよにミラーハウスに入ったティセは興味深そうに周囲を見まわす。

「まぁいくら広いと言っても、遊園地内のアトラクションだし、すぐに見つかるだろう」

　入ってからしばらく歩くと、広大の目前にシールが貼られたガラスの壁へき面めんが見えた。

「お、あれだ。あれ。なんだ、楽勝じゃないか」

「あんまり勝手に移動してると、はぐれるわよ！」

「大だい丈じよう夫ぶだって」

　恵子がそう声をかけるが、広大は気にしないでさっさとシールの方へ向かって行く。そしてシールが貼はってある壁面に手を伸ばそうとするが、その手は途と中ちゆうでガラスにぶつかってしまった。どうやらガラスの壁かべの向こうに見えていたようだ。

　広大はガラスの壁にそって回り込もうとするが、目標のシールからは離はなれていく一方だ。一いつ旦たん、元の場所に戻った方がいいな。そう考えた広大だが、今度はどこから来たのか分からなくなる。

　迷ったか？　慌てる広大の背後から声が飛んだ。

「もう、なにしてるのよ！」

　恵子だ。振り返るとすぐ後ろには恵子が一人で立っていた。

「いや、ちょっと迷って……」

　そう言いながら恵子に歩み寄ろうとするが、やはり途中でガラスの壁に遮さえぎられる。目の前に恵子がいるのに、ガラスの壁に遮られてそれ以上、近づく事が出来ないのだ。

「あ、あれ？　恵子、どこにいるんだよ」

「それは私が聞きたいわよ。姿は見えてても、どっちに行っても全然近づかないんだから」

「う～～ん、まいったな。これは……。それでティセやラヴィーは？」

「はぐれちゃったみたい。まぁアイシャやヴィーアが付いてるから……」

「あ、あの。申し訳ありません。実は私もはぐれてしまいまして」

　横からヴィーアの声が聞こえた。視線を向けるとヴィーアが立っていたが、何か様子が変だ。よく見ると左右反転している。鏡に映ってるのだ。しかし反対側のガラス壁の向こうにはヴィーアの姿は見えない。どうやらハーフミラーを使った仕し掛かけのようだ。

「恵子、ティセさまはどちらですか？」

　今度はアイシャだ。恵子の後ろに二人並んで現れた。これも鏡の仕掛けだろう。

「これは思ったよりもかなりの難物だぞ」

　広大はこのミラーハウスを甘あまく見みていた事を思い知らされていた。




「ええい、ぱたぱたするな。愛玩鳥類！　見てる方が落ち着かないではないか!!」

　ラヴィーは思わず声を張り上げる。何しろ周囲の鏡にはずらりとぱたぱたするティセの姿が並んでいるのだ。ティセはその鏡を覗のぞき込み、両手をぱたぱたさせている。言うまでもなく、それと同時に鏡に映るティセの姿が一いつ斉せいにぱたぱたするのだ。まるで万まん華げき鏡ようのようである。確かにこれでは落ち着かないのも無理はない。

　ティセはラヴィーの方へ振り返ると、手を差し伸べるいつもの仕草で言った。

「みんなとはぐれてしまいました。とても心細いです。泣きそうです」

「私が付いているだろう」

　ラヴィーがそう言うとティセは小首を傾げてしばし考え込む。そして一つ肯うなずくとさらに言った。

「心細くて泣きそうです」

「お前なあ……」

　そうは言うものの、ラヴィーもいささか心こころ許もとないのも事実だ。さっきから余り動かないようにして、周囲を見まわしているが、ヴィーアや黒服二人、そして広大たちが来る様子はない。

「困りましたね」

　ティセはそう言う。

「困りましたが、取りあえずシールを探しましょう」

「う、うむ。そうだな。ちょ、ちょっと待て愛玩鳥類！」

　ずんずん先に行ってしまうティセを、慌ててラヴィーが追いかける。

「しかし、お前。そんなにあのぬいぐるみが欲ほしいのか？」

　尋ねるラヴィーにティセは足を止め振り返る。問いにはすぐに答えず、ラヴィーの側そばに歩み寄るなり、ティセはその頭をぽんぽんと叩たたいた。

「こら、何をする!?」

「鏡に映ってるのかと思いました」

　そう前置きしてからティセは言った。

「欲しいです。具体的に他人とは思えません」

「ぬいぐるみだぞ」

「ぬいぐるみですからね」

「やっぱり四姉妹だからか？」

　ティセは答えを口にすることなく、ただ両手をぱたぱたさせるだけ。

「では急ぎましょう」

　そう言うとどんどん先に行ってしまう。その後を追いながらラヴィーは言った。

「それにしてもお前たち姉妹は余り似ていないな」

　ラヴィーは何げなく口にしたつもりだったが、ティセはいきなり足を止め、振り返るなり両手をはげしくばたばたさせて抗こう議ぎの意を示す。

「一番上の姉は知らないが、セキセイインコにポメラニアンにアビシニアンではないか。鳥キャラ、犬キャラ、猫ねこキャラだ。並ぶとまったく姉妹には見えないぞ」

　そういうラヴィーに、ティセは反論する。

「似ています、似ています。似たもの姉妹とご近所でも評判です」

　ご近所とは具体的にどの辺りなのかも不明だが、ティセの余りの勢いにラヴィーもたじたじとなってしまう。

「そ、そうなのか」

「そうです」

　そう答え、またティセは先に進む。

「なぁ、愛あい玩がん鳥類」

　またティセは足を止めて振り返る。そして片手を差し伸べるようにして言った。

「ティセ」

　名前で呼べという事のようだ。ラヴィーは一いつ時とき、逡しゆん巡じゆんしたものの言い直す。

「じゃあ、その……。ティセ。前から聞きたかったのだが、お前と大空広大とは一体どういう関係なのだ？」

「関係とは具体的に」

　自分から尋ねたにもかかわらず、ラヴィーは少し顔を赤らめて口ごもる。

「い、いや、だからな。お前たち姉妹はばらばらに暮らしているし。親はどうしたとか。それに何というか、年とし頃ごろの娘むすめが男の家に厄やつ介かいになってるのはどうかと……」

　ティセはしばし首を傾げて答えた。

「私たちの親が広大の母と知り合いなのです」

「そうなのか？　それだけなのか？」

「はい、そういう設定です」

「設定か」

「設定です」

　ティセはそれで説明したつもりらしい。また鏡の迷路の奥おくへ進んで行く。

「しかしティセ。お前は広大とは特に親しげではないか。なにしろ名前で呼び合ってるだろう」

　尋ねられる度にティセは一々足を止めて答える。

「私は誰でも名前だけで呼んでますよ」

「そうだったか？」

「はい」

　言われてみると、確かにそうだ。肯くとまたティセは先に進む。その背中を見たラヴィーの意識に、ふとある疑念が浮うかぶ。

「ティセ、お前……！」

　言うなりラヴィーはティセの前に回り込む。そして真しん剣けんな眼まな差ざしで言った。

「ティセ、お前はひょっとして……」

　ティセは小首を傾げ、そんなラヴィーを碧あおい瞳ひとみで見るだけだ。その瞳に気け圧おされるように、ラヴィーは自分から目をそらした。

「いや、何でもない……。あ!?」

　そらした視線の先にそれを見つけた。

「シールだ！　愛玩鳥類、そこにシールがあるではないか!!」

　ラヴィーの言う通りだ。すぐ目の前にゆうがおちゃんのマークが入ったシールが数枚貼り付けてある。手を伸ばしても邪魔するガラスはない。ラヴィーは簡単にシールを手にする事ができた。

「よし、これで三枚目ゲットだ!!」

　上じよう機き嫌げんでそう言うラヴィーにティセは小首を傾げながら尋ねた。

「ラヴィーはいまなにを言いかけましたか？」

　しかしラヴィーはその言葉が耳に入らぬ風を決め込む。

「よし、ミラーハウスを出て次のシールを見つけに行くぞ……！」

　威い勢せい良く言ったものの、ラヴィーはそこではたと気がついた。

「それでティセ。一体どうやってここから外に出るのだ？」

　そんなラヴィーに、ティセは不ふ機き嫌げんそうに両手をばたばたさせるだけだった。




「しかし、よくあの中で見つけたなあ」

　ティセとラヴィーに感心したように広大は言った。ティセの手にはすでに三枚のシールが貼られたルールブックがある。ティセ、ラヴィーと広大たちは、ミラーハウスを出た所でようやく落ち合ったのだ。

「これと言うのも私の協力があったからこそだな。感謝するといいぞ」

「感謝します」

　偉えらそうにそう言うラヴィーに向かって、ティセは間かん髪はつを容いれずにそう答えた。

「い、いや。感謝するのは当然だが、即そく座ざに言われても今ひとつ有あり難がたみがないな」

「姫さま！　こちらにおいででしたか！」

「探しましたぞ、姫さま！」

　ようやくミラーハウスから出てきた黒服二人がラヴィーの姿を見つけて歩み寄る。先に出てきていたヴィーアと共にラヴィーも黒服二人の方へ向かう。

「なにをしておったのだ、二人とも」

　ティセはそんなラヴィーの後ろ姿を見てまた小首を傾げる。そして広大の方へ向き直ると、少し声をひそめて言った。

「広大、今日のラヴィーは具体的に様子が変だと思います」

「変てどこが？」

　ティセの言葉はすぐ側にいた恵子とアイシャの耳にも入る。

「あの子、いつも変じゃないの」

「まぁ、いつも変とまでは言いませんが、特に変わった様子は見受けられませんが？」

　そんな広大たちに対して不満げに両手をぱたぱたさせるだけだった。

「レディース＆ジェントルマン！」

　その声に恵子は場内のスピーカーの方へと頭こうべを巡らせる。

「あ、紋付き仮面さまよ」

　再び会場に紋付き仮面さまの声が響いた。

「シールは三枚集めたかな？　次はいよいよ最後のシールに関するヒントですが……」

　固かた唾ずを呑のんで次の言葉を待つ広大たちを茶ちや化かすように紋付き仮面さまは言った。

「しかし！　実は最後だけノーヒントなのです!!」

「なんだ、それは!!」

　広大たちの側に駆かけ戻ってきていたラヴィーが、足を踏ふみならしながら声を上げる。

「そんなに広い遊園地ではないが、ノーヒントでは探しようがないではないか！」

　そんなラヴィーの声が聞こえたかのように紋付き仮面さまは続けた。

「まったくノーヒントでは探しようがないという声にお答えして、ちょっとだけヒント。最後のシールを隠したのは、何を隠そうこの私。紋付き仮面さまなのです！　さぁ、これでどうかな、皆さん。四枚目のシールはすぐ目の前だ！」

「目の前と言われてもなあ……」

　広大は髪かみを掻かく。そんな広大に兵ひよう衛えも肯いた。

「うむ、それだけでは想像もつかんな」

「とにかく、それらしい場所を探してみましょう。みんなで手分けすれば見つかるかも知れません」

　アイシャの言葉に広大は答えた。

「そうだな。じゃあ見つけたら携けい帯たいで連れん絡らく。見つからなかったら、中央広場に集合という事でいこう」

「頑がん張ばりましょう」

「よし、任せておけ！」

　ティセに向かってそう言うラヴィーの姿に、広大も確かに少し様子が変だなと感じていた。




　みんなで手分けして遊園地内を探す事三〇分余り。結局、誰もが手ぶらで中央広場に集まってきていた。

「いやぁ、しかしこうしてみると千住遊園も案外広いもんだな」

　成り行きで手伝っている孝郎がうんざりとした顔でそう言った。

　他の客たちも大半はあきらめ顔だ。四枚目のシールの在あり処かを見つけた客はまだいないらしい。シールを貼るルールブックも、かなりの数がゴミ箱へ捨てられてしまっている。

「ぬいぐるみ」

　ティセは肩かたを落としてそうつぶやく。どうにもならぬ状じよう況きように意い気き消しよう沈ちんしているようだ。

「それにしても王子さま先生も、えげつない事するわよねえ」

　恵子がそうぼやく。

「まぁ王子さま先生が考えたわけでもないだろう。そういえばあーちゃん先生はどうしたんだ。あーちゃん先生なら、何か気がつきそうなもんだけど」

　そう言う広大に藍留、朱璃姉妹が答えた。

「あーちゃん先生なら、仮面チェイサーとまた戦ってるっスよ」

「いまちょうど第三ラウンドに入った所っすヨ。一勝一敗す」

「まだやってるのか、あの二人」

　あきれ顔の広大に向かって、ティセが手を差さし伸べるようにして言った。

「仕方ありません。諦あきらめましょう」

「え？」

　出し抜ぬけにそういわれて広大は狼ろう狽ばいする。

「これ以上、みんなに手伝ってもらうわけにはいきません。さっき買ったストラップがあるから私は満足です。まだ時間があるうちに、みんなでもっと遊びましょう」

　そう言うとティセは売店で買ったマスコットキャラ四姉妹の携帯ストラップを広大の前に差し出した。

「いや、待て。愛玩鳥類！　まだ諦めるのは早いぞ!!」

　さっきから何事か考え込んでいたラヴィーがやにわに声を上げた。

「一つ聞くが、この遊園地で一番高い場所はどこだ？」

「高い場所？　観覧車の最上部かな」

「それでは駄だ目めだ、大空広大。固定されていて、客が普通に出入りする事が出来る場所だ。最後のシールはそこにあるに違ちがいない！」

「何を根こん拠きよに力強く断言してるのよ」

　呆あきれる恵子にラヴィーは自信満々で答えた。

「大切なものなら、高い場所に隠すに決まってる！」

「んな、アホな」

　孝郎は呆れるが、ティセは納なつ得とくしたようだ。

「何とかと馬ば鹿かは高い所に登りたがると言いますからね」

「うむ、何とかと馬鹿は高い所に登りたがるからな」

　ティセとラヴィーはしきりに肯き合っている。

「登りたがるのと、隠す場所は違うでしょ」

「いや、待て恵子。ラヴィーの言う事も一理あるぞ」

　広大は空を仰あおぎ見る。その先にあるのは中央広場の真ん中に立つ高いタワー。垂直落下式、いわゆるフリーフォール型アトラクションの施し設せつだ。タワーの上部は展望台になっており、階段でそこに登る事が出来る。紋付き仮面さまが立っていたのもその階段だ。

「最初に紋付き仮面さまが現れたのはあそこだ！　それにあのタワーは、遊園地内のどこからも見える。紋付き仮面さまも言っていただろう。四枚目のシールは目の前だって!!」

「おお、その通りに違いない。大空広大！　でかしたぞ!!」

「行きましょう」

　ティセはそう言うが早く、タワーへと向かって駆け出していた。




　ラヴィーと広大の推測はずばり的中していた。タワーの途中、まさに紋付き仮面さまが立っていた辺りに、最後のシールが貼ってあったのだ。ティセはルールブックにシールを貼り、案内所にとって返した。そして念願のマスコットキャラ四姉妹の大型ぬいぐるみセットを手にしたのである。

「ティルにはゆうがおのぬいぐるみ」

　ティセはそう言いながら一ひと抱かかえもあるマスコットキャラゆうがおちゃんのぬいぐるみをティルに渡す。

「わぁ、ありがとうお姉ちゃん！」

「良かったわね。ティル」

　喜色満面のティルに静花はそう声をかける。

「ティオにはよるがおのぬいぐるみ」

「仕方ないわね。桜子が欲しがってるから貰もらっておいてあげるわよ」

　勿もつ体たいぶってティオはそう言いながらも、ぬいぐるみを受け取った。桜子はその横で呆れた顔をしていたが、一つため息をつくと少し笑みを浮かべて言う。

「まぁ、そういう事にしておきましょうか」

「まったく姉妹で分け合うのなら、最初から競争なんてしなければ良いでしょう」

　さんざん振り回まわされた玲佳はご機き嫌げん斜ななめのようだ。倖はそんな玲佳を笑いながら見ている。

「でも楽しかったから、いいじゃないの。ひゃみがー」

「だからそのあだ名はやめてください！」

　玲佳の反応にみんなは笑う。遊園地はそろそろ閉園時間。広大とティセたちは、遊園地から出てきた所だ。

「ひるがおは姉に送ります」

　ティセはそう言った。そんなティセをラヴィーは満足げな笑みを浮かべて見守っている。ラヴィーのその視線に気づいたようだ。ティセはとたとたとラヴィーの側そばに歩み寄ると、手にしたものを差し出した。

「つまらないものですが」

　売店で買ったマスコットキャラ四姉妹の携帯ストラップだ。

「ラヴィーに差し上げます。今日のお礼れいです。受け取ってください」

　突とつ然ぜん、そう言われたラヴィーは困こん惑わくしたようだ。

「い、いや。私は別にそんなつもりで……」

　そんなラヴィーの肩をそっと抱だいてヴィーアが言った。

「受け取ってください。姫さま。それがティセの為ためでもあります」

「そ、そうか……」

　ラヴィーはヴィーアに促うながされるまま、ティセから携帯ストラップを受け取る。観光地でよく売られているぞんざいな作りのもの。さして価値を見いだせるものでもないだろう。しかしティセから受け取ったという事が大切なのだ。ヴィーアはティセがこれを渡そうとした理由をよく分かっていたし、またその想おもいは確かにラヴィーへと伝わっていた。

「……あ、ありがとう」

　携帯ストラップを握にぎりしめ、少しはにかみがちにラヴィーは礼を言う。

「ラヴィーはお友達ですからね」

「そうだな……。友達だからな」

　自分自身に言い聞かせるようにつぶやくラヴィーの姿に、広大たちもさすがに何か違い和わ感を覚え始めていた。

　ラヴィーはそんな広大に控ひかえめな視線を送るが、すぐさまそっぽを向いてしまう。

「姫さま、そろそろお時間です」

「姫さま、お名残なごり惜おしいとは思いますが」

　道路に止めたリムジンの前に立つ黒服二人がそう声をかけてきた。

「そうか、今いく」

　リムジンのドアの前に立ったラヴィーは、珊瑚色コーラルピンクのツインテールをなびかせながらティセたちの方へ振り返かえると、満面に心からの笑えみを浮かべて言った。

「ありがとう。楽しかったぞ」

　……え？　広大の中で違和感が確実なものへとなっていた。確かに今日のラヴィーは何かおかしい。良くも悪くもこんな笑い方をする女の子じゃなかったはずだ。広大だけではない。恵子やアイシャも同じ気持ちだった。みんな虚きよを衝つかれ、ラヴィーに挨あい拶さつを返す事すら出来なかったのだ。

　ラヴィーは逃にげるようにリムジンに乗り込み、一礼したヴィーアがその後に続いた。黒服二人も深々と広大たちに頭を下げて前席に乗り込む。

　ゆっくりと走り出すリムジンを数歩、追いかけて、ティセは無言で手を振った。道路の向こうにリムジンが姿を消すまで、ティセはただ手を振り続けていた。

「姫さま……。良いお友達が出来ましたね」

　ヴィーアがそう言ってもラヴィーは何も答えない。ティセから貰った携帯ストラップを指先に掛かけ、それを無言で見つめているだけだった。
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　そして翌日の月曜日。登校時に広大たちがペンデュラム邸の前を通った時、門は固く閉ざされたままだった。それは別段、おかしくはない。どこに行っているのか、ラヴィーたちは時折、朝から留守にしている事があったのだ。

　ただティセだけは、通学鞄かばんを胸の前に抱かかえたまま、何か心配げに門の前を右往左往していた。

　登校後、ホームルームで紋付き仮面さまの事を聞かれた内山田は素知らぬ振りを決め込んでいた。広大とティセは昼休みになり、その内山田からある事実を告げられたのだ。

　ペンデュラム邸にはもう誰だれもいない。昨晩、遅おそく何者かが荷物を運び出していたらしい。そればかりではない。ペンデュラム邸で雇やとわれていた人々も、急に解かい雇こされたという話だ。

　その話を聞くなり、ティセは無言で学校を飛び出していた。

　ティセがどこに行ったのか。容易に予想はつく。内山田に承しよう諾だくを取ってから、広大はティセを追いかけて行った。




　朝から曇くもりがちだったが、昼前には急激に天候が悪化していた。空には灰色の雲が広がり、冬の冷たい小こ糠ぬか雨あめが降ふり始めていた。

「ティセ」

　そこにティセはいた。ペンデュラム邸ていの固く閉ざされた門の前だ。普ふ段だんから雨が嫌きらいというティセが、傘かさも差さずにただそこに立ちつくしていたのだ。

「ティセ、どうしたんだ？」

　広大は持ってきた傘をティセに差し掛ける。振り返るティセの表情に広大は愕がく然ぜんとした。

　ティセが泣いているように思えたのだ。いつものように無表情だが、双そう眸ぼうから涙なみだがこぼれ落ちているように見えたのだ。それが雨なのか、それとも本当に涙なのかは分からない。いずれにせよ広大は今まで一度もティセが泣いている所など見た事がない。

　泣きそうですという事はあっても、それは自分の感情をうまく言葉に出来ないティセ独特の表現で、実際に泣いた所は見た事がないのだ。

　ティセは言った。

「ラヴィーはお友達です」

　昨日も別わかれ際ぎわ、ティセはラヴィーに向かってそう言っていた。

「ラヴィーはお友達なんです。お友達です」

　そしてまた門を固く閉ざしたペンデュラム邸へ頭を向ける。スイカ割りをしたプール。執しつ事じ喫きつ茶さ、メイド喫きつ茶さが開かい催さいされた屋や敷しき。そのどこにも人の気配がまったくない。

　ガレージには一台の自動車も停とまっておらず、雨雲で空が暗くなってきているにも拘かかわらず、灯あかり一つ付いていないのだ。

　ペンデュラム邸にはもう誰もいない。

　広大は先さき程ほどの内山田の言葉が真実である事を実感していた。

「ラヴィーが転校して来てくれたらと思ってました。ラヴィーともっと色々な事をお話し出来たらと思ってました。ラヴィーと勉強したり、遊んだり出来たらと思ってました。でも私はラヴィーに何もしてやる事が出来ませんでした」

　そして最後にティセはぽつりとつぶやいた。

「ラヴィーはお友達なのに……」

　広大はそう言うティセの細い肩をそっと抱き寄よせた。

「ラヴィーを捜さがそう」

　広大はそう言っていた。よく考えての言葉ではない。しかし正直な想いから出た言葉なのも事実だ。

「ラヴィーを捜して、ここへ帰ってきて貰おう」

　どこを探すのか、そもそもどうしてラヴィーは姿を消したのか。今の段階では何もかも見当すらつかない。

　しかしそうするしかない。広大はそれ以外の事など考えもつかなかった。そしてそれはティセも同様だったのだ。

「はい、ラヴィーを捜しましょう。捜して帰ってきて貰って、そして一緒に学校に行けたら良いと思います」

　広大の方へ向き直り、ティセは手を差し伸のべるようにして言った。

「私はラヴィーのお友達ですからね」

　表情は変わらない。しかし広大にはティセの碧い瞳が確かな決意に満ちているのが分かった。
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ｔｕｒｎ　２―３／５　「嘘うそだ。そんなの、嘘だ……」







「だから何度言ったら分かるのだ!!」

　ラヴィーは何度も床ゆかを踏みならして言った。

「私をすぐに日本へ戻もどせ！　今すぐにだ!!　分かっているのか、父上!!」

　父上と呼ぶ割には、ラヴィーの口調から親に対する敬意や思し慕ぼの念はあまり感じられない。いつもの高飛車な口調そのままだ。

「ううむ、しかしな。ラヴィーよ。今は色々と事態が緊きん迫ぱくして来ているのだ。もうしばらくこのペンデュラム財団本部で過ごしてはくれないものか？　だからほら、遊園地の券も配ったではないか。それで充じゆう分ぶん遊んだだろう？」

　中世ヨーロッパの王おう侯こう貴族が愛用したような豪ごう華かな椅い子すに座すわりそう答えるのは、がっしりとした体格で黒い口くち髭ひげをたくわえた男。

　否いや、ｂｉｏビオクラフト『インテリジェンスコンセプション』のホロン体ヴァインである。ヴァインが座る椅子の後ろには、振ふり子こをイメージした紋もん章しようが恭うやうやしく掲かかげられている。振り子の左には三角形、右には漢字の『大』を思わせる図形があしらわれていた。

　ヴァインの出いで立たちや部屋の造作も、座っている椅子と同様、中世ヨーロッパを思わせるデザインだ。ラヴィーもそれに合わせて、中世ヨーロッパ風の衣装を着せられている。その姿はいかにも姫ひめさまという雰ふん囲い気きだが、どうにも服に着られているという印象の方が強い。そもそもラヴィー自身がその服を余り気に入っていないようだ。床を踏みつける時にも、いちいちスカートの裾すそが邪じや魔まになり、その度に眉まゆをひそめる。さらに床を踏みつけたとしても音がしない。まるでラヴィーをあざ笑うかのように、分厚い絨じゆう毯たんが踏みつける足を音も無く受け止めるだけだ。

　それがまたラヴィーを苛いら立だたせる。むきになって絨毯を何度も踏みつけてから、改めてヴァインの方へ向き直った。

「とにかく！　私は日本へ戻る!!　ようやくパートナー候補が見つかったのだ！　ｂｉｏクラフトの姫としての使命を果たさねばならぬ。父上や財団もその為に今まで苦労してきたのだろう!!」

　ラヴィーのその言葉にヴァインは巨きよ躯くを屈かがめて釈しやく明めいする。

「それは分かってる。しかしな、ラヴィーよ。財団だけではどうにもならぬ問題が……。おい、ラヴィー！　待たぬか、ラヴィーよ!!」

　ヴァインが言い終えるのを待たず、ラヴィーはくるりと背を向けるとドアの方へと向かって行った。

　この部屋にはラヴィーとヴァインしかいないはず。しかし、ラヴィーがドアノブへ手を掛けようとしたその瞬しゆん間かん、ゆらりと空気が揺ゆらめいて人ひと影かげが現れた。

　三本の切っ先がある槍やりを手にしたその影かげは、ラヴィーとドアの間に立ちはだかる。

「我わが侭ままも大たい概がいになさいませ。姫さま」

「フィーリオか」

　ラヴィーはその男を見上げて言った。武人を思わせるいかめしい顔つきに立派な体格。フィーリオもまたｂｉｏクラフトのホロン体である。ナイト級『サスペンデッドレイン』がそのｂｉｏクラフト形態だ。

「貴様、ヴィーアが来るまで私の監かん視しをしていたそうではないか！　まったく私に断りもなく……！」

「待て、ラヴィー。それは儂わしが命じた事だ。フィーリオには責任はない」

　椅子から立ち上がり、慌あわてて駆け寄ってきたヴァインがそう説明した。

「同じことだ！　大体、父上は私に社会勉強をさせる為に日本へ行かせたのではないのか!?　フィーリオに監視させていたのでは、勉強にもならん！」

「しかしだな、ラヴィーよ。さっきも言ったように、我がペンデュラム財団を取り巻く事情が色々と変わってきたのだ。スポンサーからの資金提供も滞とどこお　っている状態で……」

「分かっている！」

　そう言い放つとラヴィーはフィーリオの脇わきをすり抜けてドアを開ける。フィーリオはラヴィーを止めようとしたものの、ヴァインの目配せに気づいてそれをやめた。

「気分が悪い。寝ねる！」

　そう言うとラヴィーはドアを閉めて出て行ってしまった。

「やれやれ、あれの我が侭にもほとほと手を焼く」

　ヴァインはげんなりとした顔でそうぼやいた。

「しかしヴァイン。ハンドレッドワンアーキペラゴは相当焦あせっているようです。このところ、盛んに姫さまと接せつ触しよくを図はかっております」

「うむ、儂からも奴やつには注意をしておいた。もっとも知らぬ存ぜぬを押おし通とおしたがな……。それにしても分からぬ。ハンドレッドワンアーキペラゴ自身の考えとは思えぬ。焦る理由が奴にはない」

　立派な髭ひげをなでながらつぶやくヴァインに、フィーリオは無表情のままで言った。

「やはり何者かがハンドレッドワンアーキペラゴを唆そそのかしていると見た方がいいでしょう」

「上層部……。グランディッツァか」

　ヴァインが口にしたその言葉にフィーリオは瞳に僅わずかな光を宿す。しかしそれをヴァインに気け取どられぬようフィーリオは答えた。

「あるいは、そのさらに上……」

「それ以上は言うな、フィーリオ」

　ヴァインは強い口調でフィーリオを制した。

「いずれにせよ儂が決着を付ける。お前が推すい薦せんした学校で会ったというパートナー候補にも興味があるのでな」

「は、これは出過ぎた真ま似ねを」

　フィーリオは恭しく頭を下げてみせた。




　一いつ旦たん、自分の部屋に戻ったラヴィーはお仕着せのドレスを脱ぬいで、慣れた普ふ段だん着ぎに着き替がえる。そしてそっとドアを開けて周囲の様子をうかがった。

　フィーリオがいれば普段着姿のラヴィーを見つけ、すぐに姿を現すはずだ。その気配がないという事は、あのやかましいフィーリオは近くにいないはず。そう判断したラヴィーは自分の部屋から廊ろう下かへと出る。

　廊下にも分厚い絨毯が敷しき詰つめられており、小走りにそこを駆けていくラヴィーの足音はほとんどしない。屋敷の中は不気味なくらいに静かだ。

　ふと足を止めラヴィーは窓の外へと目をやる。周囲は深い森。その上にはどんよりとした灰色の雲。庭は広く手入れが行き届いており、高級車や財団専用のヘリコプター、そして塀へいの向こうには専用の空港とビジネスジェット機も待機しているはずだが、人の気配はほとんど感じ取れない。

　まるで時間が止まったかのような空間なのである。

「こんな所にいられるか……！」

　再び足を進めながらラヴィーは吐はき捨すてる。

「私は帰るぞ！　あそこに……、日本に帰るんだ……！」

　そう言いながらラヴィーはポケットの中で、ティセから貰った四姉妹のストラップを握りしめていた。

　ラヴィーが脱だつ走そうを企くわだてたのはこれが初めてではない。ペンデュラム財団からの召しよう喚かん状じように応こたえて、財団本部に帰き還かんしてから数日。すぐには帰れないだろうと思っていたラヴィーだが、自分の想像以上に長い間本部にとどめ置かれそうだと察した途と端たん、脱走を試みたのである。

　その度たびにフィーリオに妨ぼう害がいされているという次し第だいだ。フィーリオがラヴィーの監視に当たっていないと言う事は、まだヴァインと何か話をしているのかも知れない。

　チャンスは今しかない。何とかヴィーアかヴァッチ、ヴィッスを見つけて……。

　脱走計画で頭が一いつ杯ぱいのラヴィーは、近寄ってくる気配に気づかなかった。廊下の角を曲がった途端、その気配の主に正面衝しよう突とつする。

「ば、馬鹿！　どこを見ている!!」

　自分の注意散さん漫まんを棚たなに上げてこう怒ど鳴なりつけるラヴィーに、ぶつかった相手はにこやかに微笑ほほえみ返した。

「おお、これは姫さま。ご機き嫌げん麗うるわしゅうございますな。このハンドレッドワンアーキペラゴもうれしく思いますぞ」

　ラヴィーが衝突したのは、画家のようなスモックを身につけた男。ベレー帽ぼうを被かぶっている事も、余計に画家のような印象を強くする。そしてベレー帽の下には長くのばした白い髪。年ねん齢れいは定かではない。若いようにも見えるが、非常に高こう齢れいであるとも思える。

「なんだ、フォアンか。驚おどろかせるな」

　ぶつかった拍ひよう子しに倒たおれ込みそうになったラヴィーは、危あやうくバランスを取りながら、相手に向かって唇くちびるを尖とがらせる。

　ラヴィーがフォアンと呼んだ相手もｂｉｏクラフト『ハンドレッドワンアーキペラゴ』のホロン体である。

「実は姫さまを探しておりましてな。折り入ってお話が……」

　口元にはにこやかな笑みを浮うかべながらも、落ちくぼんだ眼がん窩かの奥おくに潜ひそんだ瞳ひとみからは感情は読み取れない。だがラヴィーはそれに注意を払はらうことなく、その横を通り抜けようとした。

「話は後だ。後。私は急いでいるんでな」

「お待ち下さい、姫さま。実は姫さまのｂｉｏクラフト……」

「ｂｉｏクラフト？」

　その単語に反応してラヴィーが振り返ったその時だ。こほんという咳せき払ばらいと共に、ラヴィーが曲がってきた廊下の角から新たな人影が現れた。

「ここにおいででしたか、姫さま」

　古風なメイド服に身を包つつんだ老婦人。彼かの女じよを目にしてラヴィーはバツの悪そうな顔になる。

「い、いや、待て。オードリー。別に私は逃げだそうとしたわけではない。ちょっと、その用事があってだな……」

　しどろもどろに弁明するラヴィーよりも、オードリーと呼ばれた老メイドはフォアンの方へ鋭するどい視線を送った。

「ハンドレッドワンアーキペラゴ。貴き殿でんのご用件はインテリジェンスコンセプションを通して姫さまへお伝つたえするという手はずになっておりますね。それをご存じないわけではありますまい」

　穏おだやかだがその下には強い意志が隠かくされていると分かる口調だ。オードリーのその言葉にフォアンは苦く笑しようを浮かべて肩をすくめてみせる。

「ええ、覚えておりますとも。今日はただ偶ぐう然ぜん、姫さまを見かけたから声をかけただけです。用件は後ほどインテリジェンスコンセプションを通じてお伝えするといたしましょう」

　フォアン・ハンドレッドワンアーキペラゴは、そう言うとベレー帽を取りラヴィーへと挨拶する。

「それではまた後ほど。姫さま」

　フォアンが背を向け長い廊下を去っていくのを確かく認にんすると、オードリーはラヴィーの手を取る。

「さ、戻りましょう。姫さま」

「ま、待て。オードリー！　私は用事があると……、ええと、ほら。勉強に必要な本が無くて……」

「それはこちらで手配いたします」

　とりつく島がない。オードリーは抵てい抗こうするラヴィーを引きずり部屋の方へ戻っていく。

「そうか、それはともかく。ええと、その……。ほら、なんだ。このところヴィーアに会っていないからちょっと気になって」

「ヴィーアでしたら」

　いかめしいオードリーの面おもてが少しほころんだように思えた。

「姫さまのお部屋に待機しております。インテリジェンスコンセプションからの指示で、しばらく本部を離はなれますので、その前に挨拶だけでもと思いまして」

「ほ、本当か!?」

　ラヴィーはオードリーのその返答に色めき立った。その反応がうれしいのか、オードリーも口元に笑みを浮かべる。

　オードリー・マシューズはペンデュラム財団本部のメイド長を務めている。人間である。そしてヴィーア・ラッキースプリングスのｂｉｏパートナーなのだ。

「ヴィーア！」

　部屋に入るなりラヴィーは飛びついていった。

「姫さま、お元気そうでなによりです」

　ヴィーアも駆かけ寄ってきたラヴィーを抱きしめた。その様子を確認したオードリーは二人に背を向けてドアノブに手を掛けた。

「それでは私は他ほかにも用がありますので。姫さまを頼たのみますよ。ヴィーア。くれぐれも財団本部からは出さないように」

　オードリーの意味ありげな視線に気づかぬヴィーアではない。ラヴィーに悟さとられぬようオードリーに肯うなずき返した。

「はい、分かってます。オードリー」

　ドアが閉まる音を確認してからラヴィーは顔を上げてヴィーアに話しかける。

「ヴィーア、オードリーはしばらく財団本部を離れると言っていたが、一体どういう事だ？」

「大したことはありません。ちょっとした野や暮ぼ用ようですわ」

　ヴィーアは笑ってそう誤ご魔ま化かしただけだ。何者かの策略により、スポンサーからペンデュラム財団への入金が滞りがちになり、当座、必要になった小金を稼かせぎに行くとは言えない。もちろん稼ぎに行く先は世界中のカジノである。

「財団本部を出るという事は、その、あれだ……。何というか……」

　ラヴィーは視線を宙に泳がせて言いい淀よどむ。何を言いたいのか、そして直接、それに言げん及きゆうされるのをラヴィーが好まないのもヴィーアは知っている。ヴィーアはさりげなく助け船を出す。

「ええ、多少は時間の余よ裕ゆうがあります」

「本当か!?」

　パッとラヴィーの顔が輝かがやく。

「それじゃその、一いつ緒しよに私を連れて行くというのは……」

「残念ながらそれは無理ですわ。姫さま。今もオードリーから注意されていたではありませんか」

「ううむ、まぁそれもそうだな」

　さすがに二つ返事でヴィーアが自分を財団本部から連れ出してくれるとはラヴィー自身も思っていなかったようだ。ラヴィーはしばし考えと視線を巡めぐらせてから、おずおずと言った。

「ええと、その。あれだ、日本へ行く余裕はあるのか？」

　日本では法的に認められているカジノはない。カジノで一ひと稼かせぎするのが目的である以上、立ち寄る理由はないがヴィーアはラヴィーに肯き返した。

「ええ、それくらいの時間なら何とかなりますわ」

「そうか！　それなら……。ええと、なんだ。ほら、ペンデュラム邸に何か忘れ物をしたような気がしないでもないから……」

　ヴィーアはラヴィーの忘れ物がなんなのかを確認する事はなかった。

「そうですわね。私も忘れ物があるので、一度、あちらのお屋敷に寄るつもりでした」

「おお、それはちょうど良かった」

　ほっとした顔でそう言ったラヴィーだが、自分自身のその反応に戸と惑まどうようにそっぽを向いてしまう。そして思い出したようにひと言付け加えた。

「ああ、そうだ。忘れていた。もしも大おお空ぞら広こう大だいやティセと会うような事があったらよろしく言ってくれ。しばらくは戻れそうにないからな」

「ええ、きちんと伝えておきますわ」

「ついででいいんだからな！　ついでで!!」

　頬ほおを赤らめたラヴィーはそう強調する。

「私がいなくなってあいつらが寂さびしく思っているかも知れん。まあそれだけだ。気にする事もないだろう」

　そう言いながらぷいと横を向くラヴィーを、ヴィーアは微笑みを浮かべて見つめていた。




　ティセは両手を激しくぱたぱたさせ、わたわたとその場で右往左往している。

「ティセ、落ち着け。あんまりうろうろしてると誰かに見つかるかも知れないだろう」

　広大にそう言われて、ようやくティセは足を止める。そして一つ二つ肯くと広大たちの後をついていった。

　ラヴィーが急に姿を消してから一週間と少し。その間、アーネチカや内うち山やま田だにも協力して貰って、ペンデュラム財団の詳しよう細さいやラヴィーの居場所を調べたのだが、芳かんばしい成果は上がっていない。

　ペンデュラム財団の本部は頻ひん繁ぱんに移動しており、現在はドイツの片かた田舎いなかにあるとの話だ。財団の代表はラヴィーとなっているのだが、それはあくまで表向きの事らしい。

　そしてラヴィーが姿を消す前後からペンデュラム財団には妙みような動きがあった。ペンデュラム財団はいくつかのスポンサーからの資金提供とそれを元にした資産運用で運営されている。しかしどうやらラヴィーが姿を消す前後から、スポンサーからの入金が滞りがちになり、さらには資産凍とう結けつも行われているようなのである。

　どうやら何者かがペンデュラム財団を兵ひよう糧ろう攻ぜめにしているとみていい。アーネチカや内山田の推測だと、それはペンデュラム財団に資金を提供していたスポンサー。人類とｂｉｏクラフトの建設的な関係を築くという、ペンデュラム財団の目的に賛同した私人や企き業ぎようからなる団体が、最大手のスポンサーだという事だったが、ＵＮｂＡＲはその実体を疑問視しているようなのだ。

　結局の所、ペンデュラム財団の資金源は不明。そしてその資金を提供している団体の実体も不明という事になる。

　足あ立だち区く北きた綾あや瀬せに建設されたペンデュラム邸は、未いまだにペンデュラム財団の所有になっているが、雇こ用ようされていた人たちは資金難から一時解雇を命じられていた。

　分かったのはこの程度。ＵＮｂＡＲも現段階では、それ以上、ペンデュラム財団には興味を持っていないようだ。ｂｉｏクラフト絡がらみの利権に群がる団体、組織は枚挙に暇いとまがない。怪あやしげなものも一つや二つではないのだ。いちいち構っている余裕も理由もない。

　もっともイモータルヌーン自身がどう思っているのか。それは誰にも分からない。

　いずれにせよ広大たちは完全に手て詰づまりになってしまった。そして取りあえず目の前にあって、すぐに取りかかれる所からやっていこうという話になったのである。

　無人のペンデュラム邸への潜せん入にゆうである。

「これってほとんど犯罪よねえ」

　そんな事を言いながら恵けい子こはアイシャに続いてペンデュラム邸の門を潜くぐる。門もん扉ぴにかけられていた鎖くさりは、すでにアイシャがサテライトで切断済みである。

「ほとんどと言うか、他人が所有している家屋に無断で侵しん入にゆうするのですから、すでに立派な犯罪ですわ」

　そうは言いながらもアイシャが付いてきたのは、ティセがラヴィーの事を気にしている為。このところ学校に行っても勉強さえ手に付かない有様なのである。

「量子ブラインドを張っていった方がいいかな？　なにか警報装置とかあるかも知れないし」

　時間はすでに午後十時過ぎ。周囲には人ひと気けもなく、たまに側そばの道路を通る自動車のヘッドライトが差し込む以外には明かりもない。光源は手にした小さなＬＥＤライトだけだ。

「いや、それは必要ないさね。赤外線も超ちよう音おん波ぱも関知できない。少なくとも人類が作った警報装置は動いてないわさ」

　ゴーグルを上げながらそう言うのはアーネチカだ。どうやらそのゴーグルで赤外線や超音波を探知できるようだ。

　装備してきたのはゴーグルだけではない。文化祭や遊園地のヒーローショーで着てきた、あの銀色の強化服姿なのである。もっとも『宇宙経理』のヘルメットは邪魔になるとみえて、首の後ろに跳はね上げ、ゴーグルだけを掛けていた。

「まっ、どのみち警備装置があれば、門を入った時点で何か起きるはずだけどね」

　アーネチカの脇でそう言うのはヒュージン。今回のペンデュラム邸てい探たん索さくに同行したのは、広大、恵子とアーネチカ。そしてそれぞれが契けい約やくしているｂｉｏクラフトホロン体の計六人（？）である。

　夜よる遅おそくの行動になる、そしてアイシャの言葉ではないが、色々と後ろめたい行動だ。それを考えて桜さくら子こと静しず花かには声を掛けなかったのだ。特に桜子はそろそろ高校受験を控ひかえており、無む闇やみに呼び出すのは広大としても控えたかった。

　内山田には話を伝えただけ。

　まぁ、僕ぼくとしては推すい奨しようしないけどね。

　この計画を伝えた時、内山田はそう言って苦笑しただけだった。ｂｉｏパートナーではない内山田は、いざという場合、量子ブラインドを展開して逃げ出す事も出来ない。それ故ゆえに同行は求めなかったのだが、広大が内山田にそれを求めなかったのは、他にも理由がある。

　どうもティセが内山田に対して警けい戒かい心しんを抱いだいている事。そして慰い安あん旅行の際、姿を現したイモータルヌーンが、なにやら意味ありげな言葉を内山田に投げかけた事。それらがどうしても気になるのだ。
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　邸てい内ないに入ったティセは、暗がりの中で周囲を見まわしていたが、突然、何か見つけたように駆け出した。

「おい、ティセ！　一人で行動するな!!」

「ティセさま、危ないですよ！」

　広大とアイシャが心配するまでもなく、ティセは屋敷の前庭の途と中ちゆうで止まった。そしてそのまま目の前を見下ろしているようだ。近づいてみてようやくその理由がわかった。

　ティセの目の前にはスイカ割りをした、あの流れるプールがあるのだ。しばしの間、ティセは水の張られてないプールを見つめていたが、やがて広大の方へ振り返ると言った。

「またこのプールでみんな一緒に遊べるといいですね」

「そうだな……」

　いつものように手を差さし伸べるような仕草でそう言うティセに、広大はそう答える事しか出来なかった。

「動体反応無し、熱反応無し。ここから観測した限りでは、中には誰もいないようさね。んじゃ入ってみる？」

　再びゴーグルで屋敷を見ていたアーネチカがそう報告してきた。

「入ってみましょう。何か残ってるか、何も残っていないのか。とにかく入ってみないと分かりません」

　広大のその答えに、すぐ横でティセも肯く。

「行きましょう」

「よぉっし！　深夜に謎なぞの組織のアジト探たん索さくか。楽しみ楽しみ、にゅふふふふ」

　アーネチカは一人悦えつに入いっているようであった。




　メイド＆執事喫茶が催もよおされた大広間。ＴＶ番組で紹しよう介かいされたラヴィーの寝しん室しつ。邸内を回ってみて、それらの部屋に行っても特に気になるようなものは残されていなかった。一週間以上も放っておかれた為ためだろう、絨毯が剥はがされた床には埃ほこりが薄うすくたまり、業者が忘れていったと思われる梱こん包ぽう用具が落ちている事があったものの、それ以外は綺き麗れいさっぱりもぬけのからだ。ラヴィーが寝ていた天てん蓋がい付きのベッドも持ち去られている。

「特に隠し部屋のようなものもないようですわね」

　一通り回った後、入り口近くのホールへ戻ってきたアイシャは嘆たん息そくしてそう言った。広大もその言葉に髪かみを掻かく。

「あーちゃんが見つけたキッチン地下の空くう洞どうも、ただのワインセラーだったしなあ」

　ティセはまだ何か気になるようで、両手をぱたぱたさせて近くの壁かべ伝いにうろうろしているが、探せる所は大体探し尽つくしたと思えた。

「ＵＮｂＡＲみたいに、地下に秘密施し設せつの一つくらいは隠しているかと思ったんだけど」

　恵子は恵子で妙な方向性で落らく胆たんしているようだ。

　しかし強化服のゴーグルを下ろし、本人しか見えないバーチャルキーボードで何かの作業をしていたアーネチカがやにわに声を上げる。

「おお、これは！　さすがは謎の組織さね。面おも白しろいものを隠しておいてくれたようだぞ。見たまえ、諸君！」

　そう言うとアーネチカはバーチャルキーボードを操作、するとゴーグルから出た光が空間に立体映像を投とう影えいする。アーネチカが発明したあーちゃんビジョンである。

　立体映像はこのペンデュラム邸ていのもの。どうやら内部を探査しながらデータを取っていたようである。

「ほう、なるほど。これはこれは……」

　立体映像を覗のぞき込んだヒュージンはいち早くその現象に気づいたようだ。

「何かあるんですか、あーちゃん、ヒュージン」

　そう言いながら立体映像を覗き込んだ広大だが、すぐに二人の言いたい事に気付いた。

「これ、何ですか？　屋敷のど真ん中に何か空間がある!?」

　立体映像に映し出だされたペンデュラム邸の中央部。そこには広大たちは入った覚えのない部屋が映し出されていた。

「にゅふふふふ、部屋の広さがちょっと変だと思ってスキャンしたら、当ったりドンドンだったのさね。屋敷の真ん中に、どこにも入り口がない細長い部屋があるわさ」

　映像だと二階まで吹ふき抜ぬけの部屋のようだ。しかも部屋の反対側にはちょうどラヴィーの私室が配置されているというのが、何とも意味ありげである。アーネチカは立体映像の一角、謎の部屋の端はしを指さしていった。

「ここん所にドアがあるようだけど、それが偽ぎ装そうされてるようさね。ちょうど場所はあの辺り……」

　アーネチカに倣ならって広大たちもそちらへと目を向ける。そこでは壁の前で両手をぱたぱたさせているティセの姿があった。

「ティセさま、ひょっとしてすでに隠し部屋に気付かれていたのですか？」

　アイシャがそう尋たずねるが、振り返かえったティセは首を傾かしげてから聞き返すだけ。

「隠し部屋とは具体的に？」

「……偶然だったみたいだな」

　広大は苦笑するとティセが前にしている壁へと近寄る。手にしたＬＥＤライトをかざしてよく観察してみると、確かにドアの大きさで壁かべ紙がみにわずかな段差があるのが見て取れた。

「本当だ。ドアがある」

「面白くなってきたわねえ、なんかピラミッド調査みたい」

　他ひ人と事ごとのように盛り上がり恵子がそう言った。

「でも、これ外して中に入ってしまっても良いんでしょうか。隠してある部屋の中に、強ごう引いんに侵入したとしたら、これは弁明の余地がありませんよ」

「君はなかなか常識的だね、ノーブルウィンド」

　ヒュージンが今さら妙な感心をする。

「にゅふふふ、ここまで来て引き下がれますかっての！　先生が許可する!!　調査続行だ!!」

「アーネチカ、教師としてその言動はどうかと思いますが……」

　一応、反論してみせたアイシャだが、壁の前で期待を表すかのように両手をぱたぱたさせているティセの姿には逆らえなかった。

「まあ乗りかかった船ですわね」

　ドアは単に壁紙で隠されていただけ。サテライトで破壊するまでもなく、少し傷を付けて壁紙を引きはがせば簡単にその下に隠されていたドアが現れた。

　アーネチカの強化服のセンサーによると中に隠れている人間や生物はいない。しかし如い何かにアーネチカの手になる装備といえども万ばん能のうではない。量子ブラインドやアペンディックスの能力で何者かが隠れている可能性は捨てきれない。

　広大たちは慎しん重ちように部屋へと入っていった。ＬＥＤライトで照らしてみると、細長い部屋には特に調度らしいものは用意されていない。内装にはまだ手が付けられていなかったようだ。

　二階部分はぐるりと回かい廊ろうが取り囲み、案の定、ラヴィーの部屋の所にドアが用意されている。ラヴィーの部屋を調査した時は、そのドアの存在に気付かなかったから、やはり壁紙の下に隠してあったのだろう。ドアの側には螺ら旋せん階段があり、回廊から一階へ下りてこられるようになっていた。

「なんか、ファンタジーで王様や偉えらい人が謁えつ見けんする部屋みたいね」

　広大もそんな恵子と同じ印象を受けていた。ＬＥＤライトを一階の奥へと向けると、そこの壁に何かの模様が描えがかれている事に気付いた。

　模様と言うよりは紋章のようだ。内装が終わっていないこの部屋の中で、唯ゆい一いつ、飾かざり付つけらしいものだ。

「これ、見た事があるぞ。確かペンデュラム財団のマークだ」

　歩み寄りながら記き憶おくを探さぐっていた広大は、ようやくそれを思い出した。インターネットや図書館でペンデュラム財団の事を調べていた時、何度か目にした事があるマークだったのだ。

　中央にある振り子ペンデユラムの左側には斜ななめの線が入った二等辺三角形、右側には漢字の『大』を縦に引き伸ばしたような図形が描かれている。

　それが何を意味しているのか広大も知らない。マークそのものには余り興味を引かれなかった事もあり、また特に由来が説明されていた覚えもない。

「会見か何かのために作られた部屋かも知れんね。謁見室に似てるのもそのせいかも知れないわさ」

　アーネチカがそう言った。その時だ。何げなく振り返った広大は、ティセの様子に目を留とめた。

「どうした、ティセ？」

　気がつくとティセは入ってきたドアの方へ振り返り、そちらをじっと見つめている。ドアの向こう側、ホールからは屋や敷しきの外にある街路灯の光が差し込み、冬の冷たい風が吹き込んで来ていた。

　ティセの金色の髪が夜風になびくのを見て、広大はその異変に気付いた。

「屋敷の入り口のドアが開いてるぞ！」

　確か屋敷に入ってきた時、ドアはきちんと閉めたはず。もしも中を見回っている時に誰だれかが開けたのなら、ホールに戻ってきた時に気付いたはずだ。

「風で開いたんじゃないの？」

「何を言ってるんですか、恵子。あの重いドアが風だけで開くはずがありません。それに風もそんなに強くはありませんわ」

　アイシャの言う通りだ。吹き込む風の勢いだけではドアは開きそうにない。

「ティセ、ドアはいったいいつ開いたんだ？」

　広大が数歩近寄りながらそう尋ねるが、ティセはその問いには答えない。ただじっと入り口の方を見つめているだけだ。その視線は広大に見えぬものを追いかけるように、入り口から部屋の内部へと移っていった。

「その紋もん章しようですが……」

　やにわに聞き覚えのある声が響ひびいた。

「確かにペンデュラム財団の紋章ですわ。中央にあるのは言うまでもなく振り子ペンデユラム……」

　声が近づくと同時にティセの視線の先で、その主が空気の揺ゆらめきと共に姿を現した。

「左の二等辺三角形はドリル。即すなわちｂｉｏクラフトです。そして右は人間を図案化したもの。振り子ペンデユラムはｂｉｏクラフトと人間の間で振れ動く。そういう意味が込められていますの」

「ヴィーア!?」

　広大はその名を呼んだ。これでラヴィーの事が分かると思ったのか、ティセも期待を込めてリズミカルに両手をぱたぱたさせている。

「ご無ぶ沙さ汰たしておりました」

　ヴィーアは深々と頭を下げる。

　ラヴィーは一体……。そう尋ねかけたものの、広大はその言葉を飲み込んだ。ヴィーアは片手にサテライトを握にぎりしめているのだ。それに量子ブラインドを展開して近寄ってきたというのも何か変だ。ティセもそれに気付いたのか、両手をぱたぱたさせるのをやめ、じっとヴィーアを見つめている。

「大空広大。ご自宅へ伺うかがうつもりでしたが、お屋敷の上空を通りかかった時、誰かが中に入り込むのを見たもので、こちらを覗いてみた次第です」

「ち、違ちがうのよ！　違うの!!　あーちゃん先生が、ラヴィーが居なくなった理由を探るんなら、ペンデュラム邸を調べた方が早いって言うもんだから！」

　勝手にペンデュラム邸に入り込んだ事をヴィーアが怒おこっていると思ったのだろう。恵子が責任をアーネチカになすりつける。

「ちょ、ちょっと待つのさ。恵子隊員！　私は教師としてみんなに付いてきただけで……」

　しかしヴィーアはそんな恵子とアーネチカのやりとりに、くすりと笑えみを浮かべてみせた。

「うふふ、皆みなさん。お変わりないようで幸いですわ」

　そしてアーネチカの側そばにいたヒュージンへと視線を向ける。

「イレブンスコンシャスとお見受けいたしますが。ひょっとしてアーネチカ先生と契約されているのでしょうか？」

「おやおや、僕も有名になったもんだね」

　ヒュージンはそう言って笑うが、アーネチカと契約しているかどうかは答えない。しかしアーネチカはこれ以上は誤魔化せない、いや隠していると逆効果になると悟ったのだろう。あっさりと白状する。

「うむ、そうさね。私がイレブンスコンシャスのｂｉｏパートナーだ」

「……なるほど、そういう事ですのね」

　またヴィーアは笑みを浮かべる。だがその笑みは先さき程ほどのものとは明らかに雰ふん囲い気きが違う。広大が反射的に身構えたほどだ。

「姫さまから皆さまへのお言こと付づけをいいつかっております。ですが、その前に一つ、個人的に確かめておきたい事がありまして」

　そう言いながらヴィーアはアイシャへと視線を巡らせる。

「姫さまのご期待に添そえるかどうか。それを確認させていただきます。ではお手合わせを……。貴た風かぜ愛あい紗しや」

　そしてヴィーアはサテライトをアイシャへとかざした。

「一体どういうことでしょうか？」

　アイシャのその問いには答えず、ヴィーアはティセを一いち瞥べつする。しかしティセは何も答えず、碧あおい瞳でじっとヴィーアを見つめているだけだ。

　ヴィーアはその瞳から逃のがれるようにアイシャへと視線を戻もどすと言った。

「すべては姫さまの為です。行きます！」

　メイド服の裾すそをなびかせヴィーアは一いつ瞬しゆんの早はや業わざでアイシャへと突とつ進しんする。最初の一いち撃げきを避よけたアイシャだが、その時にはすでに確信していた。

　すでにヴィーアは自分の正体を悟っている。ならばこれ以上、隠し立てしていても意味はない。問題は自分の正体を分かっていながら、なぜヴィーアが挑いどみかかってきたのかという事だ。

「その身のこなし。やはりただの女子高生ではありませんね」

　すぐに体勢を立て直したヴィーアは言った。

「あなたには、私と同じものを感じていました。アイシャ！」

　ヴィーアことラッキースプリングスは二本衝角のルーク級。そのサテライトも二本のドリル状切っ先を持つ。床ゆかの埃が舞まったかと思うと、その二本衝角の切っ先がアイシャへと迫せまっていた。

「ローチングサテライト！」

　アイシャの紋章は左の手首。そこから閃せん光こうが迸ほとばしりサテライトが出現する。

「ノーブルウィンド!!」

　二本衝角を持ったヴィーアのサテライトは、三本衝角を持ったアイシャのサテライトが受け止める。

「三本衝角ナイト……」

　一瞬、前まえ髪がみに隠されたヴィーアの表情に歓かん喜きがあふれたようにアイシャには思えた。

「下がりなさい、ラッキースプリングス。二本衝角ルークが三本衝角ナイトに勝てるはずがありません」

「さて、それはどうでしょう」

　ヴィーアは飛とび退のき、間合いを広げる。

「ここは私のテリトリーですわ。ノーブルウィンド。それに先程から私は自分を抑おさえきれずにいるんです」

「一体何を……」

　当とう惑わくするアイシャに恵子が囁ささやく。

「ヴィーアの言う事を聞いておいた方がいいわよ。だって女騎き士しよりメイドの方が強いって、世の中の相場は決まってるもの」

「どこの相場ですか！　どこの!!　大体、恵子は私のパートナーなんですから、少しは役に立つ事を言ってください！」

　アイシャのその言葉にヴィーアは広大とティセへと視線を送る。

　こっちもばれたか……？　ヴィーアの視線に広大は直感的にそう悟った。アーネチカとヒュージン、恵子とアイシャ。これで広大とティセがパートナーとｂｉｏクラフトでないという方が不自然だ。

　するとヴィーアはティセの正体を探るため、アイシャに挑みかかったのか？　二人を制止しようとして一歩踏ふみ出した広大は、足あし下もとで舞い上がる埃を見てヴィーアが自信を持っている理由を悟った。

「アイシャ、まずい！」

　広大はアイシャに向かって叫さけんだ。

「床が汚よごれてる!!」

　その言葉の意味がわからず、アイシャと恵子はぽかんとして広大の方を見返している。ティセも広大とほぼ同時にそれに気付いたようだ。慌あわてて右往左往しながら両手を激しくぱたぱたさせていた。

「アペンディックス『パペットブルーム』！」

　ヴィーアがエプロンのポケットから取り出したハンカチーフを振ふると、その下から手品のようにほうきが現れる。それがただのほうきではない事は、まるで生き物のように柄えを振り、歩き回る事からも分かる。ヴィーアのアペンディックス『パペットブルーム』。ほうきの姿をした、生きて動き回る植物なのだ。

　サテライトと『パペットブルーム』を両手に構えたヴィーアの姿は、恵子の言うところの『メイド無む双そうモード』だ。

「床が埃だらけなんだ！　アイシャ、気をつけろ!!」

「そんな事、言われなくとも……」

　ようやくそこで気がついた。

　ここはヴィーアのテリトリー。そしてヴィーアは自分のテリトリーが汚れているのが許せないのである。

　しまった……！

　自分の迂う闊かつ振ぶりを呪のろうアイシャの目の前で、ヴィーアは頭を振り前髪をあげその目を露あらわにした。

「それでは早さつ速そくお掃そう除じにかからせていただきます!!」

　外から差し込む灯あかりの中で床の埃が津つ波なみのように巻き上がる。埃の津波はあっという間にアイシャを追おい詰つめていく。一度、二度は避けられても、いつまでそれが持つかは分からない。

「そこ！」

　アイシャがサテライトを振るっても空を切るだけ。

　跳んだ？　いったいどこへ……。まさか、壁!?

　ヴィーアを見失ったアイシャは、咄とつ嗟さに背後の壁を振り返る。なんとすぐ背後の壁にはヴィーアが立っていたのだ。頭上の回廊に伸のばした『パペットブルーム』で身体を支えているらしい。

「だから言ったじゃないの～～っ！　メイドに女騎士が敵かなうわけないって!!」

　恵子が思わず悲鳴を上げる。

「ヒュージン、何とかできないのさ!?」

「そんな事言われても、僕はこの手の騒さわぎは苦手でね」

　アーネチカにそう言われてもヒュージンは髪を掻くだけだ。

　サテライトを持つホロン体、もしくはパートナーの周囲には『防壁リメス』が展開する。一種のバリヤーである『防壁』を突とつ破ぱするのは、人類の技術では不可能だ。残念ながらアーネチカの強化服も例外ではない。

　お掃除モードに入ったヴィーアを止めるのはアイシャでも苦労しそうだ。周囲が綺麗になれば収まるのだろうが、一週間以上もほったらかしになっていたペンデュラム邸がそう簡単に綺麗になるとも思えない。

「ティセ！」

　広大は意を決してティセに向かって叫んだ。ティセも肯き、手を差し伸べるようにして答えた。

「分かりました。広大に任せます」

　ティセのその答えに広大はポケットに隠かくし持もっていたｂｉｏカードを取り出す。今のところヴィーアはアイシャだけを狙ねらっているはず。広大には留意していない。それなら隙すきを突つく事も可能だ。

　埃の津波が再びアイシャへ突進する。

　今だ！　広大は手にしたｂｉｏカードに力を込める。

「ローチングサテライト『グロリアスドーン』!!」

　ｂｉｏカードがぱきんという小さな音を立てて割れ、その中から光と共に短たん剣けんのような『グロリアスドーン』のサテライトが姿を現す。

　埃の向こうからヴィーアのサテライトがアイシャへ向かって突き立てられる。

　動きは素す早ばやいし、埃が邪じや魔まで見えないけど、興奮状態にあるから動きは単純。充じゆう分ぶんに見切った！

　アイシャは自分のサテライトでヴィーアのサテライトを受け止めた。そのはずだった。

「『パペットブルーム』!?」

　二本の衝角と見えたのは、『パペットブルーム』の穂ほ先さきが変形したものだったのだ。

「しまった!!」

　アイシャのその隙を逃さず、ヴィーアのサテライトが突き立てられようとする。しかし二本の衝角はその寸前で止められてしまった。

　短剣形のサテライトがヴィーアのサテライトを止めたのだ。

「何を考えてるのか、大体分かったよ。ヴィーア」

　広大はそう言った。
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「こういう事だ。納なつ得とくできたら、ラヴィーの事を教えて欲ほしい」

「これは、まさか……。短剣形のサテライト……」

　ヴィーアが受けた衝しよう撃げきはかなり大きかったようだ。前髪も元に戻り、お掃除モードからも醒さめてしまった程ほどである。

「そんな事が……!?」

　サテライトと『パペットブルーム』を下ろしティセの方へ振り返る。

「まっ、滅めつ多たにお会いできるものじゃないけどね。貴族パトリシヤンには」

　からかうようなヒュージンの言葉もヴィーアの耳には届いていないようだ。

「本当にパトリシャンでいらっしゃいますか？」

　そう尋ねるヴィーアに向かってティセは一歩歩み寄り、手を差し伸べるいつもの仕草で言った。

「黙だまっていて申し訳ありません」

　そう前置きしてからティセは続ける。

「私は『グロリアスドーン』です。審しん判ぱんの四姉妹、刃やいばの次女と言えば分かっていただけるでしょうか」

「いえ、知らぬ事とはいえ私こそ失礼いたしました!!」

　ヴィーアはサテライトを収めるなり、ティセに向かって深々と頭を垂れた。

「アイシャがｂｉｏクラフトであろう事は推察できましたが、よもやパトリシャンの護衛を務めていたとは思いも寄りませんでした。このラッキースプリングス一生の不覚でございます」

「いえ、こちらも隠していた事ですから気にしないでくださいよ」

　やはりサテライトを下ろした広大がそう言ってもヴィーアは頭を下げたまま。広大が困ったような視線を送ると、ティセは当惑したようにその場を右往左往してから、ようやくヴィーアに声を掛かけた。

「気にしない方がいいと思います」

「はい、グロリアスドーンがそう仰おおせられるなら」

　ティセにそう言われてようやくヴィーアは顔を上げる。

「それでヴィーア。ラヴィーは一体どうしているんだ？　ティセも心配しているんだけど」

「そうです、ラヴィーです。心配です、心配」

　広大とティセからそう言われてヴィーアも物もの憂うげな表情になる。

「はい、姫ひめさまは現在ペンデュラム財団本部に留め置かれております。姫さまご自身より『しばらく戻れないが心配するな』と皆さまへのお言付けをいいつかっておりますが、本日は私自身に考えがありまして、このような不ふ埒らちをした次し第だいです」

　遠回しなヴィーアの物言いに、広大や恵子、そしてアーネチカは顔を見合わせる。

「現在、ペンデュラム財団を事実上、統とう括かつしているのは姫さまの父であるビショップ級ｂｉｏクラフト『インテリジェンスコンセプション』です。出来ればそのインテリジェンスコンセプションを説得していただきたいのです」

　その言葉にアイシャが顔色を変える。

「ちょっと待って下さい。ラヴィーの父上なのですか、そのｂｉｏクラフト？」

　ティセも眉まゆをひそめて激しく両手をばたばたさせている。ヴィーアも自分の言っている事が変だという自覚はあるようだ。少し顔を伏ふせ小さく肯くだけ。そしてヒュージンもにやにやと意味ありげな笑みを浮うかべている。

　ｂｉｏクラフトたちのその反応に広大と恵子は首を傾げるだけ。

　何しろティセには姉妹が居る。姉妹が居るのだから、ｂｉｏクラフトに父や母が居てもなんらおかしくはない。もっともティセと知り合う前には、ｂｉｏクラフトに父母や兄弟姉妹という概がい念ねんがあるとは聞いた事がなかったのも事実だ。

「ペンデュラム財団と上部組織の軋あつ轢れきから姫さまを狙う不ふ逞ていの輩やからが出てきたのです。そこでインテリジェンスコンセプションは姫さまを財団本部に匿かくまっているのですが、それでは埒らちが明きません。そこで出来れば姫さまの父上を説得していただきたいのです」

「つまり財団本部からラヴィーを解放するよう、ラヴィーのお父さんを説得して欲しいという事なのか？」

「はい」

　広大の言葉にヴィーアは肯く。

「でも俺おれたちが言っただけで聞いてくれるかなあ？」

　首を傾げる広大にヴィーアはにっこりと笑っていった。

「あら、大空広大には何も期待しておりませんわ。私が期待しておりますのはグロリアスドーンです」

　ヴィーアのその言葉にティセは当惑したように両手をぱたぱたさせて右往左往する。

「アイシャがより高位のｂｉｏクラフトの護衛に付いているのは推測できました。ビショップ級ならインテリジェンスコンセプションと同格。何とか説得していただければと思ったのですが、よもやクィーンとは望外の結果ですわ」

　ラヴィーの事となると、どうにもヴィーアは見境がない。アイシャに自分と同じものを感じると言ったのも理解できる。ティセの事となると、アイシャもまた見境をなくしてしまう所がある。

　しばし右往左往していたティセだが、ぴたりと足を止め、うんうんと何度か肯うなずくとヴィーアの方へ向き直る。

「分かりました。説得は得意でないのですが、説得してみます。ラヴィーはお友達ですからね」

「ありがとうございます！」

　感かん極きわまったようにヴィーアは、ティセが差し伸べた手を取った。

「それではさっそく財団本部へ向かう手はずを整えましょう。明日は日曜日ですわね。時間はとれるでしょうか？」

「あぁ、それなら大だい丈じよう夫ぶだと思うけど……」

　その時だ。ペンデュラム邸全体が大きく振しん動どうする。

　地じ震しんか？　思わず身構える広大だが、その振動の中でティセは無言で頭上を見上げていた。

　まさかまたｂｉｏクラフト!?

「ラッキースプリングス！　お前やオードリーの考える事など容易に想像がつくわ。こざかしい真ま似ねをしおって!!」

　ペンデュラム邸の屋根や天てん井じようを通して、頭上から男性の声が轟とどろく。余りの音量に屋敷全体が崩くずれそうなほどだ。

　いや、声で崩れそうなわけではない。何かが上空からペンデュラム邸に降りてきたようなのだ。

「外に出ろ!!」

　広大は皆をそう促うながす。

「前にここにあった建築中のマンションも崩れたし、よっぽどこの場所は縁えん起ぎが悪いのかしらねえ」

　逃にげ出しながら恵子がそうぼやく。

「なんだぁ!?」

　屋敷の外へ出たアーネチカが上空を見上げて声を上げる。ティセの手を取り、最後にペンデュラム邸を出た広大も、上空を見上げそれを目にした。

　ｂｉｏクラフトだ。四本衝角ビショップ級のｂｉｏクラフトが、ペンデュラム邸にのし掛かるように降下してきているのだ。

　ビショップ級は最大のもので地球型惑わく星せいほどにも達する。それに比べると上空から降下してくるｂｉｏクラフトはビショップ級としては大型とは言えない。百メートルを少し越こえる程度だろうか。ヒュージンのｂｉｏクラフト形態『イレブンスコンシャス』よりも小さいくらいだ。

　しかし地上すれすれに現れると巨きよ大だい感をより強く感じる。

「聞いてください！　インテリジェンスコンセプション。あのまま財団本部にかくまっておくのでは、姫さまが余りにも可か哀わい想そうです!!」

　上空のｂｉｏクラフトに向かってヴィーアが声を張り上げる。

「それを判断するのは、儂わしだ!!」

　再び男性の声が轟いたかと思うと、上空のｂｉｏクラフトが光に包まれて折りたたまれるように徐じよ々じよに小さくなっていく。

「そりゃあ!!」

　そして光は人の形になり、かけ声と共に地上へと降りてきた。

『インテリジェンスコンセプション』のホロン体。がっしりとした体格の男性で、立派な口くち髭ひげを蓄たくわえていた。片手に四本衝角のサテライトを持ち、昔の貴族や軍人が着ていたような、エポレットや肋ろつ骨こつ飾かざりのある豪ごう勢せいな服にマントという出いで立ちも何か時じ代だい錯さく誤ごだ。

　およそ『知的なインテリジエンス構想コンセプシヨン』という名前からは、ほど遠い印象である。

「聞いてください、インテリジェンスコンセプション！」

　食い下がるヴィーアに一瞥をくれるとインテリジェンスコンセプションは言った。

「お前やオードリーの考えている事はおおよそ分かっているつもりだ。しかし財団の中には間かん諜ちようがいるらしい。儂の方からお前たちに話を聞くわけには行かなかったのだ」

「それでは……」

　ヴィーアはほっとした様子だったが、それに構わずインテリジェンスコンセプションは広大の方へ向き直り言った。

「だが今も言っただろう。判断するのは儂だと!!　大空広大とやら。まずはこの儂に目にもの見せてみろ!!」

「……はい？」

　やにわに水を向けられて広大はぽかんとするばかりだ。

「間ま抜ぬけ面づらをするな！　貴様がラヴィーを守れる漢おとこかどうか、それをこの儂自身が確かめると言うのだ！　行くぞ!!」

「え、ちょ、ちょっと待ってください。インテリジェンスコンセプション！　一体どこがどうしてそういう話に……!?」

　当惑する広大に向かってインテリジェンスコンセプションはサテライトをかざして突進してくる。

「儂の事はヴァインで良い！　さっさとサテライトを抜け、大空広大!!」

　インテリジェンスコンセプションことヴァインは、まったく聞く耳を持たないようで、サテライトを振りかざして広大に突進してくる。

「あ～～、なんか金持ちって、人間もｂｉｏクラフトも何を考えてるか分からんさねえ」

　放置されていたベンチに腰こし掛かけ、広大とヴァインのやり取りを眺ながめながらアーネチカはそうぼやく。

「君だって、そんな貧びん乏ぼうじゃないだろう」

　そんなアーネチカにヒュージンが妙みように所帯じみた突っ込みを入れる。

「見てないで、何とかしてくださいよ!!」

　逃げ回まわる広大がそう言ったところで、アーネチカとしては特に出来る事はない。

「よし、それでは温かく見守ってるやるさね！」

「わはははは！　大空広大！　どうした！　サテライトを抜かぬか!!」

　逃げ回る広大を呵か々か大たい笑しようしながらヴァインが追い回す。

「インテリジェンスコンセプション」

　時折、意外なすばしこさを見せるティセが、広大とヴァインの間に入り込んでくる。

「あなたが広大の力を認めれば、ラヴィーはまたここへ戻ってこられるのですね？」

　さすがに相手がパトリシャンとなると、ヴァインも対応を変えざるを得ない。サテライトを下ろして、恭うやうやしく頭を垂れて言った。

「左様でございます。我わがクィーンよ。いまラヴィーはある者から狙われております。ここへ戻すとしたら、その身み柄がらを守れる者が必要。大空広大にその力があるかどうか。この儂が判断させていただきます」

「分かりました」

　ティセはそう答えると広大の方へ向き直る。

「頑がん張ばってください」

「結局、やりあうのか……」

　嘆息しながら広大はｂｉｏカードを手に取り、再びサテライトを召しよう喚かんする。

「ローチングサテライト『グロリアスドーン』!!」

　広大が手にしたのは短剣形のサテライト。四本の衝角を持った槍やり状のサテライトには随ずい分ぶんと分ぶが悪いはずだ。

「わははは、いいぞ大空広大！　それでこそ、ラヴィーが見込んだ男だ！」

「なんか話が妙な方向にこじれてるような気がするんですけど……！」

　調子に乗って挑みかかるヴァインに広大は辟へき易えきする。

　二度、三度、ヴァインのサテライトを躱かわして広大は気づいた。そもそもサテライトによる攻こう撃げきは、人間の剣けん術じゆつ、剣けん道どうやフェンシングと大きく異なる点がある。サテライトによる攻撃は、相手の持つサテライトを破壊する事が第一の目的。サテライトが破は壊かいされれば自動的にｂｉｏクラフトとパートナーの契約は解除される。破壊された時、サテライトを持っていたのが、パートナーの人間か、ｂｉｏクラフトのホロン体かは関係ない。

　剣道やフェンシングでは、相手の剣けんを避けながら身体に切り込むのが目的。その点がまず違うのだ。

　そして今のヴァインは広大の持つグロリアスドーンのサテライトを完全に破壊する気はないようだ。さすがに相手がパトリシャンのパートナーとなると、安易に契約解除をさせるわけにもいかないのだろう。

　どうやらヴァインは広大の手を打ちすえ、サテライトを振り落とそうとしているようだ。

　そうならば勝算はある！

　広大はタイミングを見計らいヴァインの間合いへ自ら飛び込む。

「わはははは!!　ようやく打って出る気になったか!!」

　ヴァインは広大の目もく論ろみには気づいていないようだ。間合いを詰めてきた広大に向かって好機とばかりに突っ込んできた。

「貰もらった！」

　サテライトを握った広大の右手に、ヴァインは自分のサテライトを打ち付けようとする。広大はそれから逃れるように身をひねった。

　サテライトで人間を傷つける事は出来ないが、それでも力ちから一いつ杯ぱいに叩たたき付ければそれなりには痛い。広大の手首にその衝撃が走った。

「ぬるいわ！　この程度でラヴィーを……」

　しかし勝利を確信したヴァインの言葉はその途と中ちゆうで止まってしまったのだ。

「そりゃ、あんたが本気を出してくれば分かりませんでしたよ」

　そう言う広大は左手でヴァインの胸むな元もとに短剣形のサテライトを突きつけていた。

「持ち替かえたか！　こちらの攻撃を躱す為ために身を捻ひねったと思わせておいて、その陰かげでサテライトを右手から左手へ投げたな！」

「思いつきだけど、うまくいって良かったですよ」

　広大はほっとしたようにそう言った。

「素す晴ばらしいですね」

　二人の間にとたとたと駆かけ寄よってきたティセも、広大に手を差さし伸べるようにしてそう言った。

　しばしの間、広大を無言で睨にらみ付けていたヴァインだが、サテライトを下ろすと、再び呵々大笑しはじめた。

「わはははははははははは!!　さすがはラヴィーが気に入った男だ。なかなか見所がある」

「……はぁ」

　気に入られたというのは分かるが、どうにもヴァインの性格がつかめない。広大は途と方ほうに暮れた顔で首を傾げる。サテライトを手にしたままヴァインはどしりとあぐらをかく。

「ふむ。確かにヴィーアの言う通りだな。ラヴィーは良い友を持ったようだ」

「それでは……！」

　喜ぶヴィーアに向き直ってヴァインは言った。

「うむ、これならばラヴィーをここに置いていても良いだろう。ただし余り目立たぬようにな」

「目立たぬようになって……」

　恵けい子こが周囲を見回す。

「超ちよう目立ってんですけど」

　遠くから近づいてくるパトカーのサイレンが聞こえる。ペンデュラム邸ていの門の前にもかなりの人だかりがしているようだ。

「おお、これはしまった！　量子ブラインドを展開するのを忘れておったわい。わはははは！」

　しまったという割にはさして気にしていないようにヴァインは笑った。

「なんちゅうか、無む駄だに豪ごう快かいなオッさんさねえ」

　アーネチカも呆あきれるばかりである。

「大空広大とやら。その前にいくつかお前たちに話しておかなければならぬ事がある」

　立ち上がりながらそう言うヴァインにアイシャも口を挟はさむ。

「それはこちらも同様ですわ。ティセさまの安全にも関かかわってきますので、はっきりとして欲しい事があります」

　アイシャのその物言いにヴァインは一いつ時とき、首を傾げる。普ふ通つう、ｂｉｏクラフトは名前に敬けい称しようを付ける事を好まない。アイシャのティセ『さま』という表現が気になったのだろうが、それ以上は特に問とい質ただす事はしなかった。

　その時、ペンデュラム邸の門の前にパトカーが停とまったからだ。

「誰か居るのか!?　出てきなさい!!」

「おお、これはいかん！　一いつ旦たん、この場は退散して別のところで話すとしよう」

　量子ブラインドを展開すれば、警察官の目は誤ご魔ま化かせるはずだ。広大たちもヴァインに倣ならって逃げだそうとした。その時である。

　ヴァインが自分の右手の手の平へ目をやる。そこには四つの二等辺三角形を組み合わせた紋章が浮かび上がった。サテライトを召しよう還かんするほか、ｂｉｏクラフト同士の通信にも使用する。

「どうした!?」

　足を止めヴァインは尋ねる。聞こえてきたのは広大にも聞き覚えのある声。ラヴィーのお付きだった黒服のどちらかだ。そしてその声は衝しよう撃げき的てきな事を伝えてきた。

「申し訳ありません。インテリジェンスコンセプション。姫さまが攫さらわれました」

「なに!?　まさかハンドレッドワンアーキペラゴか!?　サスペンデッドレインがいながらどうしたというのだ？」

『一〇一の群島』や『中断した雨』というのがｂｉｏクラフトの名前だというのは何となく想像がつく。それがラヴィーやヴィーア、ヴァインとどういう関係なのかは、広大たちにはさっぱりだ。だがハンドレッドワンアーキペラゴが敵対しており、サスペンデッドレインが味方というのは何となく想像が付く。

　しかしその想像はあっさりと覆くつがえされた。

「違います。それが、その……」

　一時、言いよどんでから黒服の声は伝えた。

「そのサスペンデッドレインが裏切ったんです!!」

「なんだと!?」

　その報告はヴァインやヴィーアにとって、まったく予想外のものであったようだ。思わず強こわ張ばらせた顔を見合わせた。

「くそ！　してやられたか!!　よもやあ奴が間諜とはな……っ！」

　握りしめるヴァインの拳こぶしは怒いかりのあまり震ふるえていた。




「……嘘うそだ」

　力なくラヴィーは床に膝ひざを落とした。

「嘘だ。そんなの、嘘だ……」

「嘘ではありません。姫さま」

　フィーリオ・サスペンデッドレインは言った。

「私のアペンディックス『追跡する目パシユートアイズ』は、数万光年先にも映像を送ってくる事が出来るのは、姫さまもご存じでしょう」

　フィーリオの手の平の上に浮かぶのは、ガラスのような半はん透とう明めいの物質で出来た球体。大きさはピンポン球ほどだ。その球体からラヴィーの目の前に映像が浮かび上がっている。映像だけではない。音声もだ。

　フィーリオはそのシーンを再び投とう影えいした。

「私は『グロリアスドーン』です。審判の四姉妹、刃やいばの次女と言えば分かっていただけるでしょうか」

　映像の中ではティセがそう言っていた。

「嘘だー！」

　頭を垂れたままでラヴィーはそう叫んだ。

「これは密かにヴィーアに付けた送信機からの映像に間違いないのです。現実を認めてください。姫さま。栄さかえ黎れい子こティセはｂｉｏクラフト『グロリアスドーン』。そして大空広大はそのｂｉｏパートナーです。大空広大はもともと姫さまとは契けい約やくする事など出来なかったのです」

　ラヴィーは床に座すわり込みうなだれているだけ。

「力を手に入れてください、姫さま」

　フィーリオは言った。

「ｂｉｏクラフトも、メリグナントクラフトをも越えた力を！　そうすれば奴やつらを見返す事も出来ましょう」

　しかしラヴィーはフィーリオの言葉など耳に入っていなかった。ポケットから取り出したそれを見つめているだけだ。

「……たのに。友達だと思っていたのに……。それなのに……」

　手の平の中のそれを握りしめ、放ほうり投なげようとする。しかしラヴィーの手は途中で止まる。

　そしてのろのろと立ち上がると、背後に控ひかえていたフィーリオへと向き直る。どこか焦しよう点てんの定まっていない目でラヴィーは尋たずねた。

「なぜ父上やヴィーアは、その力の事を話してくれなかったのだ……？」

「姫さまを心配なさっているからです」

　フィーリオは答えた。

「姫さまが、ｂｉｏクラフトもメリグナントクラフトも越えた力を扱あつかいきれるか。それを心配していたのです」

「バカにするな！」

　反射的にラヴィーは叫んでいた。

「ティセに出来て私に出来ぬはずがない！　いや、私だから出来る！　行くぞ、フィーリオ！　ハンドレッドワンアーキペラゴの許もとへ!!」

「無論です。我が『サスペンデッドレイン』はすでにハンドレッドワンアーキペラゴの許へ急行しております」

「うむ。よろしい」

　そう言うとラヴィーは、ｂｉｏクラフト『サスペンデッドレイン』のキャビンに用意されたシートに座る。それでも視線は床に落としたまま、フィーリオの方を見ようとはしない。

　フィーリオもラヴィーに背を向けてつぶやいた。

「こういう芝しば居いはどうも不得手だ。あの男ならば、笑いながらこなせるのだろうが」

　その背後でラヴィーは無意識のうちに、手に握っていたあのストラップをポケットにしまっていた。
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ｔｕｒｎ　２―４／５　「いいのか、本当にそういう結論でいいのか!?」







「どうぞ、召めし上がってください。急なお話だったもので、あり合わせのものしかありませんが」

「あのね、静しず花かはお料りよう理り得意なんだよ！　なに作ってもおいしいんだから!!」

　ティルが自じ慢まんげにそう言った。

「ほぉ、どれどれ。おお、これはなかなかうめえじゃないか」

　サンドイッチを頬ほお張ばったクレケンスが思わずそう唸うなる。

「おいしいですの～～」

　プレーナも顔をほころばせる。すました風を装よそおっていたが、弟妹の様子に我が慢まんが出来なくなったようである。ノワも手を出す。

「うむ、これは確かに美味であるな」

「ここんところ、ろくなもの食わせてもらってなかったからなあ」

「何を言う！　ＵＮｂＡＲ職員と同じものを食べさせてるじゃないのさ！」
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「それがろくなものじゃねえって言ってるんだよ！」

　クレケンスとアーネチカが言い争いを始めてしまった。

「それで……」

　げんなりとした視線をそちらへ送っていた桜さくら子こが、広こう大だいの方へ向き直ると言った。

「なんであの三馬ば鹿かが付いてきてるのかしら？」

　耳ざとくクレケンスが桜子の言葉を聞きつける。

「誰だれが三馬鹿だ！」

「あなた方の他ほかに誰がいるのかしら？」

　振り返かえりもせず桜子はそう言った。クレケンスは不満げにぶつくさつぶやいていたが、それ以上は事を荒あら立だてるつもりもなさそうだ。静花が用意してきたお弁当に戻ってしまう。

「わはははは、まあ良い。呉ご越えつ同どう舟しゆう、結構ではないか」

　そう言うのはヴァインである。ここはｂｉｏビオクラフト『インテリジェンスコンセプション』の中。ヴァインは先程まで接続シートに着いていたが、あとは目的地に接近するまでやる事がないため、キャビンの方へやってきたのだ。

　同行者は広大、恵けい子こ、静花に桜子。そしてアーネチカとそれぞれの契約ｂｉｏクラフト。さらに月光三兄きよう妹だい。アンリはフランスに戻っていた為、すぐに同行する事が出来ず、内うち山やま田だは北ほく綾りようグラウンド地下のＵＮｂＡＲ日本支局特別分室の留守番だ。

　ペンデュラム財団側からは、ヴァインとその契約パートナー。ヴィーアとやはり契約パートナーであるオードリー・マシューズが参加している。ヴァッチ、ヴィッスはペンデュラム財団本部で留守番である。

　妹たちや月光三兄妹と静花のお弁当を囲んでいるティセへ視線を向けるとヴァインは言った。

「メリグナントクラフトの協力者もいるとはさすがにクィーン。今回は彼かれ等らの協力も必要になるでしょう」

「それよりも桜子ちゃんの方は大だい丈じよう夫ぶなのか？　ほらもう受験だろう」

　いつまでも自分をちゃん付けで呼ぶ広大に、桜子は一いつ時とき不満げな視線を送る。しかしこれ以上、言っても無駄と悟っているのか、視線を落とすと答えた。

「模試では充分な成績を残してますから問題ありません」

　そのやりとりが聞こえたのか、後からティオがくちばしを突っ込んでくる。

「桜子って成績はいいのよ。朝が弱いけど」

「ティオ！」

　ティオを一いつ喝かつすると、桜子は広大とヴァインの方へ向き直る。

「それにあんな大おお騒さわぎになったんですから、無視するわけにもいかないでしょう」

　桜子が言うのはニュースなどでも報道された『足あ立だち区く上空に現れた謎なぞのｂｉｏクラフト』の件だ。言うまでもなくその正体はこの『インテリジェンスコンセプション』。量子ブラインドの展開を忘れたまま低空に進入してきたので一ひと騒そう動どうになってしまったのである。

　ペンデュラム財団や連れん絡らくを受けたＵＮｂＡＲがもみ消そうにも、すでにあちらこちらで報道されており完全に後手に回ってしまったのだ。

「わははは、申し訳ない。このインテリジェンスコンセプション、一生の不覚!!」

　笑いながらそう謝あやまられてもまったく説得力がない。広大と桜子も顔を見合わせてため息をつくだけだ。

　しかし今はヴァインしか頼たよれる相手はいないのだ。広大は気を取り直して尋ねた。

「それで昨日の話の続きですが……」

「うむ。そうだったな」

　ヴァインも真しん剣けんな面おも持もちに戻り肯いた。広大はティセを呼ぼうと頭こうべを巡めぐらせる。しかし話の流れを察していたのか、ティセは妹たちの許もとから広大とヴァインの側そばへ、とたとたと歩み寄ってきていたところだった。

「私も詳くわしく聞きたいです」

　手を差し伸べるいつもの仕草でティセは言った。

「承知いたしました、クィーン。さて昨日も話したとおり、ラヴィーは私の娘むすめではありません。そもそもｂｉｏクラフトでもありません。あの子は人間。私が以前、契約していたパートナーの娘です」

　昨夜、ある程度の事はヴァインから聞いており、謎のｂｉｏクラフト騒そう動どうを知って連絡してきた桜子や静花にもおおよその事は伝えてある。

「私もラヴィーはｂｉｏクラフトではないと思ってました」

　確かにティセは最初からそう言っていた。

「ラヴィーはドリルの素晴らしさを理解していませんからね」

「うむ、それには同意です。儂もドリルの素晴らしさについては、ことある毎ごとによく言い聞かせていたのですが」

「申し訳ありません。私の教育にも至らぬ所がありました。ちゃんと姫さまにドリルの素晴らしさを教えておければ良かったのですが」

　ヴィーアが深々と頭を下げる。このままｂｉｏクラフトにドリル談義をはじめさせると、いつ話が終わるか分からない。慌てて広大は話に割って入った。

「まぁドリルの素晴らしさはともかく……。なぜペンデュラム財団はラヴィーにｂｉｏクラフトの姫と名乗らせて、何をやらせようとしていたんですか？」

　後ろでは静花や月光三兄妹もその答えに耳を傾かたむけていた。

「それは私の方からお答えしましょう」

　そう言いながら『インテリジェンスコンセプション』の制せい御ぎよデッキから降りてきたのは、白人の品の良い老ろう紳しん士し。ヴァインから『インテリジェンスコンセプション』の現ｂｉｏパートナーとだけ聞いている。

「自己紹しよう介かいが遅おくれました。ジョセフ・アーサー・チェンバレンと申します。私の日本語は問題ありませんか？　実際に日本の方と話すのは久しぶりですので」

「ええ、大丈夫です」

　広大は肯いた。もっとも広大に静花、アーネチカは英語であっても特に問題はない。いささか怪あやしいのは恵子に桜子くらいだが、いざとなればサテライトの翻ほん訳やく機能も使える。日本語で話しかけてきたのは、あくまでチェンバレンの好意だろう。

「ジョセフはいまペンデュラム財団の経理、法務全ぜん般ぱんを担当している。事実上の最高責任者だ」

　ヴァインにそう紹介されてチェンバレンは微笑ほほえむ。

「いえ、先代から任されていた事をこなしていたらこうなっただけです。さて、その先代ですが。その方がラヴィーさまの本当の父上。私は先々代の頃ころより、ラヴィーさまの一族に仕えてきた執しつ事じでございます」

　その言葉に恵子が盛り上がる。

「おお、リアル執事！　やっぱり風格が違ちがうと思ったわ！」

　広大は黙っていろと目配せするが、チェンバレンは品の良い笑えみを恵子に送ると、話を続けた。

「ラヴィーさまが幼い頃、ご両親は不幸な事故で亡なくなられてしまい、それ以来私が財団を切り回しております。そのペンデュラム財団ですが、公的に認められる以前からｂｉｏクラフトと接せつ触しよくしてきた集団です」

「なるほど……。みさきさんと同じような事が、他でもあったというわけか」

　広大はティセや桜子と肯きあった。夏に海で出で逢あった巻まき瀬せみさきという女性。彼かの女じよもまた人類との公的な接触以前に、密ひそかに地球を訪おとずれていたｂｉｏクラフトだったのだ。確かに他に同じようなｂｉｏクラフトがいてもおかしくはない。

「その方の話は存じ上げませんが、我々はｂｉｏクラフトと接触しても、それを公表せず、秘密を守りながら両者のよりよい関係を密かに模も索さくしてきたのです」

「ｂｉｏクラフト側も同様だ」

　ヴァインがチェンバレンの話を補足する。

「公的な接触以前に地球人と交流を持ったｂｉｏクラフトは、その事実を隠かくし続け、よき共存の手段を模索してきた」

「ちょっち質問」

　アーネチカが手を挙げる。

「公式な接触以前に地球人と交流を持ったｂｉｏクラフトって、あんたの事なのかね。ヴァイン？」

　ＵＮｂＡＲ職員であるアーネチカの問いに、ヴァインは答えたものかどうかと一時思案するが、チェンバレンが肯くのを見て口を開いた。

「いや、儂ではない。実のところ儂もそれが誰なのかは知らないのだ。儂が地球に来たのは、イモータルヌーンの公式接触発表以降だからな。そしてペンデュラム財団の存在を知り、その理念と目的に共感してラヴィーの父と契約したのだ」

「理念と目的？」

　どうやらそちらの方が重要なようだ。広大の問いにヴァインは重々しく肯いてから答えた。

「ペンデュラム財団の究極的な目的は、地球人をｂｉｏクラフトにする事だ」

　余りに唐とう突とつな言葉に、広大たちは呆あつ気けにとられるだけで言葉がない。その中でいち早く口を開いたのはヒュージンであった。

「そりゃ、あんた。無理だよ。インテリジェンスコンセプション」

　ティセもヒュージンに同意するように、激しく両手をぱたぱたさせている。我に返ったアイシャもヴァインに反論する。

「そうですわ。そんな事が出来れば誰も苦労しません」

「おやおや、笑える事を考える奴もいたもんだ」

「うむ。大層、愉ゆ快かいな御ご仁じんだな」

　クレケンスやノワの対応も冷れい淡たんだ。

　広大と恵子、そして桜子や静花もこの反応の理由が分からず顔を見合わせるだけだ。確かに地球人をｂｉｏクラフトにするというのは、無む茶ちや苦く茶ちやな目的だとは分かる。しかしそもそもｂｉｏクラフトが存在しているのだから、決して不可能とも思えない。

　だがしかし……。広大は考えを巡らせる。

　ｂｉｏクラフトは生物。知的生命体。そう言われてきた。それにしては新たに生まれたｂｉｏクラフトという話は聞いた事がない。生物なら繁はん殖しよくするのが当然。何十億年という寿じゆ命みようを持つｂｉｏクラフトだから出生率が極きよく端たんに低いという説も聞いた事がある。

　本当にそうなのだろうか。

　そもそもｂｉｏクラフトは生物としては異常だ。人間の姿をしたホロン体は、あくまで地球人と接触する為に取っている姿。本来の姿であるｂｉｏクラフト形態は、あまりにも機械的で生物という概がい念ねんからは極端に離はなれている。

　普通に進化してきたとは思えない。人類に似た知的生命体が、その知能をドリル付き宇宙船に移植したと考える地球人の科学者もいる。

　それが正解ならば、地球人でも同じ事が出来るはずだ。

「出来る！」

　広大が巡らせる考えに答えるようにヴァインは言った。

「出来るのだ。ブランクのｂｉｏクラフトが手に入れば!!」

「それこそ不可能な話だよ、インテリジェンスコンセプション」

　再び間かん髪はつを容いれずにヒュージンが反論した。

「ブランクのｂｉｏクラフトって、龍りゆう騎きのブランクフォームや、電でん王おうのプラットフォームみたいなもんかしらね？」

「最近の特とく撮さつヒーローは、無駄なフォームチェンジが多くて先生は良くないと思うのさ」

「あーちゃん司令も恵子もちょっと黙ってて」

　ずれた話を始める恵子とアーネチカに広大が注意する。

「ブランクのｂｉｏクラフトなんて……。あ……」

　いつも飄ひよう々ひようとしているヒュージンの顔に緊きん張ちようが走る。

「ハンドレッドワンアーキペラゴ……。僕ぼくと同じナンバリングタイプって事は……」

「うむ、その通り！」

　ヴァインは言った。

「解かい析せき能力がある。それも対メリグナントクラフトに特化した解析能力がな」

「それにしたって……。解析能力があるからと言って確実に、メリグナントクラフトからｂｉｏクラフトのブランク体を得られるわけじゃない。それにはそれこそ、気が遠くなるような時間が……」

「ハンドレッドワンアーキペラゴはそれをやったのだ。イレブンスコンシャス。地球人で言えば何十億年もの間、ハンドレッドワンアーキペラゴは、ただ単にメリグナントクラフトの解析を続け、ついにブランクのｂｉｏクラフトを手にしたのだ！」

「……どういうこと？」

　恵子に尋ねられても、実際問題、広大としてもちんぷんかんぷんだ。横にいる桜子も困こん惑わくした顔を広大に向けるだけ。救いを求めるようにアーネチカに視線を送ってみると、さすがに思い当たる所があるようで、真剣な顔で何やら考え込んでいる。

「あーちゃん司令？　何か分かりましたか？」

「早い話があれさね」

「あれ？」

「人間の意識をメカにコピーするんだろうさね。早い話が『キョーダイン』さね」

「……はい？」

　広大は怪け訝げんな顔だが、恵子がさっそく食いつく。

「キョーダインというと、企き画かくタイトルが『スカイブラザー』で、幼年誌に連れん載さいしていた漫まん画がが、途中から原作無視のギャグになって、それが無駄に面おも白しろかったという、あの伝説の作品！」

「そうさね。あと当然大おお月つきウルフさんを忘れてはいかんさね」

「何の話ですか……？」

　呆気にとられる広大に向かって、恵子とアーネチカは声を合わせて答えた。

「いや、だから『宇宙鉄人キョーダイン』という昔の特撮……」

「真ま面じ目めにやって下さい！」

　そんな二人を桜子が一喝した。




「まだ抵てい抗こうがある」

　フォアン・ハンドレッドワンアーキペラゴはそうつぶやく。

「あと少し。あと少しなのだ。決定的な何かが足りない」

「決定的な何かというと？」

　反対側が見通せない程ほどの広大な球形の空間。その内側を取り巻く回かい廊ろうから、球の中心へ向けて通路が延びていた。その通路の先に半透明の、まさに水すい滴てきのような物体が浮いている。それを見上げるフォアンの後ろにいたフィーリオ・サスペンデッドレインがそう尋ねる。

「心理的なものだろう。姫さま……、ラヴィーの精神的な何かが、あの力を受け入れる事を拒こばんでいるようだ」

　そしてフィーリオの方へ向き直ると、フォアンはぼやく。

「まったく地球人の心理というものはさっぱり分からん」

　お前が分からないのも当然だがな……。そう考えてもフィーリオは口には出ださない。代わりにあるアイディアを提示する。

「原因については、私に心当たりがある。ちょうどいい。向こうからこちらへ来てくれるはずだ」

「私に分からぬ事が、お前ごときに分かるとでも？」

　今のフィーリオの言葉が癪しやくに障さわったようだ。フォアンは憤ふん然ぜんとしてそう言い放つ。

「ああ、分かるとも。ハンドレッドワンアーキペラゴ。あなたは長い間、他者と接触せずブランクｂｉｏクラフトの入手に専念してきた。その分、地球人の心理が分からずとも無理はない。その点は私に任せてくれ」

　フィーリオが下手に出たので、一応、フォアンも納なつ得とくしたようだ。背を向けてぞんざいに言い放つ。

「ああ、分かった。お前がそう言うなら任せるとしよう」

　フィーリオは通路を戻もどりながら、口元に皮肉な笑みを浮かべていた。

「あと少しだ……」

　再びそれを見上げてフォアン・ハンドレッドワンアーキペラゴは言う。

「いくつもの星が生まれ、死んでいくのを見ながら、私はずっとこの仕事をしていた。ずっと、ずっとなのだ！　これ以上は待てぬ。待てるはずがない……！　私の手により生まれるのだ、ｂｉｏクラフトもメリグナントクラフトも越えた存在が……！」

　水滴状物体のさらに上空には、球体を五つ組み合わせた分子模型のような、差し渡わたし百メートルはありそうな物体が浮ういていた。

　その真下、水滴の形をした物体の中央には小さな人の影があった。

「あなたは、新たな世界の姫となるのです。ラヴィー・スプレンディッドペンデュラム！」

　そう、その姿は眠ねむっているかのようなラヴィーだったのだ。




「つまり……」

　その後もヴァインとチェンバレンが話してくれた内容をまとめて広大は言った。

「ペンデュラム財団は、人類とｂｉｏクラフトの統合の象しよう徴ちようとして、地球人のｂｉｏクラフト化を構想していた。そして現段階のその候補がラヴィーだったという事ですか？」

「そういう事になります」

　チェンバレンは肯き、そして続けた。

「しかし現段階での候補がラヴィーさまといってもそれはあくまで象しよう徴ちよう的てきな事。私どもペンデュラム財団としましても、地球人のｂｉｏクラフト化については時じ期き尚しよう早そうと考えております」

「あくまで何百、何千年という単位での計画だ。ラヴィーの候補、姫という地位についても、いまジョセフが言ったとおり象徴的存在以外の意味合いはない。……しかし少々、それに拘こだわる連中が出てきてな」

「なぁ～～るほど、それがハンドレッドワンアーキペラゴというわけだねえ」

　うんうんと肯きながらヒュージンが言った。

「何十億年もかけてようやくブランクのｂｉｏクラフトを手に入れたんだ。そりゃすぐに結果を見たいのも分からないじゃないなあ」

「そりゃ、典型的なマッドサイエンティスト気質かたぎさね、ヒュージン」

「あーちゃん先生が、それを言いますか？」

「おお、言うさね！　何か問題でもあるのか!?」

「いえ、別に……」

　自信たっぷりのアーネチカに広大も黙だまるしかなかった。

「地球人はｂｉｏクラフトの力を手に入れるにはまだ幼い。そして実のところ我々も地球人を完全にｂｉｏクラフト化できるわけではない。一体化するにはまだ分からぬ事が多過ぎるのだ」

　そう言うヴァインの前にティセがついと進み出る。

「しかしそれはｂｉｏクラフトではありません」

　ティセは言った。

「ｂｉｏクラフトは文明の守護者にして監かん視し者です。その目的を達成するには、永遠に存在しなければなりません。なにより地球人にそれを強しいるのは我々の傲ごう慢まんです」

「そうですな。……しかしクィーンよ。イモータルヌーンが言うように、地球人が我々の要求に応こたえてくれるまでに成長、進化するのを待つには、余りにも時間がかかりすぎます。それに……」

　ヴァインが言いい淀よどむまでもなく、当事者の方から説明してくれた。

「俺たちメリグナントクラフトもいるしな」

　にやりと笑いながらそう言うクレケンスだが、ノワとプレーナの視線にバツの悪い顔で黙り込む。

「いずれにせよ、ハンドレッドワンアーキペラゴがラヴィーをｂｉｏクラフト化すると言っても、それは完全なものではありません。今の段階では完全な一体化は出来ず、せいぜいパートナー無しでｂｉｏクラフトを操作できるようになる程度のものです」

「それにしても大したもんだよ。うん」

　ヒュージンは頻しきりに感心してみせる。

　突とつ然ぜん、ヴァインは聞き耳を立てるように小首を傾かしげてみせる。

「うむ。そろそろ到とう着ちやくだな。ジョセフ、念ねんの為、制御デッキに着いてくれ」

「おお、もうそんな頃ころ合あいですか。それでは皆みなさん。もうすぐ『ハンドレッドワンアーキペラゴ』のｂｉｏクラフト形態が確かく認にんできますよ」

　広大たちにそう言うとヴァインとチェンバレンはｂｉｏクラフト『インテリジェンスコンセプション』の操縦に戻った。

『インテリジェンスコンセプション』は、ビショップ級の中では小型の部類だが、その分、高速飛行性能に優すぐれている。この場にいるｂｉｏクラフトの中では一番、足が速いのである。

「なんか週末の恒こう星せい間旅行にも、すっかり慣れちゃったわねえ」

　恵子がそうぼやくが、今回も恒星間どころではない。へびつかい座ざ方面の銀河間空間、いわば銀河系の裏庭に向かって百数十万光年を飛んできたのだ。

「……あの、大おお空ぞらさん、アーネチカ先生。ちょっと気になる事があったんですけど」

　先さき程ほどからティルやティオとお弁当を食べていた静花が、声をひそめ少し厳しい表情で話しかけてきた。

「いまヴァインやジョセフさんが、メリグナントクラフトからｂｉｏクラフトのブランクを作り出したって言ってましたが……。それはひょっとして……」

　広大もすぐには答えられない。

　メリグナントクラフトはあらゆる生命体を敵視する存在。ｂｉｏクラフトが暴走したものとも言われているが確たる証しよう拠こはない。

　イモータルヌーンはこの点に関しても明言は避さけており、月光三兄妹も自分たちの出自については詳しくは知らないようなのだ。

　だが今のヴァインの説明からすると、まるでメリグナントクラフトからｂｉｏクラフトが生まれたようにも解かい釈しやくできる。

「まぁまぁ、その辺は地球に戻ってからにするさね。ラヴィーを助ければ、色々と分かる事もあるだろうし」

　何か考えがあるのだろう。アーネチカはその話を切り上げた。

「予あらかじめ注意しておきますが、お三人にはいささかショックかも知れません。心構えをしておいてください」

　チェンバレンがそう呼びかけたのは月光三兄妹であった。

「我々が……？　いや、心構えと言われても……」

　ノワが当とう惑わくする間に、キャビン全体にｂｉｏクラフト『インテリジェンスコンセプション』周囲の映像が浮かび上がる。

「……う!?」

　さしものノワもその光景に言葉を失った。プレーナは黙って長ちよう兄けいに抱だきつき、顔を伏ふせるだけ。

「あはははは……！」

　クレケンスは恐きよう怖ふを紛まぎらわせるように乾かわいた笑いを洩もらす。

「こりゃ、確かに愉快な野や郎ろうだ。そのハンドレッドワンアーキペラゴってのは！」

　映像をよく観察した広大も、三兄妹のその反応がよく理解できた。

　ｂｉｏクラフト『インテリジェンスコンセプション』の真正面にあるのは、妙な金属光こう沢たくを放つ小しよう惑わく星せい。遠く離れた薄うす暗ぐらいＫ型恒星の光に、小惑星の周囲にある無数の物体が浮かび上がっていた。

　ばらばらになった機械の部品や破は片へんに見える。その中にもっとも多く目立つもの。それは鋸きよ歯し状のパーツを持つロープのような細長い物体。チェーンソーだ。

　どうやら無数に浮かぶその物体は、ばらばらにされたメリグナントクラフトのようなのだ。

　メリグナントクラフトも、ｂｉｏクラフト同様、破は壊かいされると光の粒りゆう子しになって消しよう滅めつする。それがなぜかパーツとして残って、小惑星の周囲に放置されているのだ。

「解析に利用したメリグナントクラフトだ。ここ十数万年分はある。そして消滅してない事からも分かるように、あれらはまだ活動している。しかし一方で停止状態にもある」

　ヴァインがそう説明してくれた。

「差さし詰ずめゾンビ状態って事か……」

　戦って倒たおすならいざ知らず、実験材料として解析して、周囲に放置するに任せるとは。メリグナントクラフトはあらゆる文明の破は壊かい者しや。しかしだからといって、このやり方は……。

「許せませんね」

　広大の思いをティセが代弁してくれた。




「アミークス同どう胞ほうを助けてくれた恩義もある。姫ひめとやらを助けたいのなら、看かん過かしてもいいが、あの情報通りなら何が何でもハンドレッドワンアーキペラゴだけは確保しなければならないな」

「ああ、俺おれたちが言ってる事が正しいという証拠になるからな。オネストホワールウィンド」

　制御デッキに着いたその男はオネストホワールウィンドに答えた。

「しかし、いいのか？　この前も声すらかけなかったではないか」

「お互たがい様さまだ」

　男は笑う。

「お前もあの女ナイトとは色々とあるんだろう」

「それこそ、気を回しすぎだ。ｂｉｏクラフトを地球人と同じように考えるな」

　そしてオネストホワールウィンドは付け加えた。

「ハンドレッドワンアーキペラゴの裏に、あの連中がいるのなら、近くに潜ひそんでいる可能性がある。気を抜ぬくなよ、大だい地ち」




　ｂｉｏクラフト『ハンドレッドワンアーキペラゴ』は金属光沢の小惑星内部に潜んでいる。小惑星は直径二千キロほどだが『ハンドレッドワンアーキペラゴ』もその十分の一、直径二百キロのほどの球形だという話だ。

『インテリジェンスコンセプション』はゆっくりと『ハンドレッドワンアーキペラゴ』が潜んでいる小惑星へ接近していったが、これといった動きは見えなかった。逃とう走そうする気配も、オーグメントクラフトをけしかけてくる様子も、そして戦いを挑いどんでくる雰ふん囲い気きもない。そもそもハンドレッドワンアーキペラゴはパートナーと契約しておらず、また単独起動処置も受けていないため、今の状じよう況きようでは戦せん闘とう状態には入れないはずだ。

　そして小惑星の一角には、まるで『インテリジェンスコンセプション』が来る事を分かっていたかのように、巨きよ大だいな入り口がぽっかりと口を開けて待っていたのだ。

　ヴァインと契約しているチェンバレンは高こう齢れいという事もあり、戦闘になった場合、充じゆう分ぶんに対処できない。そもそもｂｉｏクラフトは若い人間と契約する傾けい向こうがあるが、ヴァインやヴィーアは、ペンデュラム財団とラヴィーの父の遺志を継つぐという意味合いで、例外的に高こう齢れい者しやと契約したのである。

　そのヴィーアの契約パートナーであるオードリーであるが、若い頃はかなり『やんちゃをやった』という事で、今でも充分に身体は動く。恵子がさすがはペンデュラム財団のメイド長と妙みような感心をしたのは言うまでもない。

　そんなわけで結局、ヴィーアのｂｉｏクラフト形態で、広大とティセが小惑星の内部へ入る事にした。

　広大とティセ。そして自分の面めん倒どうを見ていたヴィーアとオードリーなら、ラヴィーを連れ帰るのに適していると判断されたからだ。

　その間、入り口周辺はティル、ティオ、アイシャ、そして月光三兄妹が確保。『イレブンスコンシャス』は周囲の状況を確認しつつ、何か異変があったらすぐに連絡。危険な時は『インテリジェンスコンセプション』で緊きん急きゆう離り脱だつという作戦である。




　ヴィーアのｂｉｏクラフト形態『ラッキースプリングス』が、小惑星の表面に口を開けていた通路に入っても特に異変はなかった。

　通路は何かの搬はん入にゆう搬はん出しゆつ口のようで、周囲にはこれといって何もなく分ぶん岐きもない。ただ中央へ向かっているだけ。その中央近くで通路はいきなり途と切ぎれ、与よ圧あつ区画である事を示す隔かく壁へきが降りていた。

　しかし『ラッキースプリングス』が近づいただけで、それも難なく開き、通り過ぎると背後で閉じる。そして与圧が終わると、前方の隔壁が開いた。今度の隔壁はｂｉｏクラフト形態の『ラッキースプリングス』では通れそうにない。せいぜい自動車が数台並んで通れるかという幅はばしかないのだ。

　結局、ｂｉｏクラフト形態を収納すると、広大とティセ、そしてヴィーアとオードリーは隔壁を抜けてその奥おくへ入っていった。




　隔壁を抜けた先にあったのは、広い球状の空間。ちょうど巨大なボールの内側にいると思えば分かり易やすいだろう。ぐるりと回廊が取り囲み、広大たちの前から中心部へと向けて通路が延びていた。

　その通路の先に誰かの人ひと影かげがあった。

　誰だ……？　広大が確認する間もなくティセが飛び出して行った。

「ティセ！」

　あまり運動神経は良くないと言うティセだが、時折、思わぬ敏びん捷しようさを見せる事がある。今がまさにその時だった。広大やヴィーアが止める間もなく、何一〇メートルかはありそうな通路をそのまま一気に駆け抜けてしまったのである。

「私はこの場所を確保いたします。早く姫さまをお助けしなさい。ヴィーア」

「ありがとうございます。オードリー！」

　広大とヴィーアは慌あわててその後を追いかけた。

　なんだ、ありゃあ……。広大は通路の先にあるものに気付いた。人影の頭上に半はん透とう明めいの水滴状物体。しかしそれは卵のように下部分が割れている。そしてそのさらに上空には、分子模型を連想させる球体が五つ組み合わさった物。水滴状の物体はせいぜい差し渡し数メートルだが、球体が五つ組み合わさったものは一〇〇メートルを超えるだろう。

「ラヴィー」

　ティセの声が聞こえる。続いてヴィーアも叫さけんだ。

「姫さま!!」

　思った通り、通路の先にいる小こ柄がらな人影はラヴィーだった。ラヴィーは駆かけ寄よる広大たちに背中を向けたまま、どこか惚ほうけたような様子でじっと上空を見上げている。

「ラヴィー!!　大だい丈じよう夫ぶか!!」

　広大も声を掛かける。その時だ。ラヴィーは振ふり返った。

「なんだ、お前たちか」

　拍ひよう子し抜ぬけするような返答だ。しかしそれだけに広大は何かの違い和わ感かんを覚えていた。広大たちを見つめるラヴィーは、どこか物もの憂うげでけだるそうな雰囲気。いや、心ここにあらずと言った方が適当かも知れない。

「心配しました、姫さま！」

「心配しました、心配しました。とっても心配しました」

　ヴィーアに続いてティセも激しく両手をぱたぱたさせてそう言った。しかしラヴィーの様子は相変わらずだ。

「そうか……」

　そう答え再び上空を見上げる。その視線の先にはあの分子模型のような物体。

「一いつ緒しよに帰りましょう。ラヴィー」

「いや、いい」

　ティセの言葉にラヴィーは即そく答とうした。

「なぜですか、姫さま。姫さまはサスペンデッドレインに攫さらわれたのではないのですか？」

「ああ、そうか。そういう事になるのか……。でも、もういいんだ」

　ヴィーアにもラヴィーは噛かみ合あっていない返答をする。

「どうしたんだ、ラヴィー。様子が変だぞ」

　広大が一歩歩み寄るとラヴィーは振り返る。

「変ではない。もともと私はこうだ」

「変です。変です。具体的に変です」

　ティセが激しく両手をばたばたさせる。

「変ではない。もともと私はこうだ」

　同じ言葉を繰くり返してからラヴィーは付け加えた。

「私には最初から何もなかったのだからな」

「姫さま！」

　ラヴィーのその言葉にヴィーアは悲鳴のように叫んだ。

「何をおっしゃいますか！　このラッキースプリングスとオードリーをはじめ、インテリジェンスコンシャスとジョセフ、シックロック、シンクレイたちが、ずっと姫さまと一緒にいたではありませんか！」

「お前たちはペンデュラムに仕えていただけだ。私の友達でも仲間でもない」

「そんな事はありません。お願いですから、そんな悲しい事は言わないでください。姫さま……」

　今にも泣き崩くずれそうなヴィーアに代わって、両手をばたばたさせながらティセがくってかかる。

「私とラヴィーはお友達です。ヴィーアもラヴィーのお友達です。広大も、恵子も、藍あお留ると朱あか璃りも、孝たか郎おも兵ひよう衛えもお友達です。静花と桜子も、ティルもティオもみんな、ラヴィーのお友達です」

　その瞬しゆん間かんだ。惚けていたようなラヴィーの面おもてに感情が戻る。それも燃え上がるような激げき怒どの感情だ。

「じゃあ、なぜ嘘をついた！」

　それだけで広大はおおよその見当が付いた。どうやらティセがｂｉｏクラフトだという事は、すっかりばれてしまったようだ。そして何者かがそれを使ってラヴィーを唆そそのかした。非常に単純だが、年とし端はのいかない少女相手には効果的な手段だ。

「お前がｂｉｏクラフトである事を、しかもクィーンである事を……！　広大がそのｂｉｏパートナーである事を、なぜ隠していた!!　それが友達か!!」

　ティセに代わって激高するラヴィーの前に立って広大は言った。

「隠していた事を責めるのなら謝る！　だから今は……」

「謝って欲ほしいんじゃない!!　お前はそのくらい分からないのか!!」

　しまった……。広大は歯がみする。脱だつ出しゆつに焦あせる余りラヴィーの心情を慮おもんぱかる事が出来なかったのだ。

「ラヴィーを巻き込みたくありませんでした」

　再び広大に代わってラヴィーの前に立つとティセは言った。

「それにラヴィーとは、ｂｉｏクラフトや地球人とは関係なしにお友達になりたかったんです」

「もういい……」

　ラヴィーはぷいと背を向ける。

「もういい。私は何でも手に入れる力を得た。それさえあれば、友達も仲間もいくらでも手に入る」

　そう言うとラヴィーは上空に浮かぶ、あの分子模型のような物体へと手を伸のばす。その一角にきらりと光が生じると、何かがゆっくりとラヴィーの手の中へと降りてくるではないか。降りてくるにつれて、それが長さ三〇センチほどの細い棒状の物体だという事が分かる。

　不安を感じたのか、ティセはそんなラヴィーを止めようと必死だ。

「駄だ目めです。いけません。ラヴィーは具体的に間ま違ちがっています」

「間違ってなどいない。私はｂｉｏクラフトもメリグナントクラフトも越こえた力を手に入れる。そうすれば友達だろうと、仲間だろうと思うがままだ」

「それは間違っています。力だけで何でも手に入る訳ではありません。力で手に入る物が、みんな素す晴ばらしいものではありません」

　後ろにいるティセや広大は気付かなかった。ティセのその言葉を耳にした時、ラヴィーの表情に動どう揺ようが走ったのだ。そして伸ばした側と反対の手は、服のポケットへ向かう。ラヴィー自身しか知らないが、そこにはティセからもらったあの四姉妹のストラップがあるのだ。

　遊園地に行けば千円もせずに手に入る安物のストラップ。だがそれはティセからお礼れいとして貰もらった大切なストラップなのだ。

「大空広大！」

　その時だ。オードリーの声が響ひびいた。

「ｂｉｏカードで連絡した所、上空の丸い物体がブランクｂｉｏクラフトである可能性が高いとの、イレブンスコンシャスの報告です。姫さまをそれに近づけてはいけません！」

　英語でまくし立てられたが、広ひろ海みの影えい響きようで日常会話程度は難なくこなす広大だ。すぐに反応する。

「やめろ、ラヴィー！」

　ブランクｂｉｏクラフトから降りてくる棒状の物体。するとそれはブランクｂｉｏクラフトのサテライトである可能性が高い。もしそうならばサテライトを手にすれば、ラヴィーはブランクｂｉｏクラフトと契約してしまう事になる。

　しかし広大とオードリーの行動は結果的に逆効果だったようだ。ラヴィーはハッとして我に返ると、つま先立ちになり手を伸ばして、その棒状の物体を取ろうとする。

「ラヴィー！」

「姫さま!!」

　広大とヴィーア、そして両手をぱたぱたさせて何とか止めようとするティセの目の前で、ラヴィーはついにその棒状の物体を手にしてしまった。

「すぐにそれを捨てるんだ」

　広大はラヴィーからそれを奪うばい取とろうとする。

「退ひけぃ!!」

　ラヴィーは振り返りざま、その棒状の物体を振り抜いた。すると目に見えない衝しよう撃げきが広大に襲おそいかかり、簡単に数メートルほども飛ばされてしまう。ヴィーアが慌てて支えてくれなければ、そのまま通路の下に落ちていたかも知れない。

「もういい……」

　そう言うラヴィーの髪かみが、見る間に珊瑚色コーラルピンクから漆しつ黒こくに染まっていく。

「私はすべてを越える力を手にした。ｂｉｏクラフトもメリグナントクラフトも……、すべてを越える力を……！」

　ラヴィーの手の中で棒状の物体は、扇おうぎのように広がっていく。それは確かに扇おうぎ形がたのサテライトだ。その縁ふちに沿ってチェーンソーが付いているのは、メリグナントクラフトのサテッレスに似ている。

「駄目です。いけません。ラヴィー」

　それでもティセはラヴィーを止めようとする。

「駄目も何もない。これからは私がすべての基準、ルールなのだ。そして私はこの力ですべてを手に入れる」

　優ゆう雅がに扇形のサテライトを振りラヴィーはそう言った。その背後からブランクｂｉｏクラフトの球体がゆっくりと降りてくる。

「わははははは!!」

　やにわに男性の笑い声が響く。ブランクｂｉｏクラフトとは逆、今度は下の方から別のｂｉｏクラフトが上じよう昇しようしてきたではないか。三本衝角のナイト級ｂｉｏクラフト。その船体に立つのは、画家のようなスモックを着た男だ。

「ハンドレッドワンアーキペラゴ！」

　ヴィーアは男の名を叫ぶ。

「あいつが……」

　元げん凶きようとなった男を睨にらみ付つける広大だが、相手はまったく意に介かいしていないようだ。ラヴィーに向かってフォアン・ハンドレッドワンアーキペラゴは声をかけた。

「姫さま！　これであなたは名実ともに姫さまです。ｂｉｏクラフトも、メリグナントクラフトも越えた姫！　いやはやまったく！　サスペンデッドレインの言うとおり、あの地球人に会わせて良かった！」

　そこでようやくフォアンは広大たちの方へ視線を向ける。

「迷っていた姫さまの背中を押おしたのは、お前たちだからな！」

　するとここへおびき寄せたのは、あの連中の作戦だったのか？　見事に填はめられたという事か……？　広大は震ふるえるほどに拳こぶしを握にぎりしめていた。

「さぁ姫さま！　私にそのお姿を見せてください。『スプレンディッドペンデュラム』のお姿を！」

「その名は捨てよう」

　扇で口元を隠しながらラヴィーは言った。

「そうだな。これから私の事は……、『ゴージャスメダリオン』とでも呼ぶがよい！」

「おお、『ゴージャスメダリオン』！　まさにあらゆる力を統すべる姫に相応ふさわしいお名前！」

　感激するフォアンの頭上で、分子模型のようなブランクｂｉｏクラフトが見る間に姿を変えていった。それと同時に通路や、球形の空間を形作る壁かべも崩れていく。人工的に作られていた重力も弱くなってきたようだ。

「あまり素晴らしい名前とは言えません」

「なにを言う！　これ以上はない素晴らしい名前だろう！」

　両手をぶんぶんさせながら抗こう議ぎするティセと、今ひとつ緊張感のない反論をするラヴィーだが、これ以上はここにいるわけにはいかない。

「大空広大。ｂｉｏクラフト形態を展開します。グロリアスドーンをお願いします」

「分かった。ティセ、逃にげるぞ！」
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　ティセの手を取ると広大はヴィーアの方へ向かって走った。そのヴィーアもパートナーのオードリーの方へ走りながら叫んだ。

「エクスパンション『ラッキースプリングス』！」

　ヴィーアを中心に光が走るや、広大たちもその中に包まれていった。そして光が収まったかと思うとｂｉｏクラフト『ラッキースプリングス』のキャビンに居たのだ。走っている最中にいきなり転送された形なので、キャビンに現れると同時につんのめりそうになる。

「小惑星が崩壊しています。脱出しないと危険です。ミスター広大」

　歳としには似合わぬ身軽な動作で制せい御ぎよデッキに飛び上がりオードリーは言った。

「いま外のインテリジェンスコンセプションから連絡がありました。小惑星の周囲にあったメリグナントクラフトの残ざん骸がいが動き始めているそうです」

「なんだって？」

　接続シートに着いたヴィーアの言葉に広大は耳を疑う。

「あの残骸、動くのか？」

「私だ。私がやってるのだ」

　キャビン内に突然、ラヴィーの声が響いた。次の瞬間、黒くろ髪かみのラヴィーの姿が映像となって浮かび上あがる。

「強制的に映像信号を入力してきてます」

　ヴィーアがそう報告してきた。

「私はメリグナントクラフトの残骸を操あやつるなど造作もない。お前たちを倒す事で、この『ゴージャスメダリオン』誕生を完全なものとしてみせる」

「姫さま、なぜ!?」

　ヴィーアの問いに黒髪のラヴィーは扇を振り抜いて叫んだ。

「私をそう呼ぶな！　私はゴージャスメダリオンだ！　ｂｉｏクラフトもメリグナントクラフトも越えた存在なのだ!!」

　そう言い放つやラヴィーの映像は消えてしまう。

「ゾンビメリグナントで、入ってきた通路がふさがれているようね」

　一人冷静なオードリーが状況を見てそう言う。周辺状況を示す映像では、確かに通路の出口付近にメリグナントクラフトの残骸、オードリーがゾンビメリグナントと呼んだあの残骸がひしめき合っているようだ。

「ヴィーア。まずは外の皆さんと合流する事を優先しましょう。衝角をクリーナーモードに。お互いあの方が使い慣れているでしょう」

「クリーナーモード？」

　怪訝な顔の広大を振り返かえりヴィーアは簡単に説明した。

「はい。私は本来、他のｂｉｏクラフトを清せい掃そう、整備するのが目的なんです。そのための装備が特別に備わっております」

「ナンバリングタイプじゃないのに？」

「ええ、まぁ。わざわざナンバリングタイプがやるような事でもありませんので」

　広大にそう答えてからヴィーアは前方へ向き直る。

「クリーナーモード。展開！」




『ラッキースプリングス』のドリルが基部から一八〇度回転すると、それと入いれ替かわりにブラシのような円えん筒とうが出現する。これは本来、他のｂｉｏクラフトを清掃するための装備。しかしメイドにとってはモップやほうきが得え物ものとなるように、ヴィーアとオードリーにとっては、このブラシもドリルに負けない武器になるのだ。




「下がりなさい、姫さまをたぶらかすゾンビメリグナントども！」

　よく通る声でそう言いながらオードリーが手にしたサテライトを振り回まわすと、それもまた先せん端たんがブラシ状になっていた。

「いきます、オードリー！」

「久々に腕うでが鳴りますね。ヴィーア」

　そして二人は声を合わせて叫んだ。

「『一掃すスウイーピングる泉スプリングス！』!!」

　舞まいを舞まうかのようにオードリーがサテライトを振り回すと、ｂｉｏクラフト『ラッキースプリングス』のブラシにゾンビメリグナントが巻き込まれ、見る間に背後へとはじき飛ばされている。確かに突とつ破ぱする事だけを考えると、一体一体ドリルで貫つらぬいているより速いかも知れない。

「素晴らしいですね」

　ティセも感心しているようだが、広大は余りの事に目め眩まいすら覚える。

「ていうか、名前まで付けていたのか……」

　こうなるとオードリーが若い頃やっていた『やんちゃ』が気になるが、聞かない方がいいのだろうなとも思う広大であった。

　しかしそれよりも問題はラヴィーだ。

「ティセ。俺たちも出よう」

「広大は大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ティセが心配するのは広大の広所恐きよう怖ふ症しようの事。今回は『インテリジェンスコンセプション』で来たため、ＥＳフレームは搭とう載さいしてこなかったのだ。

「まぁ……、小惑星の近くだし、周りにゾンビメリグナントもいるし。何とかなるんじゃないかな……」

　ティセは心配げに両手をぱたぱたさせていたが、そうしていても埒らちが明かないと悟さとったのか、広大の方へ手を差さし伸べるようにして言った。

「頑がん張ばりましょう」

「そうだな。頑張ってラヴィーを連れて帰ろう」




　小惑星を脱出すると同時に、ｂｉｏクラフト形態になった『グロリアスドーン』も『ラッキースプリングス』を離れる。

　周囲ではすでにゾンビメリグナントとアイシャやティル、ティオたちが戦っている最中だった。

「おお、無事に脱出してきてまずは良かった良かった。それでお姫さまはどうしたのさ？」

　すぐに『イレブンスコンシャス』からアーネチカがそう連絡してきた。

「駄目です。ｂｉｏクラフト化というか、むしろメリグナントクラフト化したような感じです」
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　そう報告する広大だが、ヴィーアがすぐに反論する。

「そんな事はありません。姫さまは姫さまです！　必ず救い出します!!」

「広大、後ろから何かが追ってきます」

　接続シートに着いたティセがそう言ってきた。

「後ろ？　後ろには……」

『ハンドレッドワンアーキペラゴ』が隠かくれている小惑星しかない。しかしその小惑星を砕くだきながら、何かが『グロリアスドーン』と『ラッキースプリングス』へと追いすがってきているのだ。

「……まさか」

　広大がその可能性に思い至った時だ。それは小惑星の地表を叩たたき斬きって姿を現した。

　差し渡し数百メートルはある巨大な扇形をした物体。その縁に沿ってチェーンソーが高速で回転している。

「これは、まさか……」

『グロリアスドーン』の制御シートに着いた広大の耳にその笑い声が響いた。それは周辺空間にいる皆も同じだった。

「あははははは！　見たか、これぞｂｉｏクラフトもメリグナントクラフトも越えた存在。『ゴージャスメダリオン』だ！」

　勝かち誇ほこるように笑うその声はラヴィーのものだ。

「大空広大、彼かの女じよはもはやメリグナントクラフトですらない」

　すぐにノワ・ルーナから連絡が入る。

「メリグナントクラフトを越えたかどうかは分からないが、どうやらラヴィーとやらは最悪の選せん択たくをしてしまったようだ」

「最悪ではない」

　声に続いてラヴィーの姿が映像として広大の目の前に浮かび上がる。扇形のサテライトで口元を隠してラヴィーは言った。

「私は最良の選択をしたのだ。そして私を愚ぐ弄ろうしてくれたお前たちを宇宙の塵ちりとする事で、その選択を完結させてくれよう」

「ラヴィーはそれでいいんですか？」

　ティセがラヴィーの映像に手を差し伸べるようにして言う。

「それでラヴィーは寂さびしくないんですか？」

「……寂しくなどない！」

　ラヴィーは扇を畳たたみ、ティセの方へ突つきつける。

「この力さえあれば、何でも手に入る！　何でも……、そうだ！　何でも手に入れてやる!!」

「おお、それでこそ姫さまです」

　ラヴィーの背後からハンドレッドワンアーキペラゴの声が聞こえてきた。どうやら『ゴージャスメダリオン』のキャビンにいるようだ。

「ハンドレッドワンアーキペラゴ！　貴様……！」

　ハンドレッドワンアーキペラゴがどういう性格のｂｉｏクラフトなのか、広大がよく知るわけもない。しかしこれまでの僅わずかな経験だけで、広大はハンドレッドワンアーキペラゴが、怒いかりをぶつけるに充分な相手であると悟っていた。

「私は作ったのだ、この手で！　ｂｉｏクラフトもメリグナントクラフトも越える存在を！　長年の間、誰だれも再現できなかった事をやってのけたのだ！」

　ハンドレッドワンアーキペラゴの狂きよう気きじみた叫びと共に『ゴージャスメダリオン』からの通信は切れた。

「やめて下さい、姫さま！」

　ヴィーアが叫ぶ声が通信を介して聞こえてくる。広大が確認すると『ゴージャスメダリオン』が、ゾンビメリグナントで動きが取れなくなってる『ラッキースプリングス』に向かって、扇おうぎ状じようのチェーンソーで斬りかかっていく所だ。

「やめろ、ラヴィー！　それはヴィーアなんだぞ！　お前の事をずっと考えて、ずっと側そばについていてくれたヴィーアなんだ！」

　しかしその広大の声も今のラヴィーには届かないようだ。

「ティセ！」

「分かりました」

　ティセはｂｉｏクラフト『グロリアスドーン』を、『ゴージャスメダリオン』と『ラッキースプリングス』の間へと突とつ進しんさせる。無数のゾンビメリグナントを切きり裂さきながら、『グロリアスドーン』は両者を引ひき離す事には成功した。

「面倒だから叩き斬っちゃえば」

　ティオがそんな事を言ってくる。妹の意見にすぐにティルが反論した。

「え～～可か哀わい想そうだよ」

「じゃあどうしろって言うのよ。ジャンガリアンハムスターにしては少し狂きよう暴ぼうすぎるわよ」

「ん～～、そうだなあ」

　映像の向こうでティルはしばし考え込んでからパッと顔を輝かがやかせて答えた。

「そうだ！　叩けば治るんじゃないの？」

「……それは素晴らしい考えね」

　呆あきれた表情から察してもティオがそう考えていないのはありありと分かる。

「あの、ティル。昔のＴＶじゃないんだから」

　静花がそうたしなめた時だ。

「誰がジャンガリアンハムスターだ！　二度とそんな事は言わせんぞ!!」

　一いつ瞬しゆん、扇形サテライトを振り回して激高するラヴィーの姿が通信に割り込んできたかと思うとすぐに消える。そして『ゴージャスメダリオン』は『トランクルナイト』めがけて突進していく。

「大空さん、どうします？　ティオじゃないけど、本気で向かってきたら、私も手加減はできません」

　桜子の言葉に広大は決心した。

「ラヴィーを説得する」

　その答えに桜子は意外そうな顔をする。

「説得って、一体どうやって？　向こうは抜き身みの刀を振り回しているようなもんなんですよ？」

「それに、メリグナントクラフトの残骸もあります。あれはみんなラヴィーが操作しているんですよね」

　桜子に続いて静花も心配げに言ってきた。

「メリグナントクラフトの残骸については我らが何とかする」

　ノワが言う。

「元はといえば同胞だ。このままにしておくには忍びない」

「あ～～、また兄貴は面倒事引き受けるんだから」

　クレケンスはそう言うが、反対するつもりはなさそうだ。

「あなた方だけでは手が足りないでしょう。分かったわ。大空さんとティセは、ラヴィーを説得して下さい。ゾンビメリグナントは私たちで何とかします」

「俺たちだけで充分だって！」

　横からくちばしを挟はさむクレケンスを無視して桜子はさらに語ご尾びを強めて繰り返した。

「私たちで何とかします！」

　その映像の向こうで桜子がサテライトを振るう。『ゴージャスメダリオン』が『トランクルナイト』に接せつ触しよくしてきたのだ。

「何をしているんですか、大空さん！　説得するならさっさとして下さい!!」

　桜子からどやしつけられて広大も動いた。

「ティセ、『グロリアスドーン』を『ゴージャスメダリオン』の側に……!!」

「分かりました」

　ティセはそうとだけ答えた。




「サスペンデッドレインは逃走したのか？　姿が見えないな」

　周囲の状況を確認するとヴァインは言う。

「あやつめ。やはりグランディッツァの間諜だったか」

　それまでの広大たちのやりとりを聞いていたヴァインは、『インテリジェンスコンセプション』の接続シートに着いたままでつぶやいた。

「しかしあやつがどういう考えを持って、ラヴィーをあの学校に行かせるよう進言してきたのか分からんが。……これだけは結果的には正解だったかも知れぬな」

「そうですな」

　キャビンのシートに座すわったチェンバレンは、自分で淹いれたお茶をすすりながら答える。

「ご両親が生きておられたら、さぞかし喜ばれるでしょう。ラヴィーさまをあんなに思われるお友達がいるのですから」

「うむ……」

　そしてヴァインはひと言内心で付け加えた。

　お前の目もく論ろ見みは外れたようだな。サスペンデッドレイン……。




「聞け、ラヴィー！」

「嫌いやだ、嫌だ嫌だ!!」

　広大が呼びかけると、『ゴージャスメダリオン』ごとラヴィーは逃げ回る。

「みんなお前を連れて帰ろうとしてるんだ！　お前には何もないわけじゃない、みんながいるんだ!!」

「嘘うそだ！」

「そうだ、嘘です。姫さま。通信など切って下さい」

　ハンドレッドワンアーキペラゴがそう言うが、ラヴィーは通信を切る気配はない。拒きよ絶ぜつはしてるが、どこかで広大たちの話を聞きたいという欲求はあるようだ。

「聞いてください、ラヴィー」

　今度はティセが声をかける。

「私はあなたが好きです。また一緒に遊園地で遊んだり、スイカ割りをしたいと思います。それが出来ないのなら、とても寂しいと思います」

「バカにするな！　私は、私は……!!」

「耳を貸してはいけません、姫さま！」

　ハンドレッドワンアーキペラゴも必死のようだ。広大は怒ど鳴なりつけたい衝しよう動どうを懸けん命めいに抑おさえる。今はティセに任せるしかない。

「一緒に学校へ行きましょう。ラヴィー。アーネチカが何とかしてくれるはずです。私はラヴィーと一緒に学校に行きたいと思います。広大や恵子も一緒です。みんな一緒です。それなのになぜ何もないと言いますか？」

「そ、それは……」

　学校に行こう。その言葉がラヴィーの胸に突き刺ささったようだ。

　どういう現象なのかは分からない。一瞬、戸と惑まどうラヴィーの髪が、黒から珊瑚色に戻りかけたように見えた。

「騙だまされてはいけませんぞ、姫さま！　なにしろあちらの女は、先程、姫さまを叩き斬ると言ったではないですか！」

　お前は時代劇でお姫さまを騙そうとしてる悪家老か……！　広大はハンドレッドワンアーキペラゴの往おう生じよう際ぎわの悪さにうんざりとしていた。

「そ、そうだ！　あのアビシニアンは、さっき私を斬ると言ったではないか！　それにポメラニアンは私を叩くと……！」

　ラヴィーの反応に徐じよ々じよに変化が出てきた。ティル、ティオの呼び方や口調が、少しずつ元に戻もどってきている。

「ティオは性格は悪いですが、いい子です」

「ちょっとそれどういう意味よ！」

　ティセの説明を聞いていたティオが我が慢まんしきれずに首を突っ込んでくる。

「ティルは頭が悪いですが、いい子です」

「え～～、ティル頭悪くないもん！」

　ティルも聞き捨てならないと割って入る。

「じゃあお前はどうなんだ。愛あい玩がん鳥類!!」

　どんどんと足を踏ふみならしながらラヴィーは手にした扇でティセを指し示す。

「私ですか？」

　ティセは小首を傾げ、答えを求めるように背後の広大へ視線を送る。

「いやぁ～～……」

　この状況でなんと答えればいいのか、広大もさすがに答えに窮きゆうする。しかしティセは一つ二つ、肯うなずくとラヴィーに向き直った。

「私は普ふ通つうですよ」

　思いも掛けぬ答えに広大はもちろん、ティル、ティオ、そしてラヴィーさえも言葉を失う。その結果がお気きに召めさないのか、ティセは眉まゆをひそめて両手をぱたぱたさせると繰り返した。

「普通です。ごく普通です。普通にラヴィーのお友達になりたいと思ってます」

　そして手を下ろすと付け加えた。

「普通にみんな一緒に友達だったらと思うだけです」

「お前が普通なんて、そんなわけあるかー!!」

　映像の向こうでラヴィーはどんどんと激しく足で床ゆかを踏みつけた。その時だ。勢い余ってポケットから何かが落ちる。広大はそれを見み逃のがさなかった。

　遊園地でティセから貰ったあの四姉妹のストラップだ。そしてラヴィーも床に落ちたそれを目にした途と端たん、硬こう直ちよくした。

「これ……」

　忘れていたわけではあるまい。しかし無意識のうちに思考の範はん疇ちゆうから外していたのだろう。それが今、ラヴィーの目の前に現れたのだ。

　ラヴィーはのろのろと床に落ちたストラップを拾おうとした。

　それが何かは分からないだろうが、ラヴィーの様子から何か重要な意味を持つものと悟ったようだ。

　ハンドレッドワンアーキペラゴが慌ててラヴィーからそれを奪おうとする。

「やめろ、離はなせ。それは私の物だ!!」

「いいえ、これはもう姫さまには必要のない物です！　ゴージャスメダリオンにはもはや必要ないのです!!」

「ハンドレッドワンアーキペラゴ!!」

　広大が叫んだところでどうする事も出来ない。相手は『ゴージャスメダリオン』のキャビンにいるのだ。

「それに」

　やにわにティセが言った。何を言い出すのかと広大とラヴィー、そしてハンドレッドワンアーキペラゴも、ティセに目を向ける。

「チェーンソーは美しくありません」

　口調は変わらないが、いつもよりきっぱりすっぱり言っているような気がしないでもない。

「ドリルの美しさに敵かなう物はありません。ドリルの素晴らしさに敵う物はありません。チェーンソーなど敵いません。だから『ゴージャスメダリオン』は具体的に間違っていると思います」

　この局面でドリルかよ！　思わず突っ込みたくなる広大だが、しかししっかりと効果はあったのだ。

「そうです。確かにドリルは素晴らしい。素晴らしいのです！　それは認めますが、私は……」

　ハンドレッドワンアーキペラゴは反射的にドリル談義に心を奪われてしまったのだ。ｂｉｏクラフトにとってドリルを賞賛する事は習慣、いや本能に近い。ｂｉｏクラフトとメリグナントクラフトを越える存在を生み出そうとしたハンドレッドワンアーキペラゴでも例外ではない。

　そして本来のｂｉｏクラフトではないラヴィーには効果がないのだ。ラヴィーはドリルに気を奪われているハンドレッドワンアーキペラゴから、四姉妹のストラップを取り返した。

「そうだな」

　手の中のストラップに目を落としながらラヴィーはつぶやく。

「やっぱりドリルは素晴らしい。チェーンソーは美しくないな」

　ラヴィーのそのつぶやきを耳にしたティセはパッと両手を広げる。

「そうです。ドリルは素晴らしいのです。強く美しいのです。そして何よりぐるぐるです」

「ぐるぐるか」

「ぐるぐるです」

「ぐるぐる！」

　チェーンソーもある意味、ぐるぐる回っているんだがな……。そうは思っても口は挟めない広大であった。

「ぐるぐるだな！」

　ティセから貰ったストラップを握りしめてラヴィーは叫んだ。

「広大、ティセ！　私はドリルの素晴らしさが理解できたような気がするぞ!!」

「それは素晴らしいですね」

「いいのか、本当にそういう結論でいいのか!?」

　広大の疑問ももっともであるが、なにしろ当のティセとラヴィーが勝手に盛り上がっているのだから口には出だしづらい。

　その時だ。ラヴィーと『ゴージャスメダリオン』に変化があった。

　黒くなっていたラヴィーの髪が見る間に珊瑚色に戻っていく。そして外部映像に映っていた『ゴージャスメダリオン』の形状も変わり始めていた。

　再びあの分子模型のような形状に戻っていくのである。それと当時に『ゴージャスメダリオン』のキャビンを映していた映像が乱れ始めた。

「これは一体……。あ、おいこら！　逃げるなフォアン！　ハンドレッドワンアーキペラゴ!!　逃げるんじゃない!!」

　そして一いつ旦たん、キャビンからの映像が切れた。

「見て下さい。広大」

　ティセはそう言うと『ゴージャスメダリオン』の映像をさらに拡大した。一旦、分子模型のような姿に戻った『ゴージャスメダリオン』は、光に包まれてさらに姿を変えていく。その光の中から姿を現したのは、船首にドリルを持った典型的なｂｉｏクラフトの姿だった。

「あははは！　見たか、愛玩鳥類！」

　高笑いと共に再びキャビンにいるラヴィーが映る。その髪は完全に珊瑚色に戻っていた。

「もはや『ゴージャスメダリオン』などというものは存在しない！　これぞｂｉｏクラフトのプリンセス！　『スプレンディッドペンデュラム』だ!!」

　ラヴィーが手にする扇形のサテライトからは、縁にあったチェーンソーが消え、代わりに骨に沿って何本かの細いドリルが突き出していた。

　その数は五本。

「……ん、五本？」

　一いつ時とき、ラヴィーを祝福するように両手をぱたぱたさせていたティセだが、それに気付くと眉をひそめてみせた。

「駄目です。いけません。ドリルは四本までです。五本は美しくありません」

　いきなりそんな事を言い始める。そうｂｉｏクラフトのドリルはビショップ級の四本まで。それが何な故ぜかは知らないが、ｂｉｏクラフトは四という数字を神聖視する傾けい向こうがあるからだともいう。

「ドリルを持たない者が何を言う！　五本ドリルの私こそ、ビショップ級の更さらに上の存在なのは間違いない！　言わば真の貴族、まさに姫に相応しいドリルの本数ではないか！」

　ラヴィーはすっかり悦えつに入っているようだ。しかしティセも負けてはいない。

「五本は美しくありません。やはりラヴィーはドリルの素晴らしさを真に理解してないと思います」

「あ～～、美的談義の所、申し訳ないんだけど。なんか今、ブランクｂｉｏクラフトが変形中に、小型のオーグメントクラフトが小しよう惑わく星せいへ向かって逃げ出したみたいなのさ」

　アーネチカにそう言われてようやくラヴィーはその事を思い出したようだ。

「しまった、ハンドレッドワンアーキペラゴ！　あいつが逃げ出していたんだ!!」

「追うぞ、ティセ。あいつを逃がしておくと、ろくな事になりそうもない」

「分かりました」

　ティセは『グロリアスドーン』を小惑星へ向ける。

「よし、それでは早さつ速そく『スプレンディッドペンデュラム』の素晴らしさを見せつけてやろう。行け、メリグナントクラフト！」

　メリグナントクラフトの残骸を小惑星へ向かわせようとしたラヴィーだが、周囲に浮うかぶそれらはぴくりともしない。そもそも『ゴージャスメダリオン』が『スプレンディッドペンデュラム』に変形した直後から、メリグナントクラフトの残骸は動きを止めているのだ。

「どうやらゾンビメリグナントを操る能力はなくなったみたいさね」

「なに！　ええい、どれもこれもハンドレッドワンアーキペラゴのせいだ！　おい、広大、ティセ。あやつを捕つかまえるのだ！　ポメラニアンとアビシニアンも手伝うのだぞ!!」

　ティオがむくれて言い返す。

「なによ、あんたなんかジャンガリアンハムスターのくせに」

「誰がジャンガリアンハムスターだ!!」




「さて、どうする。グリーンデイブレイク。彼かれ、助けてやろうか？」

『サイレントカレント』のキャビンで事態を見守っていたサウザンドメイズィスはそう尋たずねる。

「まあね。このまま見捨てるのも気分が悪いし……。しかしハンドレッドワンアーキペラゴだっけ、彼のやり方では時間がかかりすぎる。これだけの時間をかけてたった一体しか作れない。それもこれでは失敗だ」

「ｂｉｏクラフトもメリグナントクラフトも越えた存在。……それが調整者という事ですか？」

　背後で聞いていたサイレントカレントがそう尋ねると、サウザンドメイズィスは鷹おう揚ように肯いた。

「そうだね。人工的に作れないかと思ったんだけど、まだまだ難しそうだ。しかしハンドレッドワンアーキペラゴの能力と経験は捨てておくには惜おしい。助けに行くとしよう」

「承知しました」

　そう答えたサイレントカレントの表情が一瞬、険しくなる。

「どうした？」

　尋ねるサウザンドメイズィスにサイレントカレントは答えた。

「人気者ですな、ハンドレッドワンアーキペラゴ。どうやら他ほかにも身み柄がらを確保したい者がいるようです」




　真しん紅くのナイト！

　この前の『アミークス』アジト襲しゆう撃げき事件の時にも現れた、あの真紅の三本衝角『オネストホワールウィンド』だ。それがまた姿を現したのである。

「一体こいつは……！」

『オネストホワールウィンド』はハンドレッドワンアーキペラゴのホロン体が乗っているであろうオーグメントクラフトを追つい跡せきしていたが、間かん一いつ髪ぱつで小惑星へ入り込まれてしまった。

「あのｂｉｏクラフトは我々で確保させていただく」

『オネストホワールウィンド』が声だけでそう言ってきた。広大がその真意を質ただす前にアイシャが叫さけんでいた。

「オネストホワールウィンド！　あなたは一体……」

　しかしオネストホワールウィンドに答える余よ裕ゆうはなかった。小惑星が突然四散すると、中から球体のｂｉｏクラフトが姿を現したのだ。惑わく星せいならば赤道部分に相当する位置に四本のドリルを持つそれは明らかにビショップ級。ｂｉｏクラフト『ハンドレッドワンアーキペラゴ』に間違いあるまい。それにしても巨きよ大だいだ。直径二〇〇キロというと、一いつ端たんが東京にあれば、もう一方は愛知県に届くほどである。

　隠れていた小惑星に比べれば十分の一とはいえ、確保するには随ずい分ぶんと大きすぎる。

「捕まえるといっても、これは……」

　広大やオネストホワールウィンドが戸惑っているうちに、徐々に速度を上げてハンドレッドワンアーキペラゴは逃とう走そうにかかっている。

「よろしければ、私が……」

　珍めずらしくティセが途と中ちゆうで言葉を切る。そして眉をひそめてつぶやいた。

「ティラ」

　その瞬間だ。突とつ然ぜん、空間が割さけ周囲を圧あつ倒とうするかのような光の矢が飛び出してきた。そしてそれは一瞬にして逃げだそうとしていた『ハンドレッドワンアーキペラゴ』を砕き、飲み込み、虚こ空くうへと消し去っていく。

「イモータルヌーンの『ヌーンソロ』です。恐おそらく地球から直接、攻こう撃げきしてきたのでしょう」

「地球からって……」

　その程度の事はイモータルヌーンにとってたやすいと分かっていても、広大にとってはは即そく座ざに受け入れがたい話だ。

「また、してやられたか！」

　聞き覚えのない声が響く。どうやら『オネストホワールウィンド』からの音声通信のようだが、オネストホワールウィンド自身の声ではない。

　契けい約やくパートナーだろうか。声そのものは成人男性のものに聞こえる。それになんと言っても日本語でしゃべっているのだ。チェンバレンのように外国人がしゃべる日本語には聞こえない。日本人か日本で長く生活した経験があるか……。

　いや、待て……。

　広大は何か引っかかるものを感じた。

　聞き覚えがない？　いや、違ちがう。俺おれはこの声を聞いた覚えがある。ずっと昔、どこかで確かに聞いていた。それも一度ではないはずだ。そしてその後も何度か、直接ではないが、録音か何かで聞いた覚えがある。

　誰だ……？　誰だ……。こんな場所でｂｉｏクラフトの契約パートナーをやっている日本人成人男性。
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　直接、耳にしたのはずっと昔。その後は録音でしか聞いた事がない声。

　ああ、そうだ。考えるまでもない。思い出すまでもないはずだ。しかし感情がその結論を反射的に拒絶していた。

　そんな事はあり得ない。俺自身がそう言っていたじゃないか……。

「広大？」

　広大の様子がおかしい事に気付いたティセが向き直り尋ねた。

　馬ば鹿かな、そんな事が……。

「広大！」

　その声は広大に呼びかけてきた。

「あの女には気をつけろ。広大。分かったな!!」

「父さん、親父おやじ!!」

　何年ぶりだろうか。どうやって呼ぶべきか迷いながら広大は叫んでいた。

「あんた、親父か!?　父さんなのか!!」

「嘘、そんな……!?」

　広大の父と面識がある恵子もその言葉に動どう揺ようを隠せなかった。

　しかし真紅のナイトは、それ以上は何も言わずに虚空へと消えていった。
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ｔｕｒｎ　２―５／５　「広こう大だいは具体的に駄目だと思います」







「そんなわけで今日から皆みなの者の同級生だ！　これまで通り親しく接するがよいぞ！　私は庶しよ民みんとて一いつ切さいわけへだてはしないからな!!」

　そして翌週。ラヴィーのしょうぶ沼ぬま高校編入が正式に認められ初登校とあいなったのである。以前からくり返し提出していた要望書を、ようやく文科省が承認したのだ。当然と言うべきか、クラスは広こう大だいと同じ。ティセとアイシャもおり、担任がＵＮｂＡＲ職員の内うち山やま田だ王おう司じなのだから他の選せん択たく肢しはないも同然だ。

「これはこれは……！　宇宙人のクラスメート！　しかも美少女!!　Ｖｉｖａ21世紀!!　グレート宇宙時代!!　こんなにうれしい事はない、涙なみだで眼鏡が曇くもって何も見えない!!」

　盛んにラヴィーの転校を求めてきていた末すえ広ひろ彰あきらが錯さく乱らん気味に感激していた。

「でもまぁ、これでちょっとは宇宙交流プランモデル校ぽくなってきたよな」

　彰ほどではないが、クラス委員長の後うしろ崎ざき孝たか郎おも感心しているようだ。

「まぁそう言う事だ。ｂｉｏビオクラフトかどうかはともかく、みんなも仲良くやってくれ。今さら言う事でもないけどな」

　内山田はそう言って笑う。

「良かったですね」

　自分の席に座ったまま、ティセはラヴィーに手を差し伸べるようにしてそう言った。

「うむ」

　にっこりと微笑ほほえみを返しながら、ラヴィーは内山田に指示された自分の席へ向かう。その途中で、広大の席へ向かうと、やにわにその腕に抱だきついた。

「だが大おお空ぞら広大をパートナーにする事を諦あきらめたわけではないぞ！　むしろこれから同じクラスだから、じっくりと口く説どき落とせるというものだ」

　そんな事を言うラヴィーに、ティセは激しく両手をぱたぱたさせて威い嚇かくする。

「ちょ、どういう事だ。ラヴィー!?」

　クラスメートの前で、自じ称しようｂｉｏクラフトの姫に抱きつかれ困こん惑わくする広大に、ラヴィーは声を潜ひそめて答えた。

「……お前もヒュージンから聞いているだろう。私はブランクのｂｉｏクラフトにホロン体として認にん識しきされてしまったのだ。つまり他にパートナーを選ぶ事が可能なのだ」

　その通りだ。ヒュージンがチェックしたところ、ラヴィーは人間のままブランクのｂｉｏクラフトにホロン体として認識されてしまったようなのだ。

「それは聞いてる」

　いつもにまして激しくぱたぱたしてるティセを横目で見ながら広大も小声で言った。

「でもパートナーなしでも戦せん闘とうモード取れるじゃないか。それに俺はもうティセと契約してるし……」

「なんだ、そっちの話は聞いてなかったのか？」

　ラヴィーは意外そうな顔をする。

「どうも私はただのｂｉｏクラフトではないようなのだ。だから二重契約が可能らしい。ＵＮｂＡＲはＮｅｏクラフトという名めい称しようを用意してくれるらしいぞ。そう、この私だけのためにな!!」

「そんな都合良すぎる話があるか!!」

　広大は横から明らかな風圧を感じていた。ちらりとそちらへ視線を向けると、いつのまにかティセがすぐ横に来ていて、今にも飛び上がりそうな勢いで両手をばたばたさせているではないか。

「おお、どうした愛玩鳥類。何か不満なのか!?」

「駄目です、いけません。ラヴィーは自重するべきです」

「これでも自重してるつもりだが？　今日はまだ転校初日だからな。明日からは本気で行くぞ」

　そう言うとラヴィーは笑う。ティセは眉をひそめて不ふ機き嫌げんそうに両手をばたばたさせているが、その一方で何か楽しそうなのが広大には分かった。

　ペンデュラム邸ていは『インテリジェンスコンセプション』によって半はん壊かい。今は修理中だが、夏が来る頃ころにはまたスイカ割りも出来るようになるだろう。

　これからまた賑にぎやかになりそうだな。

　そう考えながらも広大は、あの時の声の主に思いを巡めぐらせていた。

　あの声は本当に父親の声だったのだろうか。父、大空大だい地ちは母である広ひろ海みの言う通り、ｂｉｏクラフトと契約して宇宙の彼方かなたにいたのだろうか。

　それにしてはおかしい。オネストホワールウィンドは最近まで地球人と契約しておらず、単独起動で行動していたはずだ。それではそれまで大空大地はどこにいたのだ。

　そして『あの女には気をつけろ』とはどういう事だ？　イモータルヌーンだろうか。しかしそれにしては……。

「広大」

　ティセとラヴィーが同時に広大の耳元で言った。

「広大はラヴィーと契約しません。そうですね」

「いいや、お前は私と契約するのだ。そうだな！」

「いや、まあ……」

　二重契約が可能としても、ラヴィーと契約するのはまずそうな気がする。しかしストレートにそう言ってしまっては、また波風が立つのは間ま違ちがいない。

　結局、曖あい昧まいに誤ご魔ま化かすだけだ。

「駄だ目めです。いけません。広大は具体的に駄目だと思います」

　両手を激しくぱたぱたさせるティセに広大は笑うしかなかった。その一方で、この騒さわぎに興味を示すことなく、ぼんやりと窓の外を見つめている恵けい子こには気付かなかったのだ。




「またうるさくなりそうだな」

　やにわに空中から話しかける声がした。

「こうなるのもお前の計画の内だったのか？」

「学校には来るなと言ってるだろう。ばれると困る」

　内山田王司は肩かたごしに背後の空間へ向かってそう言った。しかしそこには誰の姿もない。ここはしょうぶ沼高校の校舎の中。内山田は授業を終えて職員室へ戻るところだ。階段から人ひと影かげが消えた途端、その声が一方的に話しかけてきたのだ。

「今さら、何を言う。今回、お前が参加しなかった事で疑う人間もいるのではないか？」

「途中で姿を消したお前の方がよっぽど怪あやしいんじゃないか？　どうやらあーちゃんには疑われているようだけどね」

　階段を降りながらそう言っても、傍はた目めには何やらひとり言をつぶやいているようにしか見えまい。

「あーちゃん？　ああ、アーネチカか。注意しておこう。それよりも情報だ。王司。やはり今回の件、サウザンドメイズィスが裏で糸を引いていた」

「まぁそんな所だろうな」

　内山田はさして感心なさそうにそう答える。

「アブソリュートガーデンが動くぞ」

　しかしその単語にはさすがに内山田も足を止める。

「これ以上はイモータルヌーンには任せておけないという事らしい。自らサウザンドメイズィスを討うつつもりらしい」

「いよいよキングが動くか」

　そして内山田は背後の量子ブラインドに潜むｂｉｏビオクラフトに向かって尋ねた。

「それで僕ぼくはどうしたらいい、サスペンデッドレイン？」

「私が答えるまでもないだろう」

　サスペンデッドレインはそう答えた。
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テキストＲａｄｉｏグロリアスドーン

ラヴィーさんで遊ぼう！








ラヴィー　「おお、ここが本編の世界か！」

恵子　　　「何よ、その通りすがりの仮面ライダーみたいな台詞せりふは」

ラヴィー　「仕方ないだろう。今までは短編をメインに活かつ躍やくしていたのだからな。そんなわけで待たせたな。皆の者!!　いよいよこの私、ラヴィー・スプレンディッドペンデュラムが本編に登場だ!!」

広大　　　「また賑やかになりそうだなあ」

ティセ　　「（激しくぱたぱた。威嚇中）」

ラヴィー　「おお、なんだ。愛玩鳥類！　ははぁ、さてはこの私が本編にも登場してヒロインの座を奪うばわれると必死なのだな。安心するが良いぞ。次回から私がお前に代わって立派にヒロインを務めてみせる」

ティセ　　「駄目です。いけません。ラヴィーではヒロインは務まりません」

アイシャ　「そうですわ。そもそもこの作品のタイトルが『グロリアスドーン』ではありませんか」

ラヴィー　「だから前々から言っているだろう。タイトルを……」

恵子　　　「ジャンガリアンハムスターに変えたら、普通に小動物の本だと思われちゃうじゃないの」

ラヴィー　「違～～う！　誰がジャンガリアンハムスターだ！」

ティセ　　「当初はウサギの予定だったそうですが、ウサギでは語ご呂ろが悪いので、ジャンガリアンハムスターになったそうです」

ラヴィー　「……は？」

ティセ　　「ラヴィーという名前も、ウサギ＝ラビットから来たそうですよ」

恵子　　　「ああ、言われてみればなんか納なつ得とく。構ってちゃんな所とか」

ラヴィー　「一体、何を言ってる愛玩鳥類！　黙だまっていれば知った風な口を利ききおって！　一体誰からそんな事を言われた!!」

ティセ　　「作者の人です」

ラヴィー　「は？」

ティセ　　「私はメインヒロインなので、作者の人からこのように色々な話を聞く事が出来るのです」

ラヴィー　「ぐぬぬぬ、私よりちょっと先に登場していて、さらに自分の名前がタイトルになってるからって調子に乗りおって!!」

ティセ　　「（勝利のぱたぱた）」

広大　　　「こらこら、ティセ。あんまりラヴィーを刺し激げきするんじゃない」

恵子　　　「それにしてもあんたたちって仲いいのか悪いのか分かんないわよねえ」

ラヴィー　「私とこの愛玩鳥類のどこが仲良く見える!?」

ティセ　　「そうです。恵子は具体的に間違っています」

恵子　　　「ほら、そういうところなんて息ぴったり。あ、これはひょっとしてアレ？　ツンデレ百ゆ合りフラグ？」

ラヴィー　「その百合とはどういう意味だ？　花ではないのか」

ティセ　　「百合とは具体的に」

恵子　　　「百合ってのはねえ……」

アイシャ　「何を言ってるんですか。恵子！　ティセさまに限って、そんな事はありません!!」

ヴィーア　「そうですわ。姫ひめさまに限って、絶対にそんな事はありません！」

恵子　　　「……あんたたちも結構、性格似てるわよねえ」

ラヴィー　「ふん、まぁいい。この私が本編に登場するからには、これからヒロインとして作品を仕切ってやる。これでこの作品も安あん泰たいだ。いずれタイトルの『グロリ……』って、どういう意味だっけという話になるだろう。ははははは!!」

恵子　　　「あ、その話だけどこの作品は全十二巻予定だから、あと三巻しかないのよ」

広大　　　「次回から一気にラストバトルへ向けた展開になるみたいだからなあ」

恵子　　　「なにやら意味深な人も出てきたしねえ。……っていうか、あんた結構、余裕綽しやく々しやくじゃないの」

ラヴィー　「ふ、気にするまでもない。どうせ『愛玩鳥類』全十二巻完結後は、新シリーズ『スプレンディッドペンデュラム』が始まるのだろう？」

広大　　　「いや、ないない」

ラヴィー　「なに!?　それではまさか『ゴージャスメダリオン』なのか!?」

広大　　　「だから、ないって」

アイシャ　「その前にちゃんと終わるかどうかを心配した方がよろしいんじゃないでしょうか？」

恵子　　　「アイシャ、あんた微び妙みようにきついわよね」







桜さくら子こ　　　「……で、ティオ。さっきから、なにを書いてるの？　アンケートハガキ？」

ティオ　　「ちょ、ちょっと桜子。なに見てるのよ！　返しなさいって。返してよ～～！　この意地悪！」

桜子　　　「どうせ私は意地悪よ。なによ、これ。ＨＪ文庫のアンケートハガキじゃないの。ええと、本編終しゆう了りよう後は『トランクルナイト』のシリーズ化をって……。あなたもすっかりオチ担当が板に付いてきたわねえ」

ティオ　　「か、軽い冗じよう談だんよ！　別に魔ま法ほうの処しよ刑けい鎌がまで魔法少女に変身とか、そういう企き画かく書を書いてたりはしないわよ!!」

桜子　　　「魔法少女、やりたかったんだ……」
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あとがき







　そんなわけで九巻です。

　九巻という事で、当然、次は十巻という事になりますね。そうなると四シリーズ目の本編十巻越え。またレーベルですと十巻越えは３レーベル目ですね。

　これも読者の皆さまの応援とご支援、そして各編集部の皆さまのご助力があってのたまものと感謝いたします。

　まだちょっと気が早いですが。

　一応、次の巻から最終エピソード突入の予定です。編集さんとも最終エピソードの展開については色々と打ち合わせを始めております。

　最終回で劇場版に続くという事はないと思いますのでその点はご安心下さい（笑）。いや、まぁ『ディケイド』最終回については話だけは聞いていたのですが……。

　次の巻ですが、予定通りならば来年の冬頃を予定しております。

　ちょっと気が早いついでに言うと、来年は新シリーズの事も考慮にいれつつ、何か単発で出来たらと思っております。まあそれが好評だったら、そのまま新シリーズ化もありという事で。




　さてそんなわけで、これを書いているのは八月末なわけですが、今年の夏はほぼ仕事ばかりで出歩く事はあまり有りませんでした。

　映画も見たいものがあったのですが、現段階ではまだ一本も見ておりません。一段落したら見に行くつもりですが、果たして何本上映している事か。

　それでも時間を作って例のアレだけは見てきました。

　そうです。実物大（？）ガンダムです。

　やはりリアルタイムでファースト『ガンダム』の直撃を食らった世代としては、拝みに行かないわけにはいきません。映画は映像ソフトになれば見る事も出来ますが、ガンダムはそうもいきませんからね。

　感想をひと言で表しますと『大仏』。

　なんというか日本人の世界観からすると、あれだけ多くの人に崇められていると、そのうち魂の一つも宿りそうな気もします（笑）。

　首振り、ミスト噴出くらいしか可動はしないですが、やはり一八メートルの説得力はただ者ではありませんでした。

　そもそも全高一八メートルの巨大人型ロボ（の模型ですが）を目にする事自体はありませんでしたからねえ。

　実際に見上げてみるとどのように見えるのか。色々と参考になりました。

　足元から見上げると、まず顔の部分は視界に入らないよねとか。まぁ考えてみれば当たり前なのですが、実感するのと訳が違います。

　いずれロボットものを書く機会があれば、この経験を生かしていきたいですね。

　しかしまぁ最初に『大仏』と書きましたが、実のところ一番印象に残ったのが周りのロケーションでして。

　当たり前というか何というか典型的な観光名所。それだけに『大仏』の印象を強くしたのですが。

　当然、オフィシャルショップでは『ガンダムまんじゅう』を購入いたしました。やはり観光地に来たのですから、おみやげのまんじゅうは必須でしょう。

『ガンダム絵はがき』や『ガンダムクッキー』はあっても、『ガンダムペナント』や『ガンダムビームサーベル型木刀』がなかったのは、やはり観光地としては残念です。

　もっとも以前、テレビ番組で紹介していたのですが、ぺらぺらのフェルト地にラメきらきらという、昔よくあったペナントは、いま日本では製造されていないそうですね。

　発売されていたら間違いなく購入したのですが。『ガンダムペナント』（笑）。

　あ、あとブリキの『ガンダム万年カレンダー』も（ぉ）。

　そのガンダムも八月いっぱいで公開終了。これを書いている時点ではその後の行き先ははっきりしてないようですが、末永く公開できる場所で管理して欲しいものです。

　鉄人28号も実物大が制作されたし、知名度と実現性から考えると次はやはりマジンガーＺか、はたまたバルキリーか。しかしバルキリーは変形しないと意味ないし。

　全長百メートルオーバーのイデオンやダンガードＡはさすがに無理だろうなあ。




　さてそんなわけでいい感じにページも埋まって参りました。前述のように第十巻は来年の冬を予定しております。それでは第十巻でお会いしましょう。







庄司卓公式サイト「庄司卓完全攻略本」

http://www.syoji-sc.com/




庄司卓公式blog「庄司卓完全攻略ブログ（季節の言葉）」

http://blog.goo.ne.jp/syoji-takashi/
















初出　「遊園地に行きましょう。みんな一緒です」　キャラの！ｖｏｌ．13

　　　「さよなら。楽しかったぞ」　　　　　　　　キャラの！ｖｏｌ．14
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




庄司 卓先生／四季童子先生／小松崎龍海先生
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